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序論

木来、医療の問題は患者の意思を最大限に反映し選択を可能にする、“適正かっ

必要な医療"を提供するための社会保障のあり )iから議論すべきものであり、財

政の視点からだけで議論すべき問題ではない。ところが医療政策の 1 !Jでも、とり

わけ薬事政策に関しては、強硬に支出を抑えようとする財政面からの議論が先行

し、薬剤使用の費'用対効果を公正に評価するという意識が低い 。 本論文では、医

療政策の中でも特に薬事政策を取上げ、おもに価中各政策、薬剤使用適正化政策の

視点から、より望ましい改革を模索する 。

本論の構成は次のとおりである。第 1 章では、診療報酬体系を巾心とする医療

政策と薬事政策との関連について述べ、薬事の問題として本論文で取上げる巾 IL、

課題を明らかにする。第 2 章では、薬事政策の背景にある薬価基準制度の変遷、

制度の内容、民近の薬価制度改革議論の経緯とその論点について整理する。第 3

章では、日本が政策立案上着目している欧米 4 カ国の医療制度、医療政策・薬剤

費 i直正化政策を横断的に比較検討する。第 4 章では、制lí絡が医薬品需要に与えて

きた影響について、特ーに薬価差に着目した実証分析を試みるロ第 5 章では、病院

調査の結果から、医療現場における薬剤使用適正化推進の具体的施策と課題につ

いて述べる。最後に第 6 章では、前章までの総括といくつかの事例研究に基づい

て、今後に向けた望ましい薬事政策のあり方を検討し本論の結びとする。

第 4 章の分析によって、①薬価は怒、意的に引下げられてきたこと、②継続的な

薬価引下げ政策により薬価差率は急激に圧縮されていること、③薬斉IJ の使用は新

薬(殆どの場合既存薬より価格が高し、)にシブ卜する傾向にあること、④薬剤需

要の薬価差弾力性は最近になるほど低下していること、などの結果が得られ、第

5 章、第 6 章の分析では、⑤医療現場では使用を適正化することによる薬剤需要

の管理に取組んでいるが、経営上の問題に起因する人員不足や具体的手法が確瓦

していないといった理由から業務の実施が不十分であるのが現状であること、⑥

副作用回避、薬物治療の適正化によって得られる薬剤費節減効果は大きく、患者

の QOL (Quality of Life:生活の質)も含めた医療の質も向上すること、などの結

果が明らかになった。

以上の分析結果から、本論のおもな結論として、①今後の薬価政策は、薬価差



の角午前よりも、公正な医薬 1 1111 1 n\l~ 11 f1 i と競守1・ )J~( j:ll~ が仏~ メトー に機能する 1dli棉設定システム

の昨立を肢優先すべきであること、② l豆 1~~ JJ~ 場における ws 斉IJ の illi ïE使川を推進す

るためには、医療機関がリスク管;翌1l、薬剤使川討~ 1111i を徹底できる必~卜分な人民

を体保できるよう 、 薬剤費適正化努力;をiJ~ 、 li に詐自lI iする械酬 L の枠組みの設定と、

薬剤使川の経済的評 1111i の手 1t を開発することが必要であり、これらを行'~に'大:胞

することで、医療サービス提供の質と効率の向上を阿立させることが可能である

こと、などが得られた口
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第 1 章医療における費用の適正化とは

1 .はじめに

)it六IJ 1~' j'�lJ j}，，x:あ v) きを(I1i 似に、|反対~'lJi' J出 iI ~ (じが IIJj.ばれて久しい n ノト悔の I'， 'IÎ NI~ 化の

近: )民を /)えす人 1 1 1 :1'~I:成比中や人 11 総数などの人 1 1 (I~J 必 lλ| や、 -人 Yi たりけí- 1U' & び it

イt ヰべといった経済 IY'，) ~Iよ|の変化による|反対で引のや11 びが予測されている 。 |li|ltW 仙:

|倹ilJ lJ 伎のドでは、|去 1i~ '1~' の n"'1 )JII は II~I 家 Jlイ ]3ぐのがよù をと< 1比する。そのため、 |長吹山

'fJ七 に 1 ~，J わる J I : 少J ~;i久性は仰i ノj 十) 1 : lí~~ しなければならない 。

しかしながら 一ー ノj で、わが国の|互依 1~' JJL似(ぷ I )ペ.) f.I'i'; 1Tt:ら( 1999) の分。f 出llJ

:\，j~などを概飢すると、医療費 j\õfj J騰の併 j成 をことさら強市M し|矢吹伐を強似に ~Jï) えよ

うとする政策が妥当であるのか、またそれが点に悶此j平 II~ の 1 {'I 上に燃がるの均 、 と

いった疑 11'rJも生じる口 q:~i: に~庁IJ 仰に I -~~J しては、イI'f がなんでも文 1'1'1 を~Jí l えようとす

るJl.1' 政 I(IÎ からの議論が先行し、支 1'1\ の n'!'! ))11 により |長山 内科がい カ=に L~ ;;I~;: されたの

かといった 1Jl' ) IJ 対効米についての意識が低い口

本来|夫僚の川)必は、 J!イー政の似 l，( からだけでは議論川米ない。 j心 '1可- の芯 Jι を j ，i 人;

|仮に反映し多ね;な選択 を l' f 能にする、 "~ÎF かつ j必要な|互依"を促供するための社

会保|仰のあり方を充分議論すべきである。ゲノム|公政、移仙|民服、|民主主 1'11'1 IJH だ な

ど医療技術の進 j民が杵しい巾、混合診療を認めない均質化した保険診療の枠内だ

けで、多{茶化する|主ILむの I i: 1tr: ニーズに充分刈Jぶし て い くことが "f íj~ であるか 、

たそれが lそ J~r 1内にみて|芙肢の伐と完}J ~l~ を 1 ('1 上させることに燃がるのかと い った人l:L

も今後作に í[( ~必な論点である 。 さらに、|足械サー ビスを)~在来として Ül えた場介に、

終 iD J二 体としての I?K 1JX t丹!日j が 11 本料約の f川性化に及ぼすU~ ~!.~\などを片ほすると、

WE 1~~ 'j_ li' 予算を川給する こと が妥当な政策であるか疑川である口このように、 |伝統

政策を検汁する 11 .'1' には、 11 1 1'，';広く保々な(J，L }，'、〔から出 ' lj: 'lì'í を削位す る必 !Aj が あるの

以上のような川 JtTI意識のに本論文-では:J;!S I Jj: 政策を l以上げ、|矢吹政策と必庁IJ 1J(, 

j也 J I: 化との Wl .ìili を 11 1 心に、 今後の来事政策のめり jj について検討する。なお、 r j出

j[ 化 J という 言集については、「針川に凡介った効処を念以においた 12~ 1it 資似のダJ

ネ l'l<j I Jli~ 分の実抗 j と定 J2する 。

木 L;/J~ ではまず、先行 1iJ F 先をレビューしながら IK 1i'~ 政策を反映する診 j点字I~ 州H 体系
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とli1t斤IJ 1!i' との|刈Jili、また柴 ïJf に|対する祁川)出について 'H~ J'I~ し、本Jii命メどの 11 1 心 IÎ県 ~W

を l り J (j'(r にする 。

2 . 先行研究レビュー

11 本における来 .~h: 政策ぷ論では、総|民山 'l~' に" Î める柴州 1't' 比中の 111i さ会はじめ

として、 1 ;.%1 1 に示すように、以来 lull の I)\.J だから， 1 ， J以後モ三タリングまでのプロセ

スの '1 1 で、保々な|問題が桁摘されてきた口以下論点を )1似ゆく詳述する 。

( 1 )医療政策を反映する診療報酬体系と薬に関する政策との関連

|去 ~M 貨をコ ントローノレする診僚制酬体系は|京僚政策と術以にリンクしている口

今後の I~ 成政策立案の恨 jぶには、 f I~~ 派サービスの ~IÎ による |五僚機関川の仙l~ な

脱 ど(1・ を促進.させるためにはどうすればよし 1 か。 J という In JJW/J 識が あり、「社会的

人|むとのた _ï[ ー| 、「入院 121 1~'~ (!I ;、li= に急性別|云政)の 'flîtlj 上と外米 |民 J皮切の iti 減」が 1竹

町のおもな催先釈胞になっている。そして、引イr-: の診彼\:~~ I'~H ~j( ﾃ[ の 11 1 長 JDI I'I/~ な )lQ

gi は fl支流機関の機能分化 J 、 fl互依の質のJØi IL ~'川lI i j 、 fl矢吹サービスのえ)J 本化 J

を強化することによって従ぐな競争以 j党を税制ii するために必必な川促条件をクリ

アした上で、入院・外来の 'I~ '111: J~11夫忠 を " 11 心とし たがI~ 酬の 1Ll， ~.~行化ぞ、 11 ~\i lj り T:f，l;l:

などを汗 2えさせることにある(}弘 1 LI (2000)) 口

薬剤投に|刻しては、大 IJ日な~イilJi 引下げ政策によって、~1illi ;IJ~ frI!( Yì'í と来月IJ 111' ì'í lJ械

が|支|られ、 ì'í1j 滅された ij反対Ij 貨が、実質 1'. 1長 (:lli の技術料へ移 11反されてきたと， í われ

ており、 JJ~行 11 ìIJ JJt下における集合Ili 設店や )h~1i1li & íl:のありノj に1I \IJ叫があると JdJ此さ

れてきた。 しかし一 万で、製楽産業関係者ー のJ-rl1J では、|宍必 1 1111 1 rlT j必の脳勢の決店~:

囚が ~{illi);~ 准における {illi ~存 在文 jt もさることながら、 ìtJ' しろ 'lùWIJI. 1 心の i住民や、ノト

後 lL 体化してくる DRG/PPS (診断 ÆI下 JJI J 仙川ぷ払 flìlJ 皮)を 11[111 とした診吹川酬の定

似ilJlj (Inclusive Paynlent Systenl , IPS) の拡大によって )Jじとされる必剤使川 J W: 

の Inl JW にシブ卜してきたとの凡 )j も悩まってきた。 Gl'OSS ら( 1994) ペJ

J acobzone(2000) も欧州作 111 の事例から|先決 lull の 1111i 棉 )J~ fljlj による処刑的過，， :. 化

効米には|以卯があり、|訂l 似に 11 本の決 1111i 改定はあくまで I~~ 決 JIlll の ìj�. (!l li に 1>りする )J~

り



;| i1124: であることから、 そ の JI~・ 1改 先!J 米は - .1的 ' 1'1 1 : になる 似 I{ ' I が崎山、 と J行 1"1;;~ して い る n

;珍 吹':~~酬の ILJ..折化による処刑 t~， への ;;(51よ~~~につ い て は、いく つ カ通の先行 lur 先 にお

いて薬剤使川誌が減少することが尖 ~j[ されている 。 川1);IJ (199G) は、特例 WI- IIf 位

人病院に将人された包折払いilJlJ (入院|天減作 ßl!料lIìリ皮)の;~ rf;幻I)~ Ilj'G では、;)\託、後

12~ ÿf ，'，，'，の処方 |J|川l'

いる O この よJ j~ は、t' 1\ 米山払い IIIIJ 1 11 心で r lk: [,j;"i ~q・ j がイ:11 刈" i'1~J にイl~ く設 jどさ j し て き た

診療宇li ~~H 体系の III で 作|反 対で機 I)~j が薬弁IJ;を j的 *11 に伏~)l J していた，，]"能性を示唆して

いる。また、rI木製薬工業協会流通.ìßi 11 : 化委 f~ 会の研究槻 ~I~- (1999) は、 診脱抑

II~+Iの包 J朽化が決汽IJ �� JJJJ へ 17・ える影響について作品111 にう〉析し、 1Ll， ~li 化の悩 I)JI 拡大の

;μ物として、似に包 lti 化の伯 l1fIが 10% から 37(Yo へ 27(10 1Jl、大した以介に、過去の

各府i 司M 千!?:に J，~づく薬剤費減少率 (30% ~ 50 0/0) の Jb低ギ (30(Xl) を \.1'1てはめると、

'1蛇性疾 !jJ を '"1 1 心に来所IJ !Pi: は 8% (27%) X 30%) 減少すると X~ 1'1 11 している口こ のよ

うに、楽斤IJ 1}j_' の II 'd Jm は ì ìi_ 1山に取り上げることは|本|縦であり、楽 'Ij: 政策は|災被政策

全体の切J 1 ÎiJ の 11 1 で;影響を交けながら検討されてきた の

( 2 )総医療費に占める薬剤費比率

11 本では、欧米諸 n~1 と比 '1皮し、|主|氏|矢吹 1~' に I'i める よ!長所1] 11{，比:ねが I\'IÎ い こ とをよ1j l

1" 11 に i徒庁IJ 1~' の 1~1 1Il1J が作認されてきた の それに刈- し て木 (1995) は、決方1 I t~， 比 2終の

|id さのみを似 J処にして 11 本 の :徒庁IJ 1Jl' が i品 *'J であるとする議論は、以下の ßlllll によ

りI'l\jJ(ûを合んでいるとした 。

- 衣~ 2 に 1993 イ|三 の決行1] 1 1{，に 1 ~りする ~1r: Î~ 1" (イギリスに- ついては 1992 イ 1 : の数'げを

不すー が、 11 本())来所1] 'l'l'比 2が':r 1970 イド...._， 1980 イ 1 :- 代前 、 |え に 44.8010 .....___ 29. 9 (% へ とが泣

かüたしている ii・ 1 )口

-欧米 ~i.，~ 1 f:1 では入院忠 :行に使川される|豆諸~ ,',,', t-~， は人 I :I~';: 仰に代まれる、つまり|吹汗

市 II.~ I の;J;t六1] 'f~' には人|むと 11.'i' の J応庁1] 1Ji' は介まれていないので r Jt1.f剤 1'i' 上ヒ --ド J はわが

Iq に比べて低くなる 。

・欧米祁 |五|の |盃旅抗'の jl~む|社! と 11 本の|五I L(I必佼伐の悩 I ，m とは -fk しない tJ: υ 口

• 1五日~X 化の相|述に l也 IÅI する診況でノ《ターンの迎いがある t1・ :1 ) 。

以上の以は、 ìP_ K:lli に必汽IJ t~， 比ヤを IIII~，~比較しただけで r 11 本のJ;!:;所1] t'1' は向い J と
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結論づ けることは|川 JWが多いこと を ノ J ~ 1唆 して い る。

( 3 )医薬品の承認プロセス・審査制度

-1:)1: (1999) は、 11 本がアメリカな どと 比 11皮 して 、|天必 111/l の 11命人 ・ 製述・ JUx 必

の 11 1 dlll から 11"'F日[に反する JUI 川が j長 い川(i大!として、 /1夫 li，包 'fff 代の折似性のイ< ){、 グ ロ

ーノ〈ノレスタン夕、、ードに対応できない 11 本独r-I の治験システム、 I~~II'; 床試験の位、 :府

査体 tl tlJ の不似i などを J行 Nij- している。

( 4 )薬価基準制度

主主 イilli )i~ Ylq f11IJ 肢に起伏|した論以はおもに、 I )決 1il~ の妥、lí ' It 、 2 )楽イI lI i 算店、 3 ) 

淀川記、 4) 1医~( ~諸梨楽ji県敗応i止たtじ:i:lJ1li日山1 1

1 )薬価の妥当性

1-1 本のメI~ 'filli の妥日/1'1"1:については、Jß 1ilJi の IYII派比 l般の赤llj 以を~ っ て品市街されてき

た。 |クミ ミ!t 1 111 1 1 利 li 絡 を ~I I~~ 比較する 11 (I'-.J は、 |先決 llllll 支 11 1 \ に対する懸念、を 1ltf j;しにしてお

り、仙の IJヰ々のもlIi絡を !'llt:1 の自lI i 絡が迎 ï1 ~ であるかどうかの判断 J左前 の ! つにする

ことである。表 3 に欧米祁外 IT~I の ~ 1illi の 11~11~~ 比 11攻に刈ー する ~YJ Itll 、ぷ 4 に1:: IJ: )1じ行

イり「ヲ'ヒの概必、表 5~表 8 に ;lじ 1 j- .(vr 先の京1lf 米を行111析 (1/j に比 11決したもの在ノJ ~すが、 IVil1

グピ ); YL や仰，1，1、(の 判 lifl!: でゑlli 米が随分 !N なっており、 一概に 11 本の よ~{illi は欧米諸外 1 1，: 1

に比べて 1111 し 1 とも 1[~ いともナIJI析できないことがわかる 。 Anderson (1993) は、

来{Jlli の 1l~11際比較の限界として、サンプノレの選状、比 11皮 rlJ InJ での |伝染: lllh の tì1í 1'(' 災態、

{采Fl I JUI J交の 7I，~ !N を ;~)M ~存するためのウエイ卜(、J - け、イI lI i 怖 の比 IH交 )j~ Y，!( ~ などの j主いによ

って比 11女主Il f ~~にノくイアスが íl うことを J行 1-1印している 口

円木の ~1illiUVJ 1古l に ついてはいくつかの 4キ微が J行怖 されている 。 たとえば、製 :!と

lあ・ 米国製決協 . EBC 共似セミナー r 12f 楽 l!lill の II~II然比 11佼 J (199G) では、 11 本の

I~~ 楽 JJIll イillí 1ちは、(山 I "IT I と比 11決して製 1 11111 のライアサイクノレをiJljじて危l、 Jili にイ氏ドするイ瓜

|打!にあることを J行倒している 。 また大|以 Jr:f 保険医協会、:J;t filli の Il;II~I~ 比較(1995) 
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では、 11命人銘州、地 .ìli ~C ッピされた~月IJ 、い~II際 (1句に;i'I( 1dli の 111i くない柴剤、 1 1 本で IJI .I

発された特徴的な|豆諸!f 11111 1 の 1111i 怖が I'， 'ti し 1 似 1(11 に rわり、 j出火が 1'" く川 It;~ I'I'j 11'1( 1111 i が I\' o' i し 1

楽斉Ij のイdli 怖は訟でい似|古j にあるとし、 11 本でI)I .J 発され1M外 jfr 11 \し て いる|民共!:; 111111 の '1'

には、 11 本の楽仙i よりイほし\ Ikl も少なくなく、|天主主，11I111 'tf 1111i にま つわる I'ill際的怖だも

II 'd JW であるとしている 口

2 )薬価算定

決 1dli 坑(Jlについてはまず、その似 J処や伶託、J経過勺が公 IJト|されていないため、泌

1111i 設定プロセスの不透明感が仏はできない状況があると W， N~ されてきた。 l，lf: に!)~

行 fljljl支では、 iTJTI J~ J IYj 新薬がと1-: み山されても、イilli 絡を算定する IY-J 雌な似拠を川たな

い(原則的には Jm1illi積上げ方式であるが、その算定プロセ ス i土木公 IJl:J であ る。)な

ど、 D 1li J~I 1'1分析~や有効性の Ili討し \ xif�' ?!lに刻ー するf\f{dli が未(取立である }\I，(が川 JW になっ

ている口仰に従来からの ~~í' 5li゚ T(k 認、議1r:における評イI lIi )\_)Jtである「イモ般改 A:)文」と

いった祈J-j-j 性の総介許制i佼数につ いては、イダ'Ij えば打持作川はないが交)J 県もあ まり

ないといった楽斉IJ の nil( イdli が相対的に向くなるという状川も与えられるため、来日し

い爪 ~:tl， '~f 1f ガイドラインでは、イーl' JTJ 竹の総イj'- ~'I( 1111i 12 数を -1:公:;、I~ '{dli 公数として J 1 J し、

ることは H(~ jjきされていない(秋 ITI (1 999)) 口

3 )薬価差

~S 1111i jl,\ (公，1.: ~ '(dli iJ~ 市とJf 11文引自lIi 栴の jl，\) の花/仁は、 砂引~1わ行d出巾制111川i日川|リJ)皮交の J以泣大の川)凶必 J

として JI取Ix文 _ 1 ~ げげ、ら jれ" Cしてきた 0 なぜ決イdli iじが I I 'd JW 'rJJ されてきたのカ 3 について、 II)~: 必 JIlll

促 1JけH'J (!，以来企業)と 31; 必似1 (I~: 総機関、 12~ r:lI i) それぞれの似ぶから論点を特別!

する 。

(1) Jf 1dli だが烈~企業のマーケティング、イlJr ヲ'~IJI.I JC に与える;汚物

医療機関( 1云 n'li) は地域的に独，'i IYj 立場を 11文りやすいのに対し、製楽メーカ ー

は多数で続介するケースが多いn そこで引行ilJlJ )Jt下で発生する よ~1111i )_II~: の拡大が て7

戸
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ーケテ ィングの 1 つ のポイ ン 卜になる。川 県 として泌 fllli れ卜. 政策の ド では、製~

メーカーは 1~ ~III"'{l lI i 栴の，) 1 卜げ‘を 余 儀なくされる。そこで次 の来 f!lI i 改 正にお ける

法準決もlIi の低下を極力 !日| 避するために、先発~の，(i)1 先1J11 発イ;そ うだは、がr* を 卜~ ï!í さ

せて i到来 1dli を維持し、強ノj な ïlï .)JJ' 支配ノJ を 1金利二 しよ う とする 。 しかし jtJC~ の q~J'

許が切れた直後に後 ~c~企業が ïlï J.必参入してくる 。 後 JC~企業は(り1: 先 111・J JC 段低が

不裂でイト成された原木を不IJ 川することが可能なので、取引制li 1::併を人- き く ') 1 卜げる

ことが可能であり 、 後発 lul l に対する ~ 1111 i lI市によ っ て比 11佼 (1句 I\!，'Î し \ LIX 必中が保 1 1~:/t � 

れ る口その出l lJ 果、 1111i桝競争によって 取 引 {li li 絡が低下 し 、先発 ・ 後発*ともに新し

し \ )I~ fl(4 楽 イlil i が下がる 口

そこで、先発来イ託業には IJ f び新しい製 lllh を U I :J 発すあ必弘~:' I'-tが 1 1 :. じるが、J:J~1 j' jlllJ 

皮ではう~LI {以 来 ~)J方式が採 JTJ されて い るため、 III 製 1111l の 1 rm を改良すれば、改良 HI~

分 が ~'1i. 1ìlli さ れ、!日 製品 よ り も i古川、製 llull を 刊さ ることが l七較的利払なので 、 1dJi 棉 $tJ~ !"{I' 

によって似 ー卜'した製品の もIl i 桝を ï lT び高めるためには、回 JV I ( 1''.) 新築の IJI:I 袷よりもむ

しろ 、 改良山 ~~r' 楽 I Jl:J 発へのインセンティブがより強く 仰j く こ とになる ( IN 1'fl ~ 

(1~93)) 、( I十:i fm (1 99 7) ) 。

②架 1dli たが |反欧機 I'~~J ( I ~~ I':ll� )の |矢必 川 市叫にらえる;;巳 ~U~~

11 木製~工業 協会長 月| ビジョンイûr 究会 ( 199 1) は、 I~僚機 WJ の |去 ~ IIIIII 前~が集

合Ili 2，~: の;形轡を叉'ける 、 つま り、 12f1M +~ 1)1.J の医 ~ '~ II ， 術史は、主主 自Il i ) I ~ 11(1 ( 式 |lj ボ イdli 棉)

や !l IW 人イlili 桁 ( H~ ,) 11dl í栴)によって公開j する、九体 |刊 には 決 11 1lî )以前か lllW 人 自 Il i 怖の

し 1 ずれか ) " Ji を I~il }，とする場介、五t1dli J I ~ nq ( !U I~ 人市 Il i 桁)が |1.Ji し 1 ほど(低いほ ど ) I天

来 lull 百11722 抗 が jN 大することを附摘 している n また |反 対t経治研究機Hli" (1998)は、来

所IJ 1-~J が |、ー がらな いか;( Iλ! は |叉 ~ ， IIIII 慌 !il? の ~~j ~ {dJi シプトである II[ 他 '1"]: が 111i し 、と述べ て

いる 口 もし、 什川 ぷ.J :j/)J ;l~ を公 ，， ~ に;、 Iz {ill í しようとするインセンテ ィブが |ぽ僚機 WJ ( 1長

I': lli ) に 働 きにくく、少しでも改以されれば必ず改良 JI ll l を選択するみが|民航機 I~ J ( 1〆

I':匀� ) にとって有利 になるとすれば、別行fiJIJ)J[のあり方に 川泌がある 口

4 )医薬品流通
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|民山川|長 ~lllil の大行I~ 分は、~~ ~民イì::;tから立11 を通じて|夕、;僚機|日j や保険 liR~月IJ ~淀川に

納入される 。 そこでの n:1lの役 'hlJ としては、 i .!ffi 流、物流の完JJ 中化など、流通の終

がf 十JI: を日め、医療 tt' 川全体の低減に tt I臥すること、 ii . ﾆ1i Iじに|ぽ必 JIll の 11"'1 't'Í ゃれ hlt

を伐;見H し、安全かつ安;E (I!:Jに医薬品供給を行うこと、 iji .*11i Ii 訓行への WJ ノj を通し

て迎 ïlミ な|長流行政の +if~ .llliを支仮すること、などが求-められている 。 しかし、医薬

Jilll 流;wにおける íH1 業の|川辺として、マーケティングコストのだノI ~ や取引契約料品lli

率の低さといった、 取引もlIi 栴の j形成、 l取|以文引条イf刊件'1午|ド: ぺヤ匂竹~サ予?F.i; の j透透歪歪;1リ川り引]'t，刊ド門1 : や公、|ドL.川|

ヨヨ梨来J返!5ミ lJ川l日日引iJ品11l 流通を J非|ド?完矧効J) 率にする!原j万京fll色凶孟副|となる川 j泌必 J点J尽1 が J折円 J州'I~尚j荷i されている (1医if;柴j』以応J返~ 1''''川1"'1 ú :的仰: 1引11 米栄: 将バ米ぐビビ‘ 

ジヨン ( 1993)) 口

つまり、 !J~行 tlílJ 皮下では、医薬 1 1"'. 1 11文づ|イI lI i 絡はメーカーが保ぷするイ I ~ 切り {lili怖に

ÍHl が 1=-111'1 裁量でマージンを力11 えて 医i':ïlï に保不するという下続きで孜fL:されるが、

J詮終 11文 1) 1 .fllli l'併は在n と|長僚機関 ( IK 1':IIï)との 1dlï 桝 交渉でが(:J.ごされる口その|然、おも

に製必メーカの MR を;wじたメーカーと|去i':ili との|則係や店11 と|州':ili とのコネクシ =1

ンのぞI~ )支が主要であるため、 MR の情報提供を よìú じて、メーカーはできるだけ|夫

I': llî との強いコネク ションを作ろうとする口このような背景で附槻促供をfr，めた|従

来 JIlll 流通過 411 において、医薬 IWI !lIW 入者 をす見付するための J I :~JJ 中なコスト I~ぷが JC

/ド寸一る可 íj~ '1"1 がある。

また、医薬 lull の流通 l攻 111ニの 一環として、取引関係の介見E化・透明化を|支|るため

支払い項 1] 、返 JIlli 頃 LI などを IYJ 記した文書による取引契約の推進が|玄|られている

が、|長総杉並|共l との契約約束llJ ネは 30(10 位)Jt (、|三)!文 8 年制代分で !)I)111~'G 35. 1 0/0 、珍~~.~

j肝 2 l. 8 lj{)、~)1す GO.3(1o 、 イf ~ I ' 30.9%) にとどまっている口

( 5 )薬剤使用監視(モニタリング)制度

[川|打IリJU版反 f後灸の F日川川i計引|リ|刊作守.: rハ川rJ の 1川h川」ι~ 似例lハ1宇判槻~I制|M4f告!ケ7 が、|医去 l'店山川川1U川川:1川|リ削li カミら!虫Q~ 諸決5 令 1栄t へへ. 1七ミ 沈がシブ 卜 してきたこ と、

そオれしに f作、1平|ドE い |医完司決5 lJl川i

から、 11'j~例報告の皇、質ともに光尖させ、さらなる|医￡必 lJllVl川JlJ11 の Z弘1..: ~全;丘介Î':'1汁t性|

イ仇A公ミを閃るため、。L行 1~'iIJ 作)1 J モニタリングliJリ j度を凡直す必~;:があると J行怖されてい

る(~:，'i ~ :iffi (1 99 9) )。
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( 6 )薬剤費患者負担

1997 イ r:. 9 ) J に J実施された決斤IJ - 日I~ 01'11-fl�lJ 皮は、 liíJ 1 1.1j=に胞行された芭人外米 -- tm 

J~ iH の改，- jL 、 tik 川;-(1 1~~ 1倹本人の f-!i'II_ ;字引 L げと Jl: に I q L(; に lfi ねて üiH を却した 口

それに来l し、 j心者負 1'11- j: 1~i 大が受診を抑制し、 JJJ 1斤の IILJ~J 診断・1fì械を 111]_'h する こ

とへの懸念から、lli!S斉IJ に特化した保険給付中のì'jIJ 減は診流行為にがj して JtiJiZ 料t を

及ぼすと 1-1I1"1;;~ された 口 そのため、 2000 作 7 川より Ifli 1"附 ，斤に対する決庁IJ - ;'fl~ 'Í"L-! 1 - 1 1_令

は }jt止され、さらに 2002 作を 1-1 処 に3!1t XIJ -行I~ _(1-! Jll tljlJ JJtはぐ 1(li )j~ 1 1 て される μ込み

である。しかし、 2001 作 1 Jlから老人保健法の一 行I~ 改正によって向 i始者 I~1Ji. tl1' ，_(~ 

111 fIlリ JJtが 一 郎改正され、 11Îi 1沈に外来受診する JJ;)介、従米店街{負 1-l t だったものが定

中 1 'I';.IJ -f.:t ，f-Il になり(診欣所の場介は定率か店経Ú ( I 1-1 800 1'1) ,_(:-! 1 -11- の選択 11]" )、人

Il~己の場合も Jiご飢 fIl lJ から Æネ 1 );'11 負担に変史されることから、出者 'Ü 1-I L はさらに J1tl

1)11 することが予似される(ただしそれぞれn m~i れ，fH上限は設定されている)。

3_ 考察

I~ 1~i !1J(，に tî める~斉IJ 1!I' 比中は、 1970 年代のがJ 50(?{) から、 1999 作には来月IJ ty 比

率 2 :3 .5% に まで下がっており(厚生行統計)、決心lI î f!�J JJtの抜本改市の数仙: 11 似と

して当初J +_gげられてきた r I~'x 米政みの薬剤約比率 2 0<1"0 ノ'j-( ~lj J は別行 fljlJ 1交の 下で既

に j主 }J比されようとしている。またよ~汗IJ 1その総|互依 1~lfll )JII への '!.r 'j・ 中についても、

マクロ|ねな数値を見る|以り低下イ以前l にあり、}'，]: /Iてノパ統計では 1980 イド ~ 1990 イド に

おける I ~ 1 本の 尖質 |玄械 J~' J -_ 外のうち、来所IJ のイIl li l'併 _ 1 : 好や m J~ の1'1:1 '1 ))11 に 111 米するも

のは 5()lo としており、 I~僚経済研究機HI;: (1998) によれば、|反対げ'i' n'I'/ ))11 に刈する

投Ei長の うも: ，]-ネは 1990 1 r:か ら 9 4 11三 にはさらに 5(Yo 以ド に卜.がっている口したがっ

て、来所IJ !L~' は ほ成 氏 J'I;q ))11 の必|主!としては、もはペJ さほど大きく市: rJ・しなくなって

おり、 !~11 "i X:: や楽舟IJ 比率の刊さを|長償貸 1114111? の J政大のJJt( 1大|だと佐川づける 11.): 1ーには

過ぎた J様がある。

医薬 lull のJj'史 認、プロセス、術交 fl JlJ JJtについては、 IK 決 JIlll のイ「効，~t ・0:.会: ，~/I : を 111 仇じ

するために、決弁I J の布デモ . 71\~;包に刻する夕、、 ブノレチェック機能をイ1 する偽 |具! の設 I~l

を、またYfì !，験佐伯については!受託 l:i~II'; 休試験夫胞機 WJ (CRO: Co ntl・ ac te cl Resea l'ch 
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Organiza tion) 注 ・ 1 )の干f効日川などが本 1:作 (I<J に検汁さ才し始め て いる 。 また ~J1lS fIII i の

妥. ~j '1"1: については、 1 [1 家 ItlJ の (dli 桝 jc yd がど う あるのが妥、li かとい う 点も;今 め、今

後も引き続き適正な 1);:11然比 'H交のノJ 訟の検討や公1[:な夫前[分析の訴粕が必裂である 口

~~í' 諸!j. の よ総合lI i 算定については、1"1 ' 1民|あが;~自Ili X~l 店池仰を透|り j 化する 11 I'I<J で í j;G 1,lIi 

~l Jl:組織 J を 2000 作 10 ) I に)~ )_じさせたことに ))11 え、 ょ~ (11Ii J，~ ?jI~ への収 d主 1"1 数の jw

))11 や 2002 年を I ~ I 処にした新薬力11 算拡充なども検討されていることから、製~企

業のイりF 先 IÆ 発 i淡路は岡WI I'I''.l XJ�' ~に 1 tïj き幼くなり、研究開発のタIJ*ç 化へのインセン

ティブも山まると予似される。また I~~ ，'，，'，流通に|別しては、 1992 イド 4 )J のねí ;l;!i fdli 

ti[ 定方式による よ~ídli 改定時に流通改 jl干が本怖 !'I\Jに実泊されて以米、イ L人れ 1illi 1<併や

納入 1111i 格は在1I 売業者の責任で決定されることになった。医療機 WJ からは納入自lIi 栴

の妥当性や1ilJi 栴 ïf日以外の íFII機能の意義を、またメーカーからは1!l li 絡がと 店、}(~{t符~~;

J'I l 、イH :f}: 代; .JJI! と い った 、仰木.>Kの機能が 11\] われることになり、 á:II には流通秋: t'( と

効率化への貢献が求められる口

芸~DIJ 伎川~:Yï~ tr~ (モニタリング)fl;IJ 1良=については、制度の公 J[性を似つために 217 三

者機関によるill1常が望ましい。~庁1] ~lIJ JJI J .i会山手ff~ 4H については、J1lい将氷-に J1tJI: 

される凡迎しだが、決庁iJ 1~' を合めた|支流伐の r~ 1 ' 1 1.は今後 IN 大することが子仙され

るため、;徒庁IJ の利li 栴レベノレは今後も j心者 f~ iH に大きな J;~ 仰を与え続ける 口

):J~ 行 tlllJ 1主・では fIJIJ)~ごの仕組み上必ず~1"lij~ が発生するが、 I~ 流機|則が終，~:~. J ~ ~ 1111i 

ZE をな識するのは当然であり、むしろ ~1dJi売を |反対で機関における「併のJ 技術~~ I . J 、

「決の行j:1 Il 1}t 川や似必コストへの充 11 資ルT( J として JJ[ えた初介、妥 31 な ;J1lS1dli ぷは

|反対で機 I)!.J にとっては必~であった。つまり、見li1111i Jt:~ ~こ|共l する川胤は、 *1dli たがイr

:fEすること(1休ではなく、 j 瓜行flJIJ)立が焔行されてから J丸紅にでるまでの料品作の

'1 - ' で、主5 官lI i ;(:に {氏子がした総 J，i~.~' 体 J11[ を ~I~ み、 |宍僚機 |共Hこ本米の |災 1~~ サービスペJ占包 11交

アメニティの伎によって >l>'~ "{Iーするという風上が政 )J比されず、経 'j:? 公}J 5存の改 jl子タラノJ

に刈するインセンティブが働治、必カ為った、 jj .4t剤使川 ω ìmi jl: さ {i: ,jf 1dli する機能ベJ 、

使川ガイドラインへの取り組みが遅れ、似 J処に JL~ づかない没然とした~三月IJ の過剰

仇~ Jl J や製 i従業料と|夫 nïli との仏'il 人 (1句協j係によって~斉IJ 滋 1)~ が行われるといった JI~ ガj

ネな |英政体質が一 行IS 生じた、 jj j . ~診療 1:l~ IJ~JH 設定や ~1dli算定プ口セスが不透ー |り!な '1 ' で
|反的機 WJ ・製従業桝が北:イilli 先を ftl川しているのではないかという奴川が社会に /I ~

じた、 といった点が I I\ JJむー なのである 。
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4 . 本論文の中心課題

本市では~に I -~りする祁川辺について概十l行した。 ~1"li たの給小、 |足~分業の ilt )l( 、

l診派 ，:i，~ 州H /Ll i市化の拡大などが子訓IJ される 11 1 、従米 J行 Nil- されてきたような、主~1111i )1¥ 

をよ，'\ 3.たした薬剤の過剰投与・が|長波別 JJ，~において今後も継続するとは考え ，Sft し 1 が

~jÎ' wi の未認、 ~1dli算定およびその後の楽升IJ 1i1 li 栴の Hf; ，移は、今後も|反対ぜ機 I~.J の|民法!;;

lull 柿~~、ひい ては医療 'it 令体に;;巴響を J7・え続ける 。

そこで本論文-では、 _~1i1 li 脳 *と民総 JJUおー での;J;t庁I J 化川 Jßi 11: (ヒ 11(~ llli 泊旅 を 11 1 心 IÎ県

)必とする 口 第 2717t では j従事政策の17rf にある集合lIi )I~ 準(JJIJ 1交.の変選 、 ~1i1 lin)IJ 瓜~ &} 

議論の経系住とその論点について総介 'Yj に幣 ßll する。第 3 T立では |反 対で tj4 供体flJlJ や~

升IJ 1!i' 適正化政策を悶|際比般し、~"~ 4 1ft で 12~~ IIIII11i1 li 絡が|英米: lull 術史に与 えてきた!;巴

響について夫前七分析を試みる。そして 、第 5 巾では位以 (1''.) なIi~償保供の場である

リI)~ 1涜における楽斉IJ使川適正化批准のための」主体的胞策と政)叫 について述べ、 ~n 6 

慌では、前市までの総折および今後の早ましい来事政策のあり々について検討す

る 。

JJ~1 t七

1t l )厚生名、発表の来所IJ 11�' 比率は 1999 年(平成 11 {"ド)で 23.5 <j{1 である。
n ~)わが I II の|司氏|天 JM ylí' の m~ iJ FI 、ノ)， ÿ~i (q午に入院 1:;;: ~lt 1/'{' ノ'K Y!'i ) とも に欧米訪問に比 べ

て狭い。欧米の|豆 ~Ü :m: には、 1 -1 本の|民泌氏の純|止|に合まれているよ日 1- 1 以外 に、 |羽

Tl (1 1I1 診政資、 和| 主併の 小川IJ 料金、分 ~S~ 1~' 川、介護|竹 1~' JIJ 、 -(ìl党大衆来氏、 子|山
(1'') 医療狩(仏ß)~~ 診断、人 Il IJ ド ックの代川 など)、 1I1~ 鋭針とい ったものが民政 1~' の
純 IJH に合まれているり

i l:日 ) ì~~ JJ l 'iミ'ア:のイ'j_~MG がある 1-' 本の Ij~ 1M は、|ゆく米祁 11 .: 1 に 比 べ来月IJ { ~と)1 J は多いが T(，Iザが少
ないという q'，IJ 倣がある u

n~) 1fìWV! といった 11Jr究 IJ日発の - t'm 分を J ，I r'~ 川 に叉託する企業u
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表 1. OECD諸国の医療費の状況 (1997)

国 名
1 人当たりの医療費 医療費の対GDP比

順位 金額(円) 順位 比率(%)

アメリ力 491.741 14.0 

スイス 2 430.904 3 10.2 

ドイツ 3 321.856 2 10.4 

ルクセンブルク 4 313.680 20 7.1 

ノルウェー 5 297.209 16 7.4 

日本 6 294.924 18 7.3 

デンマーク 7 287.470 12 7.7 

フランス 8 282.300 4 9.9 

スウェーデ、ン 9 267.512 6 8.6 

アイスランド 10 266.550 10 8.0 

(注 ) 1 本表各項目の順位は、 OECD加入国間におけるもの。
2 現地通貨で発表されている統計数値を1997年の年間平均為替レートで換算したもの

(出所 : OECD HEALTH DATA '98) 
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表 2. 1993年の薬剤費に関する推計(イギリスについては1992年の数字)

フランス ドイツ イギリス アメリ力

医療費に占める割合

外来薬剤費 17.1 % 14.4% 14.8% 7.4% 

入院薬剤費 2.8% 2.7弘 1.6弘 3.9弘

合計 19.9弘 17.1 % 16.4% 11.3弘

外来医療費中の薬剤費比率 44.6% 44.1 弘 41.6% 一

入院医療費中の薬剤費比率 5.7% 7.9% 2.8% 一

出所 : 厚生省 (保険局医療諜 : 薬価基準制度その全容と重要通知 -1998年度版)

日本

22.3% 

7.2弘

29.5% 

47.2% 

15.0% 
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表3. 薬価の国際比較に対する各国の動向(その 1 ) 

アメリカ ドイツ フランス

革クリにンよトりン、政画権期の的医新療薬改価 なし ASMR(に医よ療るサ評ー価ビ基ス準の) 
向上度

格諮問委員会が設置さ のレベル I 及び E の薬

薬価等への反映 れ、先進諸国の価格が参 価算定に際して薬価の国
考とされることが予定され 際比較が重要なファク
ていたが廃案によって当 ター!こなっている c
面は見送り!こなった。

-ーーー由ー曲目ーーーーーーーーーーーー喧ー

議会会計監査院 (GAO) 連邦保健省の認識は、 国際比較については、基
は、米国対力ナダ、米国 「薬剤費及び薬価の国際 本的に購買力平価を用い
対英国の価格を比較した 比較はともに技術的に困 ているロ
レポートを議会に報告し 難で、統一された手法は
ている。国際比較の技術 存在しないJ 。その理由

政府の具体的取
的問題点としては、①繁 は、①各国間の医療制度

組及び用いられて
用医薬品が異なる、②交 が異なる、②薬価制度、

いる手法等
換レートによって結果が 償還ルール、付加価値税
大きく異なる、などが挙げ の相違、③並行輸入品の
られているc 取扱い等、で統一見解は

ないc ただ、 EU内で国際
比較の手法についての議
論が進められるとの認識
はある。

日・ ー司由ーーーーーーーーーーーーーーーーーー

今後有るべき手法につい 政府と同様の認識 国際比較に際しては、基
て検討が本格化する予想、 本的に購買力平価をベー
である。 スにしている。 場合によ

製薬企業の取組
れば、製薬企業として国
際比較への取組みが強

み・評価
化されると予想されてい
る。

イギリス イタリア

なし l 新新薬しいの薬価価格算は定EU方諸式国で価は
格との国際比較により監
視されることになってお
り、国際比較のもつ意味
は大きくなる。

PPRS薬価制度の下で 新しい薬価監視制度下で
は、国際比較を具体的に の国際比較手法は、 ①購
使用することがないこと 買力平価を用いる、 ②対
から、政府としての取組 象国は、フランス、スペイ
みは特になしc ン、ドイツ、イギリス、 ③対

象価格は工場出荷価格、
④比較に用いるデータは
最新の価格表とIMSデー
タである。

今後取組むべき課題とし 自国の低薬価レベルを
て認識しているのは、 ① EU平均レベルヘ引き上
購買力平価と為替レート げるのが目標。 行政側は
のいずれが適正手段か。 怒意的に薬価を低く抑え
②各国の用法・用量が異 る方策を採用しているた
なる点で基準設定が可能 め、製薬産業内では批判
か。③各国で使用量、用 が大きい。
法の違いをどう調整する
か 。
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表3. 薬価の国際比較に対する各国の動向(そのお

スエーデン スイス オランダ

薬国価際比の算較定が重に際要しては、 リファレンス討プ過ラ程イでス、制国度際 なし
視されて 導入の検

|薬価等への反映 いる。 比較が使用されるはず。
(リファレンスプライス制は
来宴怖)

-ーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーーーー

妥当な新薬の価格基準 リファレンスプライス検討 オランダの薬価は高いと
を判断するには国際比較 の際に提示されたのは、 の認識があるが、政府と
が手っ取り早いとの認識 ①ドイツ、オランダ、デン して正式に薬価の国際比
がある。 マークの価格の最も低い 較を行っていない。

政府の具体的取 価格、②上記3カ国に存
組及び用いられて 在していない医薬品につ
いる手法等 いてはフランス、イタリ

ア、オーストリアの価格を
参照、との考え方。

-ーーー』ーー，ーーーーーーーーーーー・酔ーー

国際比較を新薬の薬価 リファレンスプライス iこj毎 異体的手法として、 ①為
算定に最重要視するの 外薬価を組込むことによ 替レートでの比較、②ー
は反対。治療効果を重視 り、自国の薬価が外国の 日薬価による比較、③包
してほしいとの希望あり。 コントロール下におかれ、 装単位は最小包装単位
比較対象国の中間値を 並行輸入品が増大すると に補正、④価格レベルは
採用することにも不満。 して断固反対姿勢。 メーカー出荷価格を採

製薬企業の取組 用。なお、国により相違が

み・評価 あるので、一律に比較す
ることは難しいとの認識
あり。

L一一一一

カナダ オーストラリア

I 価外格薬ガ価イドフインで、は海
に大きなウェイトを

PBPAによるタ-薬e価と審して査海の
際にファク

おいている。 外価格が挙げられてい
るc

価格ガイドラインで示され ファクタ-eとして用いら
ている海外薬価との比較 れる海外薬価は「価格を
の方法は、①全ての特許 抑えるJ ことを前提として
医薬品は、先進7カ国の いる。価格調査当局 ( PS
価格を超過してはならな A) は、オーストラリアの
い、②比較対象国は、 医薬品価格は高すぎるの
米、英、仏、独、伊、スイ ではという疑問をもち、
ス、スエーデン、 ③交換 オーストラリア製薬協
レートは直近の36ヶ月平 (APMA) !こ対して価格調
均為替レート、 ④比較単 査を実施している。 (93年)
位は当該医薬品の販売

特許医薬品価格審査会 自国の医薬品価格は先
が薬価の国際比較に重 進諸国中で最低レベルと
点をおいていることに対 の認識が強い。
し、下記により製薬企業
は批判的c ①許認可制度
や医療制度の相違で薬
価も異なる、 ②市場規模
によって単位当たり薬価
も当然異なる、 ③国に
よって効能や使用方法が
異なる、④流通機構の相
違で価格レベルが異な
る、 ⑤為替レートの影響
あり ロ



表4. 過去に実施された薬価の国際比較一覧
文厳重量 文雌 1 交通量2 文銀3 文直直4 究極5

貨斜名 中日正1必 (Ht5 12/ 1ë) 日議辺組 保R主義1晶納究会 大免阪a府資保料積陸出会 大阪府料保餓!ktí4会 ，也..t l血 己
Il t幻貸料 ~~先告h電車4 fI!電量爽 | 内6“{同…5幻)剛川~幽4ら凶-ω4“ll.凶凶‘1l'刷…凶白9生一

I~・畜年 1 992年医分 1992年底分 1993__~分 ゆ例年ff分 119白9a ，，"~

調金銅 II 規調文似格査GさがJれと湿て同っい一てるいft3旦た2し.品‘j 1自JZl主自 同出民間界一成3aよ4分Ez量品IH7・ E目繊5鯛4織2デ目が-か存~ら在の.し日た本と に長19お0聡I!!!けハ以るンよ9ド3のフt年ッ上度グ位権93定40+品市.e自t&のt量臼彼み l畑医t~W例要tおo出・N・・u年付eOL品Hu必E1d目b年Mょ3・a品・間2ドの轟品aブe開にJ轟t回tEVAlh品ヲ健阜uaリ酒師z生tスsa命れ側ト・aa泊たaa、m舶bの'慢組自111分写f:l~ 
- アメリカとo日a本自両自画で共通の
先よよ低 1

よ位
'd3年からU2年までの議価権移

J官 E邑 闘賞力平価 ' àWレート ，..力平鍋・ 為笹レート 内外価樋 ff 内外価格 ff 賜買 )1平樋 M~レート

AWレト[門) 0111買力平価 ，. A箇レト) {嗣買力平価÷為Itレート }

アイギメリリカス{打1 S率)ント ' ) 127 127 11221 10320 138 
224 224 17104 10053 

フランス (1 フラン} 230 24 2009 1885 
ドイツ (1 マルク} 81.1 81 6808 0371 

鵬買力平価[門}

アイギメリリカス{(11Sボjント"J 107 202 IUO 
250 331 

フランス 11 フラン} 273 31 
ドイツ (1 マルヲ) 077 08 

出典
日本 保険姦事典 保蛾自雇串興 保験療事典
アメリカ RED BOOK)(I.44 RED BOOK)( 1. 44 R正D BOOK Rt=U BOOK REU E:lOOK 
イギリス MIMS:.< 1 33 MIMS x 1 33 MIMS. BNF MIMS ‘ BNF 
フランス VIDAL VIDAL VIDAL VIDAL 
ドイツ Rotω Listω Rot� Li6tω 向。tωLlstω 向。t岨 Listu

注. NIMSを卸売価としている NIMSを卸売価としている NLl-cMいS4をa小宛(m，香)偏繍と NIMSを小売[患者)fi!i憾としている

嗣買力平面の 合結日計果本/の(8よ7維年位白血以6の2削品重承量目凪Uのとf姦HのS値年比比{以Z車)防両師事勾}嫌f司平k司
日本 100 
アメリカ 283.91 1 40 / 1 2d / 1 83 
イギリス 11973 3 25 / 3 08 / 3 50 
フランス 9414 322/312/350 
ドイツ 1844日 1 65 / 1 54 / 1 85 

為本鐙f吋 レ トの 結合同計本果Jの{8上7ah年位樋以6の2刷品各局k目凶æのと/寮日の8緬比年比{以鋼附}f同/例平均年m}tat a 平均 (繍入品目 114《7日1i0本0d3の10開発品目}日 100 100 (100) 
アメリカ 18006 0494 (5017) (10038) 1.14 / 0 07 / 1 50 / 2 18 
イギリス 8180 3401{2840)<4 4641I43 266 / 246 / 29曲 / 4 . 12

フランス 7388 3li23 (3144) {636由 3 2 li5 / 253 / 302 / 402 
ドイツ 15521 li944 ((j 1 73) (1 01i.38) 

-合BBe本aA計ドJののtaI梢aTE年ai・at以uamの健前oa復各ハ承自で圃aのuE路E企d鎌eのMハs・比年J6吋比以{2価Lj陶rた対za員ua.値比比3
アイ結ギメ県リリカス o 02 / 0 79 / 1 3 1 

221 / 1 98 / 203 

l フドイラツンス 212141J/21 0053//21 日8b5 

考言語{業働権移)

イア日ギメ本リリカス i個圃々の価織裕は毎年下降
々の備は毎年よ昇

検a品ロ同 Itい傾向
フランス 自によって上昇下降降
ドイツ 自によってよ界下

に日対本すのる薬銘価面白 U文E似Iす@るとと思l訂わ正れ問る備.の結自由が Mイ日ギ本買リよ力スり平、高価ドいイにのツよ.はる、比ア厳メでリは.

ア既の.餌1こJと二はれメ偏a酬泊史aリつが先〈がのカ止設イ有I先高e五原定ギド〈ドさ〈因4さリイれイE園れスツいとツt~考際ての通Bフ医アえい的約例刑ラメ勺待dの1bンリやれ5・カ働ス1ftるがよ園の樋とり東い闘約が血いう剛3非蛤8轟常、ζaa削R e 

のがや-康価新、史間俗薬がElhSま古t義極ド〈{イア峨国ツレに際.ルE的アHギいメE軍ーリ傾備カ豪向がよ.がEりEEEあもい鮒安る義血い. 州症fJ ど} 個 J守のる簾が剰.によって
力、 震はあ ~ア6戸情Jt】の II悩

lよ日本の 12~6 m:...い.

高4ド個師日拘イい本相留々ツもよののにレのーり恥薫陸凪トもい働揚にめdが品咽tよれ鍋誕るtばい孟外摘比安え国で較アいむはとでメもい比リ日はのカべ本もてよめりリ 刷fW例aイaM安ギ年O鞠リ値両必院ス飽積轟帥}動極フで援議ラ比山ンのS"2ス藤4をしよらン働たりにエl鳩働aネ刷合かリ眠fツ、っt温タ，たIi鱒Jーa. 1手b 

主強

柑踊箆てにき今の進対Fも刻轟t高応dE崎hMιす凶低Uが品す、S医.るUも価医を必量a川a戚s属豪憂要絡aに泉a議品が.品.般、がす品の泡酬価入どる価渦正悔さうの格にtのやれtででにd比判藁とEあIそつa録ト断削るれえいらさ比聞の〈にれタて阜かルの
附悔期IAさ点れた 文文館差1 眠・企1給6肉庁府3 齢自出容保が水震険飼へ準にい医のの匁て協返幽臨い会信閉しるか州た比rら6肉h継Zl外Eaに犯6価隙付のし締』 aに日1sよ本aJ民るE会U組検かEレE算団らーをの体トす冶検逗べ算織合き内よ会"り容保.{線版H6事関長9170210納平付言備;. 

413し品2品不以高雨51E降1価胞1目可自a閲日あ酬志中lで静で艇本ニえ望~あ辰の泳鳴での2Cげっ蛾あ0k認のの品権k0た品りL磁護さにta宮sこれ目dをすS'aそM市左W‘〈a寝lるa'Uの合、喝屡s出t織tdt劇る調F殆Sの価官陳らしこ有や梱ど上t的上部と比二すさは対位に品4回"rずる前的柑もa白れRが年4具
はfす2加長aai健る司凋十E凶こ平バ依分加とし矧スZ3費Z8ケ4G比p実盤平ッa妃鯵上ま均トU対とEし敏6すしにいa凶aてるよ"品審こ1ヲ2自者とて5のα~a白E島灘2L崎凶Paz比F品と鎚目

3涯るよ比とる般礎一の単品が日観価の留用点比ま凶か綬しaにい勺でよ台伝同mっ同〈てu一組価-i値格ta峻11すm闘加へmMにき凶でmよにある

加しさコしもたbてのと希にL敏たの平、肉Uめ値文簡外Lはaに‘pa価目雌，aAよ量指到叫っ底加差雌て比重ウ命t鎚a、t平エ血昆他聞イら友よトはオしり付ν9た，..けEか胞 7は4包l『以闘本踏ァ平p盆属志上aυそ，外吻JuF4売ののみのL，1国的』酬hる笛益樋で他の血のとい価置はE陣伊者惟Aて3にA1Mk術5毎員察W包伊よu5k的p紛さ当a出{るのa平sれ削fた価mしel渇陶るFωりて格比'aい単街aいとa平値lにt価孫しaるし崎よたl審が価“4てりp峨縄値いm自通倉文持}るLと常の-が集~ 
はてす30州つのa比m3いいれ比比磁辰碍g岡.るてば般事峻にで険l>-規はgおよでさでで量成抱れいいりは叫よ臼分同込いて当mて←周以ゐがい四去娼日外銀日岡済りる用での同本a崎t帽みのh蝿‘同一のu岡のらでEに台ー助酬事で効a護織よ阪比事情a部EるE価Fに鋭にに雄Aさ剛比E値2のれ2志級a r 

結U奥用SZ薬同組2au途集遇園価格ada制t-bM開制成m車変EgH比z量分位動省官電u"のに級る効医包の対医制要Ba健芳処E震a因【 品付劇成で品院釧とω加tき鎗しでa泉'{姻hてのAあaがtいoはhs槽っ壱a奥aーてs編過立a'aも成】でる伝U悶どいが. 

-新価倫と引i仕格いとtBEし級切姻1局二.すt回価アマ1る5格メζ%日リでソと山}+ン存にTの制ち著白し手者也た本糊刊SさのE卸れt嚢f売卸ずて儲価い魚かる他崎ら
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塁塁.対アメリカ比較
.--

規格単位
購買力・為替(円) 文購献買1力( 平価(円) 購買力平1 日価薬(価円) 購買献力5(平1 日価薬(円価) 製品名 一般名
日本( 1 日薬価) 1 日薬価) 文献2(lB~iilli) 文)

塩酸フーチジン 150mg1 T 104.4(208.8) 354.47 (708.94) 428.76 (857.51) 725 

マレイン酸エナラプリル 5mg1T 130.2(260.4) 207.65 (1661.24) 241.14 (1929.12) 
ジクロフェナクナトリウム 25mg1 T 25.3(101.2) 103.25 (619.48) 124.88 (749.31) 

アシクロビJレ 200mg1T 429.8 ( 1719.20) 199.43 (797.72) 241.23 (964.91) 

ニフェジピン 1 Omg1 C 38.3(114.9) 124.54 (747.27) 150.65 (903.88) 635 

力プトプリル 25mg1 C 79.1(237.3) 143.83 (431.49) 173.98 (521.93) 352 

AMPC/CVA 375mg1 C 73.1 (292.4) 
シメチジン 200mg1T 48.8( 195.2) 195.87 (783.48) 236.92 (947.69) 941 

塩酸ジルチアゼム 60mg1 T 37.6(56.4) 136.27 (817.63) 164.83 (988.99) 882 

オメプラール オメプラゾール 20mg1T 356.8(356.8) 831.26 (2493.78) 1005.48 (3016.43) 

メ 1\ロチン プラパスタチンナトリウム 10mg1T 241.4(482.8) 379.07(.1516.27) 458.51 (1834.06) 

リポパス シンパスタチン 5mg1T 250.2(250.2) 378.76 (3030.05) 458.14 (3665.09) 

ケフラール セファクロル 250mg1 C 98.6(295.8) 443.45 (1330.34) 536.38 (1609.15) 1182 

ペネトリン 硫酸サルブタモール 2mg1T 11 (33) 74.77 (!598.12) 90.43 (723.48) 

ロセフィン セフトリアキソンナトリウム 500mg1 瓶 1303(5212) 4126.64 (16506.55) 4991.50 (19966.00) 

ガスター ファモチジン 20mg1T 112.5(225) 324.65 (649.30) 392.69 (785.38) 

プレマリン 結合型エストロゲン 0.625mg1T 14.7(29.4) 79.57 (79.57) 96.25 (96.25) 

サンディミュン シクロスポリン 25mg1 C 440.4( 1 0569.60) 280.4 (13411.99) 339.17 (10174.98) 

テノーミン アテノロール 25mg1T 112.2(224.4) 183.15 (732.60) 221.53 (886.14) 

ジルフカン フルコナゾール 50mg1 C 960.8(3843.2) 1052.1 (8416.8) 1272.60 (10180.80) 

イントロンA インターフ工ロンアルファ2b 300万lU 10790(35966.67) 6483.34 (27791.92) 7842.12 (33590.65) 

トリルダン テルフェナジン 60mg1T 180.7(361.4) 247.21 (494.43) 299.02 (598.05) 

ジナセフ セフロキシムナトリウム 750mgl瓶 733(2932) 1709.57 (3419.14) 1967.40 (3934.79) 

インタール クロモグリク酸ナトリウム 20mg1T 70.9(283.6) 
ノル1\テゅツクス クエン酸タモキシフェン 1 Omg1 T 358.9( 1435.6) 306.93 (1227.73) 371.26 (1485.04) 

チエナム イミペネム・シラスタチンNa 500mg1 瓶 2802(5604.00) 5491.9H (10983.97) 6643.00 (13286.00) 

ゼストリ lレ リシノブリル 5mg1T 70.3(281.2) 164.18 (1313.41) 198.58 (1588.67) 

スミフエロン インターフエロンアルファ 300万lU 17520(52560.00) 

サワシリン アモキシシリン 250mg1 C 25(100) 36.07 (72.14) 23.53 (47.06) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 %1 Oml 2677(26770) 14032.05 (140320.51) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 % 1 OOml 22500(22500) 25445.()7 (25445.67) 

フェjレデン ピロキシカム 1 Omg1 C 41.20 373.78 

ワイパックス ロラゼ、パム 1 mg1T 18.60 179.73 

テグレトール カルパマゼピン 200mg1T 21.30 91.45 

ヒューマリン インスリン 1001U 509.00 4569.72 

ザンタック 塩酸ラニチジン 150mg1 丁 269.57 (539.13) 269.57 (539.13) 172.01 (202.36) 510 

レ二ベース マレイン酸エナラプリル 5mg1T 157.92 (1263.34) 151.61 (1212.86) 

ボルタレン ジクロフェナクナトリウム 25mg1T 78.52 (471.10) 78.52 (471.10) 48.17 (56.67) 
ゾ.ピ‘ラックス アシクロビル 200mg1T 151.66 (606.65) 151.66 (606.65) 

アダラート ニフェジピン 1 Omg1 C 94.71 (568.28) 94.71 (568.28) 50.12 (58.96) 447 

力プトリル カプトプリル 25mg1 C 109.38 (328.14) 109.38 (328.14) 248 

オーゲメンチン AMPC/CVA 375mg1 C 
9ガメット シメチジン 200mg1T 148.96 (595.82) 148.96 (595.82) 662 

ヘルベッサー 塩厳ジルチアゼム 60mg1T 103.63 (621.79) 103.63 (62 卜 79) 70.84 (83.34) 621 

オメプラール オメプラゾール 20mg1T 632.16 (1896.4 7) 632.16 (1896.47) 

メパロチン プラパスタチンナトリウム 10mg1T 288.27 (1153.09) 288.27 (1890.4 7) 176.88 (208.09) 

リポパス シンパスタチン 5mg1T 288.04 (2304.29) 288.04 (2304.29) 184.04 (216.52) 

ケフラール セファク口 Jレ 250mg1 C 337.23 (1011.69) 337.23 (1011.69) 214.64 (252.52) 832 

ベネ卜リン 硫醗サルブタモール 2mg1T 56.86 (454.86) 56.86 (454.86) 

ロセフィン セフトリアキソンナトリウム 500mg1 瓶 3138.22 (12552.88) 3138.22 (12552.88) 

ガスター ファモチジン 20mg1T 246.89 (493.78) 246.89 (493.78) 154.66 (181.95) 

プレマリン 結合型エストロゲン 0.625mg1T 60.51 (60.51) 60.51 (160.51) 

サンディミュン シクロスボリン 25mg1 C 213.24 (6397.14) 213.24 (6397.14) 

テノーミン アテノロール 25mg1T 139.28 (557.13) 139.28 (557.13) 

ジルフ力ン フルコナゾール 50mg1 C 800.10 (6400.80) 800.10 (6400.80) 

イントbゲンンA インターフエロンアルファ2b 300万IU 4930.44 (21135.17) 4930.44 (21135.17) 
トリル テルフェナジン 60mg1T 188.00 (376.00) 188.00 (376.00) 96.07 (113.02) 

ジナセフ セフロキシムナトリウム 750mgl 瓶 1300.09 (2600.19) 1236.9:3 (2473.85) 

インタール クロモグリク酸ナトリウム 20mg1T 
ノル 1\テ'ックス クエン酸タモキシフ工ン 10mg1T 233.42 (933.66) 4176.54 (8353.08) 

チエナム イミベネム・シラスタチンNa 500mg1 瓶 124.85 (998.82) 124.85 (998.82) 2562.61 (3014.84) 

ゼストリル リシノブリル 5mg1T 27.43 (54.86) 14.79 (29.58) 

スミフエロン インターフエロンアルファ 300万IU
サワシリン アモキシシリン 250mg1 C 
オムニパーク イオヘキソール 64. 71%10ml 8822.1:3 (88221.31) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 %1 OOml 19350.90 (19350.90) 13193.2 (15521.41) 

フェルデン ピロキシカム 1 Omg1 C 235 

ワイパックス ロラゼパム 1 mg1 T 113 

テゲレトール 力ルパマゼピン 200mg1T 57.5 

出主二三リン インスリン 100lU 2873.04 
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表6 . 対イギリス比較
製品名 一般名 規格単位 購日買本力( 1・為日薬替価(円) ) 文購献買1力(平1 日価薬(円価)) 購買力平1 日価薬(価円 )

文献2(1 B~iiffi ) 

主タック | 塩酸ラーチジン 150mg1T 104.4(208.8) 164.92 (659.68) 218.35 (873.42) 

ペース マレイン酸エナラプリル 5mg1T 130.2 (260.4) 130.98 (523.93) 123.58 (494.32) 

ボルタレン ジクロフェナクナトリウム 25mg1T 25.3 (101.2) 31.19 (187.15) 41.30 (247.79) 

ゾビラックス アシクロビル 200mg1T 429.8 (1719.20) 384.24 (1536.95) 508.73 (2034.92) 

ア力プダトラlート ニフェジピン 1 Omg1 C 38.3( 114.9) 40.53 (243.19) 53.66 (321.98) 

))レ 力プトプリル 25mg1 C 79.1 (237.3) 71.43 (285.71) 94.57 (378.28) 

オーグメンチン AMPC/CVA 375mg1C 73.1 (292.4) 110.83 (332.5) 146.74 (440.23) 

タガメット シメチジン 200mg1T 48.8(195.2) 49.32 (197.28) 65.30 (261.20) 

ヘルベッサー 温酸ジルチアゼム 60mg1T 37.6(56.4) 49.88 (199.00) 66.03 (528.28) 

オメプラール オメプラゾール 20mg1T 356.8(356.8) 431.78 (863.55) 571.67 (1143.34) 

メバロチン プラパスタチンナトリウム 1 Omg1 T 241.4(482.8) 192.14 (768.55) 

リポパス シンパスタチン 5mg1T 250.2(250.2) 

ケフラール セファクロ jレ 250mg1 C 98.6(295.8) 171.48 (514.43) 227.03 (681.10) 

ベネトリン 硫酸サルブタモール 2mg1T 11(33) 3.92 (31.39) 5.19 (41.56) 

口セフィン セフトリアキソンナトリウム 500mg1 瓶 1303(5212) 

ガスター ファモチジン 20mg1T 1 12.5(225) 166.25 (332.50) 220.12 (220.23) 

プレマリン 結合型エスト口ゲン O.625mg1T 14.7(29.4) 21.85 (21.85) 25.99 (25.99) 

サンディミュン シクロスポリン 25mg1 C 440.4(10569.60) 233.53 (5838.15) 309.19 (7729.71) 

テノーミン アテノロール 25mg1T 112.2(224.4) 51.18 (204.73) 74.52 (298.10) 

ジルフカン フルコナゾール 50mg1 C 960.8(3843.2) 788.98 (6311.80) 1044.60 (8356.82) 

イントロンA インターフェ口ンアルファ2b 300万IU 10790(35966.67) 5639.20 (5639.20) 7466.30 (7466.30) 

トリルダン テルフェナジン 60mg1T 180.7(361.4) 49.88 (99.75) 66.03 (132.07) 

ジナセフ セフロキシムナトリウム 750mg l 瓶 733(2932) 877.14 (2631.41) 1161.33 (3483.98) 

インタール クロモグリク酸ナトリウム 20mg1T 70.9(283.6) 35.77 (286.19) 47.36 (378.91) 

ノル/\デックス クエン酸タモキシフエン 1 Omg1 T 358.9( 1435.6) 119.3 

チエナム イミベネム・シラスタチンNa 500mg1 瓶 2802(5604.00) 4987.50 (9975.00) 6603.45 ( 13206.90) 

ゼストリル リシノプリル 5mg1T 70.3(281.2) 116.73 (466.93) 154.55 (618.21) 

スミフエロン インターフエロンアルファ 300万IU 17520(52560.00) 6626.73 (33133.63) 8773.78 (43868.9) 

サワシリン アモキシシリン 250mgl C 25(100) 58.11 (116.22) 76.94 (153.87) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 %1 Oml 2677(26770) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 % 1 OOml 22500(22500) 

フェルデン ピロキシカム 1 Omg1 C 41.20 69.73 

ワイ/\ックス ロラゼパム lmglT 18.60 11.58 

テゲレトール カルバマゼピン 200mg1T 21.30 26.24 

ヒューマリン インスリン 100IU 509.00 417.78 

ザンタック 塩酸ラニチジン 150mg1 T 147.77 (591.07) 147.77 (591.07) 

レニベース マレイン酸エナラプリル 5mglT 117.36 (469.44) 83.63 (334.52) 

ボルタレン ジク口フェナクナトリウム 25mglT 27.95 (167.69) 27.95 (167.69) 16.05 

ゾビラックス アシクロビj レ 200mglT 344.28 (1377.11) 344.28 (1377 .11) 

アダラート ニフェジピン 1 Omgl C 36.32 (217.90) 36.32 (217.90) 20.87 

力プトリル 力プトプリル 25mg1 C 64.00 (256.00) 64.00 (256.00) 

オーグメンチン AMPC/CVA 375mg1 C 99.31 (297.92) 99.31 (297.92) 

タガメット シメチジン 200mglT 44.19 (176.77) 44.19 (176.77) 

ヘルベッサー 塩酸ジルチアゼム 60mglT 44.69 (357.50) 44.69 (357.50) 25.66 

オメプラール オメプラゾール 20mglT 386.87 (773.74) 386.87 (773.74) 

メバロチン プラパスタチンナトリウム 1 Omgl T 172.16 (688.62) 172.16 (688.62) 98.84 

リポパス シンパスタチン 5mglT 56.87 

ケフラール セファクロ jレ 250mgl C 153.64 (460.92) 153.64 (460.92) 92.61 

ベネトリン 硫酸サルブタモール 2mglT 3.52 (28.12) 3.52 (28.12) 

ロセフィン セフトリアキソンナトリウム 500mgl 瓶
ガスター ファモチジン 20mglT 148.96 (297.92) 148.96 (297.92) 85.53 

プレマリン 結合型エストロゲン 。 625mg1 T 19.58 (19.58) 17.59 (17.59) 

サンディミュン シクロスポリン 25mg1C 209.24 (5230.98) 209.24 (5230.98) 

テノーミン アテノロール 25mg1T 45.86 (183.43) 50.43 (201.73) 

ジルフカン フルコナゾール 50mg1C 706.92 (5655.37) 706.92 (5655.37) 

イントロンA インターフエロンアルファ2b 300万IU 5052.72 (5052.72) 5052.72 (5052.72) 

トリルダン テルフェナジン 60mg1 T 44.69 (89.38) 44.69 (89.38) 16.53 

ジナセフ セフロキシムナトリウム 750mgl瓶 785.91 (2357.74) 785.91 (2357.74) 

インタール クロモグリク酪ナトリウム 20mg1T 32.05 (256.42) 32.05 (256.42) 

ノルバテeツクス クエン酸タモキシフエン 10mg1T 80.74 

チエナム イミペネム・シラスタチンNa 500mg1 瓶 4468.80 (8937.60) 4468.80 (8937.60) 2565.75 

ゼストリル リシノブリル 5mg1T 104.59 (418.36) 104.59 (418.36) 

スミフエロン インターフエロンアルファ 300万IU 5937.55 (29687.73) 5937.55 (29687.73) 

サワシリン アモキシシリン 250mgl C 52.07 (104.13) 52.07 (104.13) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 %1 Oml 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 % 1 OOml 

フェルテン ピ口キシカム 1 Omg1 C 47.19 

つベパッ勺ス 口ラゼパム 1 mglT 7.84 

テグレトール カルパマゼピン 200mglT 17.76 

広三一マリン インスリン 100lU 282.73 
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表7. 対フランス比較
製品名 一般名 規格単位 購買力・為日替薬価(円)) 文購総買力平価(円) 文購献買 2力(平1 日価薬(価円)) 

日本(1 1 (1 日薬価)

ザンタック 直ドマ扇レイランニ酸チエジナンラプリ Jレ 150mg1 T 104.4(208.8) 285.56 (571.12) 324.26(648.52) 

レ二ベース 5mg1T 1302(260.4) 57.14 (457.08) 64.88 (519.03) 

ボルタレン ジクロフェナクナトリウム 25mg1T 25.3 (101.2) 19.93 (79.72) 22.63 (90.52) 

ゾビラックス アシクロビル 200mg1T 429.8 (1719.20) 202.89 (1014.47) 230.39 (1151.96) 

アダラート ニフェジピン 1 Omg1 C 38.3(114.9) 29.85 (179.09) 33.89 (203.36) 

力プトリル 力プトプリル 25mg1 C 79.1(237.3) 60.33 (120.67) 68.51 (137.02) 

オーグメンチン AMPC/CVA 375mg1 C 73.1 (292.4) 

タガメット シメチジン 200mg1T 48.8( 195.2) 54.22 (216.87) 61.57 (246.26) 

ヘルベッサー 塩酸ジル予アゼム 60mg1T 37.6(56.4) 48.32 (289.93) 54.87 (329.22) 

オメプラール オメプラゾール 20mg1T 356.8(356.8) 377.65 (377.65) 428.83 (428.83) 

メパロチン プラパスタチンナトリウム 1 Omg1 T 241.4(482.8) 

リポパス シンパスタチン 5mg1T 250.2(250.2) 

ケフラール セファク口 jレ 250mg1 C 98.6(295.8) 128.08 (384.25) 145.44 (436.33) 

ベネトリン 硫酸サルブタモール 2mg1T 11(33) 16.31 (130.49) 18.52 (148.18) 

ロセフィン セフトリアキソンナトリウム 500mg1 瓶 1303(5212) 1435.98 (5743.92) 1630.60 (6522.40) 

ガスター ファモチジン 20mg1T 112.5(225) 106.83 (213.67) 121.31 (242.63) 

プレマリン 結合型エストロゲン 0.625mg1T 14.7(29.4) 

サンチイミュン シクロスポリン 25mg1 C 440.4( 1 0569.60) 

テノーミン アテノロール 25mg1T 1 12.2(224.4) 

ジルフカン フルコナゾール 50mg1 C 960.8(3843.2) 775.71 (6205.68) 880.84 (7046.74) 

イント口ンA インターフエロンアルファ2b 300万IU 10790(35966.67) 

トリルダン テルフェナジン 60mg1T 180.7(361.4) 51.68 (103.35) 58.68 ( 1 17.36) 

ジナセフ セフロキシムナトリウム 750mgl瓶 733(2932) 

インタール クロモゲリク酸ナトリウム 20mg1T 70.9(283.6) 71.71 (286.83) 40.71 (162.85) 

ノル1\デ、ツクス クエン酸タモキシフェン 1 Omg1 T 358.9( 1435.6) 68.16 (272.64) 77.4 (309.59) 

チエナム イミペネム・シラス.タチンNa 500mg1 瓶 2802(5604.00) 

ゼストリル リシノプリル 5mg1T 70.3(281.2) 53.63 (214.50) 60.89 (243.57) 

スミフェ口ン インターフエロンアルファ 300万IU 17520(52560.00) 

サワシリン アモキシシリン 250mg1C 25(100) 59.38 (237.51) 55.80 (232.20) 

オムニパーク イオヘキソール 64.71 %1 Oml 2677(26770) 4250.10 (42501.00) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 %1 OOml 22500(22500) 7594.86 (7594.86) 

フェルチン ピロキシカム 1 Omg1 C 41.20 55.59 

ワイ 1 "".Jクス ロラゼパム 1mg1T 18.60 10.23 

テグレトール 力ルバマゼピン 200mg1T 21.30 25.3 

ヒューマリン インスリン 100lU 509.00 

ザンタック 塩酸ラニチジン 150mg1T 249.99 (499.99) 251.04 (502.08) 85.11 

レ二ベース マレイン酸エナラプリル 5mg1T 50.02 (400.15) 50.23 (401.83) 

ボルタレン ジク口フェナクナトリウム 25mg1T 17.45 (69.79) 17.52 (70.08) 16.14 

ゾビラックス アシクロビル 200mg1T 177.62 (888.12) 178.37 (891.84) 

アダラート ニフェジピン 1 Omg1 C 26.13 (156.78) 26.24 (157.44) 16.72 

力プトリル 力プトプリル 25mg1 C 52.82 (105.64) 53.04 (106.08) 

オーグメンチン AMPC/CVA 375mg1C 
タ力、、 メット シメチジン 200mg1T 47.47 (189.86) 47.66 (190.66) 

ヘルベッサー 塩酸ジルチアゼム 60mg1T 42.30 (253.82) 42.48 (254.88) 35.56 

オメプラール オメプラゾール 20mg1T 330.62 (330.62) 332.00 (332.00) 

メパロチン プラパスタチンナトリウム 1 Omg1 T 71.39 

リポパス シンパスタチン 5mg1T 37.47 

ケフラール セファクロル 250mg1 C 112.13 (336.39) 112.60 (337.80) 94.26 

ベネトリン 硫酸サルブタモール 2mg1T 14.28 (114.24) 14.34 (114.72) 

ロセフィン セフトリアキソンナトリウム 500mg1 瓶 1257.14 (5028.56) 1262.40 (5049.60) 

ガスター ファモチジン 20mg1T 93.53 (187.06) 93.92 (187.84) 78.62 

プレマリン 結合型エストロゲン 0.625mg1T 

サンディミュン シクロスポリン 25mg1C 

テノーミン アテノロール 25mg1T 

ジルフカン フルコナゾール 50mg1 C 679.10 (5432.81) 681.94 (5455.54) 

イントロンA インターフエロンアルファ2b 300万IU

トリルダン テルフェナジン 60mg1T 45.24 (90.48) 45.43 (90.86) 38.03 

ジナセフ セフロキシムナトリウム 750mgl瓶
インタール クロモグリク酸ナトリウム 20mg1T 62.78 (251.11) 31.52 (126.08) 

ノル1\デックス クエン酸タモキシフェン 10mg1T 59.67 (238.68) 59.92 (239.68) 

チエナム イミペネム・シラスタチンNa 500mg1 瓶 1941.9 

ゼストリル リシノプリル 5mg1T 46.95 (187.79) 47.14 (188.57) 

スミフエロン インターフェ口ンアルファ 300万IU

サワシリン アモキシシリン 250mg1 C 5 卜98 (207.93) 43.20 (172.80) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 %1 Oml 3290.40 (32904.00) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 % 1 OOml 6648.98 (6648.98} 6392.64 

フェルデン ピロキシカム 1 Omg1 C 43.04 

つベパっつス 口ラゼパム 1mg1T 7.92 

テグレトール カルパマゼピン 200mg1T 19.58 

区とーマリン インスリン 100lU 
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表8. 対ドイツ比較
.-- 購買力・為替薬価(円)) 文購献買1力(平1 日価薬(円価)) 文購献買2力(平1 日価薬(価円)) 製品名 一般名 規格単位

日本( 1 日

手ジタック 塩マレ酸イランニ酸チエジナンラプリル 150mg1T 104.4(208.8) 130.43 (260.86) 367.79 (735.59) 

レニベース 5mg1T 130.2 (260.4) 179.44 (358.88) 179.99 (359.99) 

ボルタレン ジクロフヱナクナトリウム 25mg1T 25.3(101.2) 42.21 (168.84) 42.34 (169.34) 

ゾビラックス アシクロビj レ 200mg1T 429.8 (1719.20) 628.45 (3142.23) 630.38 (3151.88) 

オ7力ヲガプfーiメトラゲリッーメルトント子ン
ニフェジピン 1 Omg1 C 38.3(1149) 52.99 (317 92) 57.04 (342.22) 

力プトプリル 25mg1C 79.1(237.3) 167.31 (334.62) 167.83 (335.65) 

AMPC/CVA 375mg1C 73.1(292.4) 

シメチジン 200mg1T 48.8( 195.2) 145.85 (583.39) 166.40 (665.62) 

ヘルベッサー 塩酸ジルチアゼム 60mg1T 37.6(56.4) 55.53 (333.16) 64.03 (384.16) 

オメプラール オメプラゾール 20mg1T 356.8(356.8) 608.67 (1217.34) 628.64 (1257.27) 

メバロチン プラパスタチンナトリウム 1 Omg1 T 241.4(482.8) 249.14 (996.54) 249.90 (999.60) 

リポパス シン1\スタチン 5mg1T 250.2(250.2) 

ケフラール セファク口 j レ 250mg1 C 98.6(295.8) 391.39 (1565.54) 373.38 ( 1493.52) 

ベネトリン 硫酸サルブタモール 2mg1T 11 (33) 28.09 (224.71) 28.18 (225.40) 

ロセフィン セフトリアキソンナトリウム 500mg1 瓶 1303(5212) 2862.61 (11450.44) 2765.56 (11062.24) 

ガスター ファモチジン 20mg1T 112.5(225) 321.43 (642.87) 322.42 (644.84) 

プレマリン 結合型エストロゲン 0.625mg1T 14.7(29.4) 

サンディミュン シクロスポリン 25mg1 C 440.4( 1 0569.60) 324.44 (3244.42) 325.44 (3254.38) 

テノーミン アテノロール 25mg1T 112.2(224.4) 51.29 (205.17) 51.45 (205.80) 

ジルフ力ン フルコナゾール 50mg1 C 960.8(3843.2) 935.72 (7485.77) 961.58 (7692.61) 

イント口ンA インターフェ口ンアルファ2b 300万IU 10790(35966.67) 8895.78 (63545.52) 8923.10 (63740.67) 

トリ jレダン テルフェナジン 60mg1T 180.7(361.4) 97.70 (195.40) 98.00 (196.00) 

ジナセフ セフロキシムナトリウム 750mgl瓶 733(2932) 1834.02 (3668.05) 1839.66 (3679.31) 

インタール クロモグリク酸ナトリウム 20mg1T 70.9(283.6) 100.59 (402.37) 100.50 (402.00) 

ノルパテψツクス クエン酸タモキシフェン 1 Omg1 T 358.9(1435.6) 230.77 (923.07) 270.35 (1081.40) 

チエナム イミベネム・シラスタチンNa 500mg1 瓶 2802(5604.00) 

ゼストリル リシノブリル 5mg1T 70.3(281.2) 169.64 (678.56) 170.16 (680.64) 

スミフエロン インターフェ口ンアルファ 300万IU 17520(52560.00) 

サワシリン アモキシシリン 250mg1 C 25(100) 92.82 (1113.78) 93.10 (11 17.20) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71%10ml 2677(26770) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71 %1 OOml 22500(22500) 

フェルチン ピロキシカム 1 Omg1 C 41.20 138.43 

ワイJ も')クス ロラゼパム 1mg1T 18.60 51.06 

テグレトール カルバマゼピン 200mg1T 21.30 53.59 

ヒューマリン インスリン 100lU 509.00 7085.4 

サ.ンタック 塩酸ラニチジン 150mg1T 108.27 (216.54) 303.99 (607.99) 200.67 

レ二ベース マレイン酸エナラプリル 5mg1T 148.95 (297.91) 148.77 (297.54) 

ボルタレン ジク口フェナクナトリウム 25mg1 T 35.04 (140.14) 34.99 (130.97) 24.9 
ゾ、ビ、ラックス アシクロビル 200mg1T 521.67 (2608.34) 521.02 (2605.12) 

アダラート ニフェジピン 1 Omg1 C 43.98 (263.90) 47.14 (282.85) 31.94 

力プトリル 力プトプリル 25mg1 C 138.88 (277.77) 138.71 (277.43) 

オーグメンチン AMPC/CVA kou 
タガメット シメチジン 200mg1T 121.07 (484.26) 137.54 (550.15) 

ヘルベッサー 塩酸ジルチアゼム 60mg1T 46.09 (276.55) 52.92 (317.52) 46.23 

オメプラール オメプラゾール 20mg1T 505.25 (1010.51) 519.59 (1039.18) 

メバロチン プラパスタチンナトリウム 10mg1T 206.81 (827.22) 206.55 (826.20) 147.3 

リポパス シン1\スタチン 5mg1T 112.2 

ケフラール セファク口 jレ 250mg1 C 324.89 (1299.55) 308.61 (1234.44) 223.71 

ベネトリン 硫酸サルブタモール 2mg1T 23.32 (186.53) 23.29 (186.30) 

ロセフィン セフトリアキソンナトリウム 500mg1 瓶 2376.23 (9504.92) 2285.82 (9143.28) 

ガスター ファモチジン 20mg1T 266.82 (533.64) 266.49 (532.98) 200.67 

プレマリン 結合型工スト口ゲン O. 625mg1 T 

サンディミュン シクロスポリン 25mg1 C 269.32 (2693.17) 268.98 (2689.85) 

テノーミン アテノロール 25mg1T 42.58 (170.31) 42.53 (170.10) 

ジルフカン フルコナゾール 50mg1 C 776.74 (6213.88) 794.77 (6358.18) 

イントロンA インターフエロンアルファ2b 300万IU 7384.32 (52748.64) 7375.21 (52683.56) 

トリルダン テルフェナジン 60mg1T 81.10 (162.20) 81.00 (162.00) 62.33 

ジナセフ セフロキシムナトリウム 750mgl瓶 1522.41 (3044.82) 1520.53 (3041.06) 

インタール クロモゲリク酸ナトリウム 20mg1T 83.50 (334.00) 83.07 (332.26) 

ノルパテヘ;ノクス クエン酸タモキシフェン 1 Omg1 T 191.56 (766.23) 223.45 (893.81) 

チエナム イミペネム・シラスタチンNa 500mg1 瓶 3844.61 

ゼストリル リシノプリル 5mg1T 140.82 (563.27) 140.64 (562.57) 

スミフェ口ン インターフエロンアルファ 300万IU

サワシリン アモキシシリン 250mg1 C 77.05 (924.54) 76.95 (923.40) 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71%10ml 

オムニパーク イオヘキソール 64. 71%100ml 15096.74 

フェルチン ピロキシカム 1 Omg1 C 114.41 

つベ八、ソワス ロラゼパム 1mg1T 42.2 

テグレトール カルパマゼピン 200mg1T 44.29 

広三一マリユィ インスリン 100lU 5836.3 
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第 2 章 薬価制度構造改革

1 .はじめに

1950 イド 9 )j .1-)、米、れ:会保険 l珍 1~t ':Î:I~ 州| における~六IJ 料は必 f!l li )I~ 11'i r!ilJ ).!tに 'tl'~ ~処して

1i~f ';とされてきたが、引イ1 : そのメtf!l lj IlJ IJ)交の N'Ï fu & ， 1 1 1 ，:のよ(:JI ' につ いて 1 ;&lfíili されている の

木市では、まず JJ~行~f精lj ~f~ i1'~ 11首位・の変巡と概立与について述べ、後、I L. ではりL 行flJlJ )~ 

の改革を J~ るおもな挺笑と I l\jJW ，I:，(について牧刈!し、今後の ~f!l 'ifljIJ)Jtニのあり jj につ

し 1 て検討する。

2. 薬価基準制度の変遷

( 1 )薬剤価格と診療報酬を関連づける制度への改正

1947 年までは、薬剤にかかる料金は 11 本医 l'師会が定めた仙以保険診療仰向H In-ftl: 

Ml どによって設定された，- ，人IJJI~~ では l 行IJ 1 I')} 1 }以 j が J采川され、 r ;l;~ Yf� ~q J と

して~;l' It~\I: されていた。しかしこの決治利の点数は、仙川した決ガIJ の 'fllli ~科とは!日li IY.J 

係に iじめられており、処方料及び司M 庁IJ 料 といった技術料も合められていた u

1947 1 ド 7JJ の/け文法二改正において、初めて来月IJ の制'i 桁が|立以診 1tt {;，~酬とれli び つ

き、イ史川 ~庁IJ の f!l 'i ~科によって診僚仰酬が以なる場介が認められ、 1949 1 1 ミ 5 川の改

正 11与には、決治料、 tL 射 ~Sl の t:~I: jとが佐川:!1!日IIIÎ に )I~ づいた~~( j.どん-式に改められた口

その後、 1949~ 1950 イ 1 -=- に かけて i山 1 - 1 1 戦後の「統 fljlJ イ!I 'i 棉 J が倣泌され、~所Ij 'n の

診 1~'t ':Î:~ 酬を 1~( j，どするための、 ~Vf たな llÇ Y1'~ f!l 'i 絡を定める必 ~:'I" I : が /1 :. じたり

( 2 )現行薬価基準制度制定にいたるまでの経過

1950 イ 1 :- 7 Jl 、当 11午の物 1111j J J: によって初j の ;!則!I 'i ïVM 代が災施され、この赤ii .wーを )Jç に

11 îj イ 1 :' 9 )j 、 2267 II;il 11 に刻-して r )平生大!日のíl:める ~ .fllli)l~ 河 'i J が設íl:された。当 11 、干

のfIII i 絡はあくまでもはれイ!lli ~科で、 ~~I僚の!lIW 人 úlli 絡のがと店椛は ms J.u山県 )~II '1 '1: に あっ

た口つまり、この 11.'i: J~I の~1!1li )I~ 11' i は、参巧イI lI iH千 五ーとしての '1"1: 絡は，(-ïしていたもの
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の、別行~11i 1i 氷河(~ のよ うに令 IT.:I 紘一 の 1111i 栴ぷとして!lll~ 人イI lI i ~ :作(f'f'i :&! 11ili ~科) そ のも

の在 JJ~ ';.とするものではなく、イ:11 刈 I'I(J にりりし\ )札f! ílJ であ っ た 口 また 、 、叶l竹í 11川1，川、午?は当柴巳 11利仙州11川州11川liυ)，Vt巾lド作q i 

に H収又 1松|依武されていない|医天柴 iJl1川山l

1:機:丸幾8幾i“f有能j抱巨もイ仇l していなカか亙つた 白

1951 イ r 8 刀、初J の)iß1i1l� l，~ rl(j 改正が実施されたが、 そ の|僚 に は j山 J!!X: ;主も 汚 l伍 され

た 口 1952 イ 1 :- 8 )]に物 flili げが防止され、決庁IJ filli 桝にはl す る 業務は、判 II ，'{: の)'/ /1ゾ行楽

務 j司令 i山i 烈に移付された。その後、 1957 イ r: 4J] r 保険|反対モ機 I~.J および保険医成長

iH ~ fJ~nlj J において「保険|去 は、 j卓 とI .=: 大，~~のJl:める|哀?~，II"I 以外の|公 ~IIII" を j心者- に

)j包川し処ノj してはならなしリとJ1:められ、引 (1 : の 1 111" ' - 1 ぷとしての機能が形成され

た 口 そして 1958 イ 1 ': の改1i ~ 1I 、?には、 KHJ五 J(fり~~ J;II ニ jj: の紋 li:17維は 'ぷぐに出 11: され、(史

川~斉IJ の JUl't 入 1Ji li 栴は )JIJ に厚生大|江が定めることとされ、これにより 1959 作には

J実質上地域によるイI lI i 栴先が倣泌された。 以上のような経過をれて、 1960 1ドには r ,1,''', 

'-1"1< J 、 r Í1l1 i 桁表 j の機能を{Jí"-せ作ち、全|主|統 一一 {賞選 111ii ~1千を jjl iとする J}~行集合Ili )，l 昨

日 ìlJ 肢の店本i'1<J な機能が(市立した口

3. 薬価基準制度の概要

( 1 )薬価基準への収載

新大!~に IJ'，:I 売された|長必!日

i. 1矢吹川医薬 JIll と して製- iti- ・承認を取れj: し、 "1 ~{l 書飢および資料をや会(、jー した|二

で 11 木製ょ淀川体辿:合会 (11 ~辿)に促，111 する。

ii. 1] ß1t辿にて各企業の 1 1 1 fft'l をとりまとめ、 )I?: :1 ~_ :'，(ì 決務 )"J 経済以に 1XIII する 。

iii この 11 1 ，Nl を受け、 }'l :1:_ 'f� ~ht fJ) )日経済政は 11 1 ~t'l'された，'，，'， 11 のリストを作成し、

)ワ:生省保険 )~J I~ ~~t 献に伝述-する u

iv. }乍生省保|倹店J 1豆 1~i 献において、 |川巾|いIff布訪l古Y lJl川l日L

j芯::己~l~主':凡を H胤i忠包 11取|以反する 一 j方J で、 ~111Ii) ，l 準への収 n主集合Ili をイ九七|倹 )'-1) で t~( Jl:し、 :!J11五 i以来

企業に flf 示する 口

v. '(1,' W竹示した l二 で ~1111i) ，l 準表- へ収 í l主する 。
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収"\\G II~J': J~I は、新 lZ2ji JIlll に つ いてはイド<'1 11 1 1 、相談 11，，1 1 11 (11 1 火当~ IJ¥: 'ffi: I ;jk 会 ;VM 作会制|

談・ 4:，りJIJ ffl~ 会，:;，~ ~~;. 1111', 11 )はイド 21D I 、新キ ッ ト(此 Jl\ 誌キ ッ ト製 lull と 機能・形態あ

るいは系11 み合わされた医薬 llhill のイT効成分が ~II!; な っ ているものとして爪認されたも

の)はイ 1: 2 I D. I 、後発 JIlll はイ 1': 1 l�lll)[ ïl返されている。必 fllli )l~ 可(i の 11)[ "成 )i ぶには統 ー 11.)( "成

方式と銘 Wf)JIJ 収 ';1武 )J式の 2 ,Fri 1~i ある 。 統 . 11.)( "お )j ぷ l士、成分、角IJ ハラ および )，!L怖に

よって、 ì ìJ- ー の1'1 1jl~ をイ、J - し収 d配する方式で、談、li すれば、{lr'il 々の Iffi ,11,11 /1'，の立 11 イIInこ

よらず保険計131(ができる口 11 木 ;淀川 )j 収 11長|記~， II ，I，、生物う1: IY) 拠刑法可q 11)[ 11武|反乱ili ， 1，，1 ，、

生ヨだがこの )j 式で収 d主 される口 一点、鈴 Wi)JIJ 11)<( 岐点ょには医薬 lllh の g;t 1:1刊仰に 11.>( d成す

る方式で、{lt'il 々の銘Wi に I~il イT の 1r1 li 栴が設 lとされる の iず4 ・ 似"成)j .r¥: -c 11)<( d止されてい

る 1 :2三 決 JIlll 以外はすべてこの方式で収放される 。

従来は|訂! 一成分、同 - ÞJI絡であれば、銘柄が児なっても!日!じ ~1111i が設定されて

いたものが、 197G 11三 2 刀、 'I'IK 協は生~1i1li )I~ W~ の銘 WiJJ 1 jLl.>( 11主 )J よの採川を決店し、

j討がjJJIJ に ;!たもlI i が iiit;Ai: されることになった( 11 本来川 );11)[ 岐|民5li!f， I，，11 などに j白川され

ている紘一 収;J主 )j 式収 dお 111/l は|徐く)口従来の収 d武 )j 式(統一 |似 店ダ1) ~i-~ ノ7 式)では

先発 lhli と後発 lGl に対して|司じよ!M 1111i が設定され、仙i棉のばらつき、 ~1ilfi~\~ 拡人-の~

IXI となるので、 ï1 r :JJ~~' 尖~~もlI i 絡を適切に官I l i絡に反映させるためには、銘柄 )J iJ Jl.)[ 岐 )j

式が明ましいとされたのである口 j計十Ili JJIJ 11.>( d武 )i .Jにのメリッ卜として

- :iJf 勢 1111i 絡をイト ßl lI' lりに決イ，lI i )Iﾇ Y(l~ に反映できる口

. ~~丹市lIi棉と ~1r1 liiJ~ 準との棉差のみでj似完している不可なメーカーが減少する 0

・ l反対で機 I)~，J が lllJ1 質本店t= で lltl~ 入するため、 |医'K i必!i以応4長!主i A品lJhl11 および|医返 M派ぜの T抗TI'的'1灼|内句|げ向7古川iリ1 1上:に紫がる 口

. イ4仙仙州iI山川11川li川4名カ通 ら lJl山"

y右な'J:に:どカがt あ lげずら~1.，し、 デ.メリットとして、

• 1111i 桁 ;mL(1 が減少し、 ~1，lI i が似直化する 口

. ji llj 求・支払の事務が似対I~化する。

などがあげら才しる 口

この京l i i 見1 . 、lIîJ必 {illi l '作が作紛れli )JI) に反映されるようにな っ たが、|訂J -成分、 11 i] -

jdl絡での銘州 11 \1 1科左が拡大していった口そのため、 1984 作 3 )) 改正以降、た II :_ i�r'� 

柊が災施されることになり、 1990 イド 4 川改正以降は般向 1，Ui 栴ランクに刈・して

112.5 以下の低利li+作ランク 11111 については、 112.5 でイilli l'併をとどめる 1:'併;~-:: ~VM 燃を夫泊

すると l'iJ 1 1，11'に、収松 )j訟は g!tW{ JJIJ ではなく、 -f;l~ 1'1") 1(1 {jl~ による収"点 (GE 11)( dお)
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が .;.k )j包された n

( 2 )薬価基準算定方式の変遷

1 )実勢価格をより反映した既収載医薬品の薬価算定方式への転換-リーゾナブ

ルゾーン(加重平均値一定価格幅)方式の採用

は~収載医薬品の~イil1 i 算定方式は、 1953 イド 8 )j に 80<Yo バノレ クラ イ ン方式かじ

90(10 パノレクライン方式へ &T[ されてから、約 30 イド IlljmlJ 皮改正されなか った。 本

来、バルクラインブ1)' J."には物が不足していた 11年代 に おいて 、|矢 来 lllh の供給 を促進.す

る 1 - 1 (()で採~nl された方法で、たとえば、 JUi ッi己されていた I~ ~Jt 111111 100 )J 錠につ いて

医政機関の災質納入合lIi棉を安いWI需に花ベた場介に、 90 o/ù 11 (90 万錠 11 )のJ.~r h.r!, 

するイIIli ~名川をその|去 ~II日1l の ~ .filIÎ に設定するノj式である 。 しかし 1982 作改正時に

90%) ノ《ノレクラインプJ式では 10%) の i同市Ili 棉~\下を k:!(: 持しておけば集合IIiは利1: .j: ，IJ， される

ので、それ以下でのイIlli 絡が ~J;!汁IIli に反映されず{lIli 絡のばらつきが括性し、市ii米とし

て尖勢 {llli 怖と ~{llli の事 Itllt (~則Illi J引を J広大させると J行州されたため、 IIIJ イド 9 ) 1 に

はイIlli 絡のばらつきが大きいものに対してのみ~Ltj {llli 絡の 10% をカットオフした|こ

での 90(Yo パノレク ラ イン (夫 J&:![ 81 (10 パノレクライ ン ) 力・ ム・にが採川された 口

しかしその後、より尖勢Í!lli 絡を反映した決 {l lI iy~l ~)j 式が検什 さ れ、 1991 イド 5

JJ 、 11 . 1 1互 協「;!足利li 算定ぶ式に Wl する丈l!?義書 J をうけ、 リ ー ゾナブノレゾーン方式が

採川された。これは、楽{lIli 訪日行のが;米、すべての取引きの ))11 也、|乙均航に一応 {illi 棉

IIIT,'; (1 ~ IIITi\) を ))11 え新誌もlI i とする方法である口こ の|際、 -' ;:L {l lI i 棉 11 1 1 ，'; (R 1111，\)に|別し

ては、 10(1<)が 0 .1:1 1[ 1' 1りであるとされ、 3 1 11 1 の改 11 : により こ れを jiJJ比すると さ れた n

それ以降、 t~ ~);J:にの i，~本1'1句作品11 みは変!どされず、 H III{I\ の縮小が繰り返されてき

てきた 口

2 )追加(追補)収載医薬品の薬価算定方式

迫力11 ()白布 1]) 収松 1~ ~11171 の~{lI li 算定方式は、新|天楽 lllJl 、後発|抵 当!;; 11111 そ れぞれ )jlj

に設 Jとされている 。
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CD ~Vr 1長~川の ~1illi 算店

1991 イ 1 -=. 5 ) J の '1 ' 医協による よ~1"li 算定ノf 点に|則するえU ，;&の|人J'~ を受け、 ~Ví' ~ の~

1illi 算定の)，~本は知 1以来 ~jJ 比般 )j ベで、比較対J!日決がない場介は、以 flllí ,n t~l )i ベに
仁りす~: Åとされることになった。飢似楽効比松 )j 5\: は、以 1 '- の丁州

i. ~Ví. 1云~・ lIll-l と効能・効米、ヨ :: 't_(な*j:11~作川などがぬn f以している l民イ子|伝来 |1111| を選

;L し、これを比較対象~とする。

ii. ] rl If~ 大川査で芸~1111í を比 '1佼し、] 1 -いI/f たりのイillí 栴を比般対象:Jt!iと勺しくする 。

iii. ~jJ jJ 比較試験の新米、効力が i古川、とたIZ 1111i された JJí- 1長~ ，'，~'， の ~1!l li については、

この高山県を )mf床する。その限度については、 11 のが;米-との平均値とし、必、

必な訓悠を 12< 1 と)。

lV. 布 11 ]1:' )JII 算の似斜配分を行 う。 ただだ、し、 |仏尚:fh印!?当6~主梨楽i定!5i 泊利仙州11川li の|医ifI楽!L以応i返!巴i lJl仏l

し、低決 11lti の|云 ~"II" については向 )JII 算ネとすることを)，Ç本とされた 。

この !l jlj 度改 11":によって、従米日~II人III日発 lull のみに;ßj川 されて いた先 WI~ '1-'1:_ )JII t~l: ( ))11 

算中: 3 (10) が )j~ 11こされ、 IIIIÎ 101 n: )JII t~i が設 jとされるなど、 ll lTîJUI (I<J ~Ðr :Jだの IJH 発 を誘

j与する|人J :伐となっていると共に、各力11 鮮の条イ'1 : が 従米に比べ |り l 怖にな った口 力11 算

対象となる新~の嬰イ'1:~Î1 を 示した;J.J;本方針は 1992 {ド 1 )J に竹不され、 |πl イド 5 )J 

収載の ~VT ~たから池川されて いる 。ネ111 J[ ))11 t~l の相支íi および刈象|夫 ~"II" の純iJl:1 を 卜' 記

に示寸。

i . ﾏ!11ﾎ J月則り別l卜'1性|

来刈刈J 象|医去;ヨ芸烈決!l以応J返!巴~ ， j，'，以下に出げる要件の全てを y1Y.í たすおJí. 1天然 JIlll

ァ .イモく新しいお似によって仰F 先 ・ 1) \ -1 発されたものであること。

ィ WE イ子の 12~ 必 lllh に比して、 I~ J らかに il;'i し、不 ( ~:JJ ' 1"1 :: ムく はみてイモッド 1 : をィム[すること

が、符飢 1'1''.)か つ科午|刊に尖 nïl : されていること。

ワ.対象炊 j心の|玄政体系に1[(大なJ;~ ~却を 17・えることが予処(され、 yfì 佼 )i 1l~ 

のL& ~{ I手・ at 少 への子，.しい 1~t 献が)り|刊 されること n
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11 .イ 1- J 11 '1"[: )JII t~l ()JII ftl 半: 3%,) 

刈象|低盃;楽~以侠i長!巳~ 11山11日11

ヲアγ. Jtt仔の|盃 ~I'III，に比して、 IY 1 らかに 1 f.1j し、行効性 をイTすることが 、存的UII，J

かつ科'字: I'I/~ に実 {111 : されていること。

ィ.既存の I~~IIIII，に比して、 IYI らかに市川、孔t 令ソド 1 : をイ[することが、枠制 I'I/~

かっ不~I. 守:1'内に Xfitl: されていること口

ク .製 JTIJ 学i'1'Jな工夫常ーにより、既存の I~~IIIII，に比して、 IYJ らかに 117川、|民政

上の有) 1 J 性が Jり I fJj: されること口

iii. �� JJ，y'I"I:)JII 算 ()JII 算 ユ終 : 3%,) 

刈象|区北: lull: 以下に仰げる ~fl : のうち少なくとも 一つを 11 :1"1 たす新 |豆jj!5 11,,1, 

ァ.忠者数が判長めて少ない狭山をÆti川として承認、されたものである こと口

イ . m-t訪別検が小さい よJ;ß先}J ÆI干に属するものである こと。

さらに、 1 995 1f- 11 刀、 1 : 1 - ' 1実 |均 によるおr Ii:. ~ 1111
11 の 1i1 lí ~科 目支店件に WJ する ili ~~~の|人l

作を受け、 TIJ~ びt11IJ r~ の改正が行なわれ、 ~Ví' l豆諸!illl/! の íilli 1科技 iどに つ いては、 199G

年 4 JJ 1 日 以降に承認、された医薬|引について辿i Jりされた口主な変吏 JJI は、H!耐!Jî J則U切!↑

j力川川)1川11 t:算1 の 20% か ら 40 lyo への J拡j止広iよi 大、 有川 ，tJj : 力 11 算、 Il� Jj,y ,t't JJII X~L のた111 分化 と )JII t~( ネの公

1廷である 口そ の一方で、行川性力1 1 怖に|刻しては、より局長しい条 1l が設:ょl された口

，~Ðr )J~ '1生に乏しい新|豆諸~I引の ;rl~ 1111i については、 ;j;li J:1H 作川、 づりJ íj~ . 必)J* が うrtt 似した惚

数の医薬 JIlll が既に芸~1111i 収載されていて、それらと比較して有効性または~ゴリ1 : の

nf íillí が'存 WLIYJ に|汗!等私リ慌の場介、類似 !災基!:;l lJIll の 1111i 怖の平均を，lïi えないようもlIi 棉ノK

:èl(~ を設;とするとした口ただし、|訂J _-I4t JIJ\ 作 JTJ のもので Jlk も先行するものから 3 イド

以内か、 3 併 1 -1 以内のものは|徐かれている。これは、たとえ新 I~;~~IIII'I であっても

4 帯 11 以降、あるいは 1 fI):下発光から 4 イ| ミ 以降であれば、低い当日; 1i1 li しか設定 さ れ

ないことを志味し、いわゆる改良当りÐr* の IJH 発を iJjl íIJりする ことをねらった政策と

いえる 口

~Ðí' IK ~ 111I'11111i 栴の|人l 外怖だへの対 j，L; とし ては 、タト I}I で l先に j似ンヒ されている |矢 ~ IIII'I

について、外 Il~11111i 怖と若しい f~~lIt が生じないよう、収載 11 、Ij: において 2 れないしは

2 分の 1 を J~ える内外 1i1 li 栴 jt のあるものについては、佐川 *í出/咋:を 考慮し 1i1 li ~1併の

訓終が行なわれることになった口また主主イI lI i 1!i:1: 庄の透明 '1" [ : の作保が求め られる 11 1 、

1997 イド G rJ収，1定分カ込ら新|民主~ 1 1;1'1 とし て/除認され ~111 1il以 d配 された 1 1111 111 について、決
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もlI i 算定方式、算定上の比般対!!日:Jili、 ，~IIì JE )JII 岱のイ[}!住などの算定似拠について、~

1111i 収 ~I成後Jiliやかに rll I支 |おに~~~ ~ '1: した上で公 Jえすることとされた 。

なお、変吏された有IìJ[ )JII ~l の稲知および対象|豆諸~，'"I ， の純 1m は|マ記の泊りであるの

(十111 ] I~ )JII t~ の応知及び対象となる |豆諸!i Jilll の純 IJH ) 

1 .回 Wl 性 ;JII 算(力11 算率: 40 0/0 を )I~準とし、楽市IIdこ )J~~ じ 2 0 '" 60%) に似斜配分)

対象医 ;』諸梨来楽jL以依応i店だ!UE:3尚 lJ1fh仙J日l

7アア . 全く新しい治似によって 1Vr 先・ IJH .)c されたものであること口

ィ .凶作の|玄~，I"I，に比して、|り l らかに 1\:li し 1 イ 1 効性メは liぐ性をイ 1 する こと

が、符倒的かつ科学 IY~ に尖託されていること o ('1' 火~ 'lJl: 市議会の!府議

において、符倒的な J将棋に )I~ づいてイ 1 なに催れていることが IY J .(取 に i~l

イI lIi されたものと する口)

ク.対象狭山の 1~1~~ 体系に rfc 大な;;診但I_~ を 17・え ることが予位(され、治政 )i 法

の改 :百二・ iiliilよへの杵しい貢献が J~11 ，1j:されること。

11 .ギ1 川性 )JII mL ( L) (}JII 算不: 10 0/0 を~( ÿjf~とし淡 泊Iidこ jぷじ 5 "' 15 0/0 に似斜配分)

対象 |豆諸0 1'，， 1 ， : Itln J~I 'I " I :JJII 算の :3 当Hl の うち 2 つを jilli たすもの の

111. 有川性 ;JII X~ (IJ) ()J11 ti ネ: 3 0/0 を店準とし ~1"li に jぶじ1.5 "-' 4 . 5 (YO に似斜配

分)

点、I 象医薬 lull: 以下の必イ'1: のいずれかを '(1:"" たすもの n

ァ .凶作の l i;. &.f ， 1，， 1 1 に 比し て、 IY J らか に |11i し、イ 1 効 '1" '1: X はみ: .1': '1"1: 1)了イ 1 すること

が、存 .M~ (1/:.) かつ科学的に夫 ~，，:されて い ること。 ( i . ィと |斤j 係とす るの )

ィ.製剤半 (1句なコ;火宅!ì~ により、JJtι の |民~ ， III" に比して、 IY J らかに 111i し\ I必佼

1 .. の灯 Hl れ

iv. ï lï 場 '~'l: )JII t~L ( 1) (JJII 算不: 10(Yo を }Jç 1'1I~ とし決 1illi に )，t- じ 5"-' 15 (10 に似斜内己分)

対象|玄~，IIII ， J心者数が極めて少ないが~ J心を泌j 川 として欣認されたものである

こと口(希少波山河 川|豆諸li ，日
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v. iI j J劾，tゾ 1: 力 11 算( 11) () JII t~ ;ド: 3 010 を )l~ -t!' i とし J集合lI i に )J~~ じ 1. 5'"'-'4.5 010 に傾斜 IJ~~

分)

対象医薬品: Tl� J.お J)~棋が小さく新 IK ?J;!S I'III ，のtJl .1 発が少ない~先JJ ~I下に j瓜するもの

であること。( 1百j 極[ï，J 効 |lllll を合む dï 場 JJL 般が全|長?4!f ,',,1, 'iI i J，必の 0.5 110 木村1:1 であ

るもので JV. に該当するものを除く 口 )

②後発|天 ~I'd，のよ~1111i 算定

1993 {I三 11 ) J に設定 された方法に Y!l~拠し 1994 作 7 )J の後 1c 1豆 諸~I'III ，lIX'. 1肢はゆくの

ように災胞された。

I . 後発医薬 111111 が初めて薬 1111î 収 11没される場介は、その医薬 1'，，'， 1illi 絡は先発 llllJ の以低

自lI i 怖に 0.9 を釆じて t'J Aとする。また日正に後発 lll/l が l以 11配 されている場介はその

うちの J最低~仙のものとして算定する口

ii. 1 訂J HL1f併の収 [1主 llHll ト 1 !JqtUI.~ L肢のものと 1111~81'1I11 U をあわせて 20 ,', i, 11 を I~ える場

介 (1錠淀升邦刑|リl とカブプ。セ ルについてはその合計 lJl日11

j剃新1訂i たにリ収又 4故主されるものの t利仙側11川li 1特科は、 先発 l!l|11 の iJK 低イilli 絡に 0.9 を来じたもIIj 絡にさ

らに 0.9 を釆ごじて算定する n

その後、 1995 作 11 )lの 11' 1豆 協による辿訟の内科を受け、後先|豆諸!i JIlll の よ~ 1illîtt;l

定は JJIÚ: 次のように改められている。

I .後発 lull が初めて収枕される場合 l士、先発 JIll! の j最低利li 絡に 0.8 を呆じて算定す

る。またJtEに後 )C "111 ，が llXïlおされている以介は、そのうち Jlk 低:!1t 1illi のものと 1 ， 勀 

11 1l i 怖として算定する 口

]1 .同 jjl絡の収 ïl武 11，'i.J 1- 1 がはt収 11誕のものと 11 1 ~J'i 1'111, LI を介わせて 20 "111, 11 を I~ える J;/;

合 ( ~iìè nlJ とカプセノレについてはその介計が 20 "111, 1'=1 を I~ える 1場介)は、新た

に収"おされるものの 1i1 li 1名は、上記 i で 31iとされる 1111i 栴にさらに 0.9 を来じ

ですilkとする(後先 1111 が初めて収載される場介を|除く) 。

30 



4. 薬価基準制度の問題

( 1 )薬価差現象

主主 1i1 li )I~ f，(~ tlJlJ )立を公 i'1/~ fJ~ ilJ lJ としてみた場介、 r "11
1, 11 ぷ: J の機能は m 1'i' 1í. の !J:~ や仏~

肢の (1M似を 11 1'1句とした 「社会 I'I'~ )j~ ilJlJ J としての '1"1 : 1併が必く、 「川イ1利仙側iI川州11川1i ~栴科」火(ミ~ J びの〉機能は r '1'1 

1凶I根M のイ仏偏i品崩l市，~ ，(拘ú一:汁J などが存イ紅{正:する j場必合に資初狐~(の 3努効り功j 主半~卒~~~ド1式s (内 i配l月山1恒己分を 11 (1内句と して:尖iたミリ占施包される 「粁

げ治済f i'的'1判|内句 j規J孔~U制lJ川i司リ」 といえる 0 しかし、 ここで川定しているのは、医減機関の楽斉IJ lU，~人 1111i

栴(つまり尖質は保険者・への災対IJ rm 求 イíllí 棉)で あって、製~Ji!f企業の I~僚機 I~.J への

納入イI lI i l '併を )J~ 店しているわけではない。つまり、製薬企業は 1 '1 111 tt 1111� 絡で I~~ 似て機

関に使川楽斉IJ を納入できるため、|哀僚機関の楽河IJ !lt~ 人イI l1 í 絡 が諸!日Illí 1~ 准イI lI i 1科よりも

低い場合 、 その差花氏の ー すI~ は収入として|天僚機関に似仇とされる結果-になった。 ヤ

れがいわゆる「架仙i先別象 J と1I'y.ばれてきたものである 。

( 2 )診療報酬改定財源としての薬価基準改正の位置付け

1972 年 1 rJ、 '1-' 1長 協は、 ~1111i 制在に|則して、 jJ~ イE の;J;!f1111i )I~ y.l(~ において見!げillí と;た

勢 1i1 li 栴に :íf~ Imr: があり、それが診旅 .':~I~ 州H 体系の適正化を 111 L ~J;: していると lllW~ し、従

来はほぼ年に 11司実施されてきた;!ß 1i1 IÎ 制作を何年 4 rJ を制代) J として尖胞し たり、

取引 尖態の経時的変動を訓先するなどして災歩引illi 絡を反映し たÿJ日illi を設定すベ c

であると処議した口また、 診 ~~~ ':;，~州tI体系のl0i L[ 化との|共J Jiliにおいては、 \I!I 分の II\J 、

~ 1111i )I~ ~V~ 引 下げによって発 ' 1-=. する余締金を 11 f/l ;:l: ~斗に添 ))11 する ことを折、J 出する との

行もx]議した。こ れ以米、この ill ~l~ 内科が j)~ イ 1 : の診僚側酬改定のよL本 )jtl ' に依然

として fL ~j~ している。

5. 1997 年，_ 1999 年における薬価制度構造改革を巡る政策提案と今後の課題

( 1 )薬価制度構造改革議論の概要

来イilli jjilJ 伎十II/l fu 改 ;112 の 1 1 1~~1{ は、 i 医薬 lull の道i 11:. 似川を 1)[ す、 11 不\''1な楽似たを
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解約する、 iii .1盃j;!i "11" � � )必に健全な紛争 Jj;( .J:1 I\ を機能させる、 iv , IlIIﾎ JUI íl':.) 新来の研究

LJI:j 発を抑 illi する、とい う 4 人11 に集約される 口 ' 97 {1:. "，-， '99 イド r~J .uú にかけての ~1"li ;jIIJ

度改市を巡る議論において、厚生/灯、|支流保険 fRitil : 瀞;話会( 1長川市)、仏~J.，~保険制 l

介辿:合会(健保辿)、 11 本 I~nl jí 会( 11 I~ ) 、 11 本来庁IJ i':llî 会( 11 ~)、 11 木製薬卜J'11~~ 辿

介会( 1 1 決辿) 、 17・ }'t 医療保険 tlll] )主改 JlI〔 協議会 ( Ij・党 |お)、 11 本純計府卜J 'I f~( 辿'，P， i (11 

経 jili) 、約 tff 1可!休Jili合会(辿介)、各政党などがさまざまな保栄 を ，' 1'，し たが、 11 本

共産党を |徐くすべての 1]-1 休-がりl行楽イîlli lr~ Y1I~ ilJl] JJt の雌 1 1ょ ・抜本 (1分比川しに伏広を表

Iy ] し、新 tlt lJ JJtについては、~の似: 1倹{賞巡 |以 j交官íî を定める胞策として 1989 イ 1 ~に ド

イツにおいて初めて導入された参 J !日市I[ i 絡fIIlJ )文の 1 ' 1 本への iliii 川と、 そ の?をの dï J幼 (1IIi

栴 t l j lJ )jt への移行に議論が集 ' 1 ' した 。 しかし、 ドイツでは J，~本I'I!，-)に誌は n 111 filli 棉 11 ， 1]

であるのに対し 、 1:1 木は公定1illî 絡市1] であるといった成 j売卜ー の 相 述や、参 JK11111 i 持制

度を導入した諸外国での効栄が九:しくないことカミら、多くの 川泌が J行摘されたの

に )) 1 1 え、 J}~ 行iIIlJ 1支を雌 1[: する必然tl: の布 1!t'i について f淀 川制するな比もあったn

五， ' i )，ム 本 J!日告 lI i 栴fIíI] JJt 導入に |則する議論は 1 ' 1 紙に反され、抜本 I' I~&" I~ の災施は比

送りとな り、 2000 年 4 )J の楽 1111i 基準改定においては 、 ~ {lllî 7 010 づ 1 rてげと R2(Yoが

tJ(!Ëし 、 来 仙i 改定方式を r �l'j ~必 二t~~11 Il î 桝 引r 豆、 |リ句 作I訓悠 11' 1υi パ J と |呼称公民し

j見行 tIl1J 肢の枠組を靴作 しての改札:に帰才7 したの しかし、 ) 1州1ソυJ正: I生L:ミノ作r斤;は |け1' 1医去 |協均 . i2諸米来!l以批応~点!t5::: イ4利仙州|リ川川11川l îわiいJ ，'

|ド川11川|け1 )川'~: I刊|目l 会に {促足示した 「論点 4点終i笠さ P別|日!υJ の |リ1 ' でで、、 r R 1 11~\); 式の防 11 : J を|リ l 仰 に Jru \ し、 H l ~t

~~担' については医療経済実態訓究の系山県を附まえて検討し、必要な場介は;hß {dl i に

釆せて ~;I~ 1iUi することを従来f している。したがって、 2 年後には ïlf び~11lJj IIJIJ )Jtの抜

本 1 '1':.) な 以 ïü しを余儀なくされることは 1 1'1] Jitいない 。 本的i では、 一 辿:の:J;S1111� 1IIIJ )支附

治改 ~ I" : を選るおもな促築:の論点と 11 "1 JW ，'.'J_について比 '1皮し、今後の ?J;!SイIl l i (I， IJ ).交のあり

方について検討する口

( 2 )おもな改革案の論点および問題点

1 )償還基準額制度(厚生省， 1997 年 8 月 ) 、実購入価・給付基準額制度 ( 与

党協， 1997 年 8 月)、薬剤定価・給付基準額制度(医福審制度企画部会.

1999 年 1 月)
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①提案の概要

償還基準傾制度、薬斉1] 定合Hî .給付基準額制度、 実購入イllii ・ 約十J-.~Ì巨額制度 の J~

木的な考え方は共通している。つまり、医楽 11111 の 1d'î 格 については dï場取引の実勢

に委ねることとし、医療保険から償還する基準額は、市場の実勢価格を)J;本とし

て定めるということである。つまりポイン トは、第三者支払機関により、薬剤に

ついて支払基準額を設定することにある。これらの制度提案の枠組みは、 ドイツ

の参照価絡制度を基木にしたものであり、 医薬品のクソレープごとに給付基準額 を

設定し、銘柄聞の競争環境を整備するとい うもので、俗に r 1-' 本型参 照合lIî 格制 度」

と称されていた。実際の保険給付額は、給付基準額または製薬企業の主体的判断

による薬剤定価のいずれか低い額を基本にして決定され、給イ、J-1走、准額を超 える存IS

分は患者の自己負担になり、下回る場合は購入価絡を償還するというものである 。

医療費'にかかる自己定率負担は、医薬品については給付基準額の上限に適用され、

基準額を下回る価格で医療機関が購入した場合は、実購入額に対する定率負担に

なる。表 1 に現行薬価基準制度、薬剤l 定価 ・ 給付基準額制度、 ド‘イツ参照側絡HlIJ

j支の比較を示す。

②提案の論点

これらの提案が、前述した薬価制度改革の目標とどのように対応しているのカ

を検討する。提案側は本提案のメリットとして、 i 医療機関の実購入価で保険償

還されるため 公定価格と医療機関の購入仙の差である薬価差が解消される、 i

効果が同じ薬を同一グノレープとして医療保険の償還限度額を定めることで、医師

や患者のコスト意識を喚起することにより、薬の多用や高価な薬への移行傾向を

是正し、後発品など安価で、効果が同じ薬の使用を促進する、などの点をあげ、薬

剤使用の適正化が期待できるとしている 。

また、 lll.償還限度額は医学 ・ 薬学・経済学などの専門家及び関係者で構成する

作業委員会で決め、算定結果およびその依拠が公表され、その恨拠に基づいて現

行薬価も再評価されることになるため、結果として価格設定の透明性が確保され

る、 lV .薬価差を発生させるための価格引下げ競争を解消し、健全な自由競争が働
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く市場を形成する 、 などの点をあげ、来の 4vF:先・ IJI.j 発勿ノJ が 1i1 li 栴 に反映されるイ仁

創 lみを導入することに貢献できるとしている 口

③提案の rl\ l 題 点

衣~ 2 に 1: 1 本当1) 参 J!日市 lI i 栴 1IIIJ 肢に|却する関係団体などの -t な広見をノJ'すが、これら

の提案に刈-して、ゆくのような川出 }I'~ が J\l 1i~;ij- された。

a) !ltl~ 入制li 給付の実施可能性

IllW 入イilli 給付を尖行するためには、立11 業析から|去僚機|長l ・薬局の II\J の 11)( 引制作、

医僚機関・来月 U\J の 取引イilli 絡が {ll1il )JI J に li{H }Ëし IL 怖に記。 ~R されることや、 |豆 ~h~ 1'11'1 卸

業者と医療機関・薬局の個別取引データを保険者がむ.1Jit し、{芦 r&~ tJ : を {推認、する必

要がある口したがってこの対策としての組常資'が i白川発ノ|てすると -y~ 1JJ される」二 、

不完全な形で尖胞する ことによって、不:ïE な ~1illî i~ を 発生させる可能性がある 。

b) ~イI lI i への影響

JJ~ 行楽イilli tlJiJ J.交 では 、 これまで持続的 に公定~ 1i1 li が(氏 下してきたの 別行 f1ìIJ )Jtτ にお

ける公定説(1illi は ïl ﾎ J..J)j -fdli栴の )JII 主平均値 を ]I~他とし て決。 kとされるから、|矢吹機関・

薬局の在11 業者からのHt~入イilli 栴が傾向1'1句に低下し続けてきた。 こ れは卸業者、製集

会社が医僚機関 . ~J0J に刻する納入。li絡を低下させ、 ~1，lI i だを 拡大し、これによ

って版 }ê 1査を ]- 1;1，/ )JII させようとしたからである。ところ が、新1IIIJ 皮で ~1111i Jf: がなく

なれば、 I!& 1~~ 機|刻・諸~ )司が a:1l 業者-からの納入もlI i 絡 を 引下げようというインセンテ

ィブは、卸業者、製薬企業、医療機関・終局のいずれにもなくなる n このがi J位、

主主自lI i が i勾 JJこ まりする可能性がある 。

c )製薬企業の研究開発 (R&D) に刈する修響

この 川)起に|刻し ては、まず従来から笑施されてきた~ {,lIî � 1 下げが I~_~ II~I
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IJ日発や流通|師にどのよ う な彬併を及ぼしたのかを分析し、 i楽必自利仙側11川lîl制11川i川リ J皮主 4改( i不"下tt[ がノ今?後の

|医玄 :楽4以応iだS ，'，日山)

ぼすのかを↑ザ慎t兵~ I霊E に予討訓抑測iド川|リJ .検百討、'J することが必!必~必L2[ でで、あるが、 グ、ノレ ー ピングにより先発

医薬 11111 の仙i絡が引 き下がったり、特許権が 1 - 分台I~ 1îlli されないと、がí- ~ の M: ヲピ IJI -J 発

を I~I L 宵するとともに、適正佐川に文 IIÎ~ を氷; したり、 d j J必和li絡を大きくがめる こ と

によって医楽 llll1l の次店供給や的側提供が|み|雌になることが懸念される 口

d )店、者負十1Lの不公正 r~/l:

本 {比奈の j凶行 は医療機 I'~-J と薬局に刻する 1~~ I倹からの的.ìhl l悦 j史館i を定めるもので

あるが、これを 1也えるl'm分は山者負 i"llになる。処方の fm lJIù によ っ ては出1'í- ，[~ 4-11 が

ifïî 飢になる。さらにこの忠者負 J立制は同 ー の!豆諸5111/l 処方であっても、 Ú:IJ :走者ーから

|豆流機関 ・~局に刻する納入イI lIi 絡 によって以なる可能性がある。そして、山者の

定平安t 111 ffl~ 分については、それが伝来 111111 の償還限度制に対してではなく、 I~ ~成機

|共J • 5l;長 );~J のHt，~入イIUi絡に刻して設定されるのであれば、|反対t~1共J • ~ )"J 0) !U，~人 1i1 li 怖に

応じて j心者負担が !N なることになる。 JWi 切な J心者負 1-1 1 のノk 市、 j品イイ- 川のれ Hl 従ti の

不公平、それに伴う，む手?の混乱について、慎重に検討しなければならない口

。)イI lI i 怖の Ø! iI主化

償還)~~抑制li 栴 IIJIj皮下では、~~'げ1 :JDI nn 切れの|口卜-成分の|哀楽 lull は|百| ー グノレープに

分刻されるため、|汗l じ水準の償還基準似が設 iとされる。このため同一成分の|返?!tS

，'，，'， Im のイilli持続小は起 こらず、それぞれの 111li 栴は償辺広申告(jに似点し、後発|民0i!i1'"'' 

の TI ﾎ J)j ， 'i 有半が低下する可能性が大きい。

2 )市場価格・購入価給付制度(日薬連. 1997 年 8 月)

①促突の概~

このtlJlJ 伎では、メーカーおよび íHlは 1<1 己責任において仏'il 々の|長 必 JIlll ごとに JI反先
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1dli 栴を (1 主i'1<.! に設定し、|医療機関等は、|長波 L の ldli 1111( とfIII i 桁を似案し、必!必t此必:;2J:: な|医反

~J必栄柴!L以依民J止長t主:i; iJ1日11

当準E にして、そこから j心者定率引 4'1lを去しづい、て友払う。 di 場合lIi 棉. J!I'f 人 1"li 給付-tl ，!J

(以下 T[ ，- ~お ldli 棉 II ， IJ ) と M í1i i の{桂三さの人-き な迎いは、医薬 JIlll に I~J する保険給十J- に 1-

|以似を設定しないという以にある口

②十必~の論点

本 tjd 突が、Y1ß自lIifljlJ 皮改革の 1] 1~~1~ とどのように対応しているのかを検討する n f必

然似IJ はまず、公定された償還(限度)もlIi怖やイ仕業の作品It1dli 怖です;がイメ (1 : せず、|反対ゼ

機関等の:克服入イjlli 栴に必づいて{賞還されるので、 ~1dli )'，~が発性しないことから、

12~ 械機関が|支?!iß ， 'J7，を選択する|燃の経済的インセ ンティブはなくなる n したがって

楽 lllli 廷を作る|ヰi'1~ で過剰使川や不Æ1i 11 : な使川がな されているのではという疑念 L

仏はされ、医~，~'，I ，の)j'f 1)\ に|然しては、!JJ者の炊 11)'; • J ， 'I~ 状に対して I~ ヤ: ・~ヤ 1'1句 に

段:Æ1lという観点がより司工作1 されると共に、 j心者-への医械および医薬 llHll 前械のりFJ ノj\

が jfr)I(することによって|長楽 lull の適正仇'川が i1t 江主される。

沙次く に 、 |医豆 ;2芸梨楽4梨以終~返!tE::: lJ1日仏日

2諸梨栄楽~返!t5::: lJllVl川JlJll でで、なければ J市!打1J均場でで、 :r司汗1干|ドq利仙似11川li されなくなる 0 つまり l ，ïJ 一 成分!r' lrJあるいは知似成分の

医薬 Sr'， nりでは日 1111i絡楽ほど r，~' )fJ 対効来、 !jJt， 川対{災保が生じにくくなるため、製メI~

企業には、削JDJ i'I'j ~9í' ~の創製にのr究開発へのインセンティブが働く。

そして、|夫政機関には、 Jl~者に烈せられた定率 :負仰を/lj- )，út し、|医菟米柴:lJ1lVl川dlJll としての

h利仰I町日f! 11値立が|問司じでで、あればよ り低泊利仙州11川li 1栴.科作の |医豆 2諸梨楽J長!Gi lJl川lj}

|医亙;楽i以応!巳~ S，日川lihJ;}1UiJhl1l を i選3笠fl択j尺ミするというインセンテイブブブ、守、が (仰働耐励j きき:J劫少必;くなる 口

③従来:の川辺 J

この改 LIlti 笑に刻ーして次のような川)必}，I ，Z が桁摘された。

• TIU材 fllli 絡を II~怖に氾 j1j{ するための法相性格的に rl 11、?を嬰する円

-医療機関守;が JU'J 入するもlIi 絡が、|百j じ銘柄の医薬 JIll であってもた JI( が /1 :， じ、そ

の差以よって j品者負 +ll lf{J'iも見なってくるため j心者負十1 t の公平性に II\JJW がある。
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- 給付-1i1 li 絡 に上|似を設けないことから、 11i li絡が 1'，'，'j .Jト.まりする危険性がある 。

3 )薬価基準制度の見直し案(臼薬連 I 1997 年 8 月 )

CD H主奈の似:(~

本提訴さは、 lì甘述した r TI Î 場 11i li 栴・JlII~ 人 {lili 給付-tlJlj J へ の 1 I
J Y' ， 'r な移行を 1 1 1行すこと

を雌円としているが、ヨ~1111i lJ; rtli 制度改革の議論i が小;桁化したち'í f)J の状況が佼化し

ていることを勘案し、~~行1I11j JJrに おいて見|立すべき JJA を桁摘すると Jl: に、 ~11 1I i 制

度改革を検討する|僚には、診療槻酬体系、 ifdl船 二行|豆減、医療保供体tlJlj な どの改革

についても同 11与に検討する必要があることを必制している口

②促笑の論}，'、L

本提案は以下の論点を合んでいる 0

・↑!?械セ ンターを設世し、 j心者・への 'lùNÆ IJ I :J ぷを促進する口

・公 J[ な第三者情成による イI lI i 料設定機 |引 を設出し、加r~ の 合lJ i ~科 jilt ki: を -- )1"'/ 透

明化する口

. j゚ 1dli )'::: f(j!1~ n'í のために、 ï l 1 J.劾 'lllli 怖を ~'("Ii)，~可li へ反 映 させ、集 1dli 女lÆ に|然して

JØj正な取引き条件棉先および?~斤IJ の 11-1 将来1 - の透明化に努めながら よil1dli ) ， ~ '((11 U 

凡同しを図る 。

-後発 A11 の使川促進 を I~I るため、米 IJ~I ~平にて作成されている「オレンジブック j

tt l )のような 1 :lj 1 J" 物を作)1えし、良質な後先 ，'， i ， U) 仇~) 1 J 促進への J，~ ),1}t ~i冬山i を 1 i- な

つ口

4 )医療構造改革構想、(日医 I 1997 年 7 月)、医薬品供給機構構想(日医 I 1997 

年 8 月)、薬剤制度構造改革の提案(日医 I 1999 年 5 月)

①促奈の概要
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1 ~ I 本|豆!'lllî 会は、 ド1111 イilli 棉fHlJ や参J!日 1111i 栴 ilJリの川畑点の !fJf(Ì)とを lì~ 1).ょとして別行r1jlJ }交

の廃止を支持し、 1997 イド 7 )J に発表した r I~ 佼{十村仰仇川tfず尚背l/F的V町町t庁jj: jむitむi I~比j文( l'小l'卜I川lhに川t斗斗L ~ 

常 M瓜似;江l 資と しての;ヨ主梨染楽~依終~定!t5::: 自和仙仙11川li 差をなく し、 t技立や制術|肝干料料.を p刊J . f;'計計、1千|ドL 和仰側li すること、 11 必裂な|夫*")1"の安

定供給、 HbJ入可能な 1i1 li ~科技えとを可能にすること、 jjj. 述i JE 処 )j を 1:同州することを 3

j爪 1 [1 J とし、架合lIi JIﾇ '[14 W~ JI二 後の lt 体 I'i'~な保険;ìN 求 )i 法改 Jlt 案として、

. ~Vr 5J;ß制 IÎ :メーカーイ L 切 filli (,' U 111'1: 1Ill i 桁)とする・・. . . . . . . . . .・( a ) 

・ HIW 入自lIi : ( a) +流通手数料(店本を設定)とする・・・・・・・・・・・( b ) 

・保険訂PRfilli : ( b) +来月IJ 符 ßl! コスト+ 1�'j 1~1机とする、などを促策した。

その後、 1997 イ1下τ 8 ) ハj に発 氷表.した 「川|医:天l正~~芸梨楽!l以応J返!5ミ lJ1川11

え兄辻定iじt+機幾 J椛;ifず咋fH此'1昨'/J: による f市巾制líl川)1月|リJj_皮交、 11 保険|歪 ~"III，・材料などの引物供給(I)IJ )Jt、 111. 物と技術の分

断を前提τ と した医薬分業、の 3 家:を提案したが、1"1 ' でも tr5 2 楽である「現物 fJt ki行

1IllJ J iJ:ど)を有力笑-とした。そして楽 f!l li fl匀J 度改革については、 1999 イ 1 :: 5 JJ に「去住所IJ

fl�J )交附造改革の提案 j を発表し、 ~ 'f"litlì lJ).庄の II\JJlli は引行fIllJ)交の改背 (R 1111,'; = 0 

~汗IJ ~~;耳目コストを診僚報酬で ~'IZ 1ílfi) でも刈応可能という Y~WI~ から、 i よ!長所IJ I~，J Jffi 技

術料の適切な詐イilli 、 ~f!l li 算定方式の.ìJti:ïE化と透 IYJ 化、 ij ..I}~物給付tIJリ j交の 15そ州、 iii .

flilJ 度改革に fl~ う J!イ似 :i-JJ 米-の 検証、 jv.~ 庁IJ を )Jリ仲化した (1 し~ j~ 111.設íl:の 1)1 = 1除、楽月IJ

の「抗: J と「安全↑'~I : J の(権保、を )I~木 )Jt(! [l J とした の 以下では 11 本医r:11î会の Jlk ZJí' 1結

集である「薬剤 flllJ )Jt H'i &改 JIlt: の促笑 J について検討する。

②fJl:笑の論，'，'、(

~1i1 liil ìIJ 度改 1i12 に 言及している部分に|以 Jt して;命，'，'、L をま とめる円まず集合lI i 設 Jlごに

ついては、その似 J処や検討プロセスを透|り j 化するため、 ~1111i l~'l Jとノレーノレを検 IÎ 、けー

る専 I"j 部会や、」主体 (1りな ~1"li設定のための作業委民会を設問し、 '1 ' 1夫 協の ~'fî /~ () 

下に府議したが;米を取りまとめ、以終決定は '1 ' 1伝協が行なうイ l ~ *11 みを H'f 策するこ

とにしている。またろl行の決自lli 算定ノレーノレを凡 11'[ し、薬剤経済ヤ 1'1分制点を約凶 ((J

に j主人した_I~.で適正に許制li すべきとしている口

共体 (I~ には、|司一成分内で|臨床来月II 学的に I'IJ 一作川の薬剤であるにもかかわら

ず銘柄仰に見なった 1111i栴が設定されているものは、その不~I. うど (1<) かつ'合:飢 I'I/~ 似 J処を

I~j らかにすることを求める 口 似 J処が|リ l らかなものについては、 j市 W{ JJIJ に来イI lI i を円
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設定し、似 J処が IYJ らかでないものについては成分仰の ljí. 純平均点式により|司 -~

1!1 1î を設 iとする(単純平均);ょによる ij長官Il i 設定) 。 ただし、 dkiごされた:JilS 1dlî0、ドのメ

ーカーによる肌け川薬1111î )J式を認める(J�l"! ¥ ~ 1111i )j よ)口成分 11): の ljí.純平均 )J式竹

によって同一 ~イIlli が設定されたよ!1!i斉IJ については、次 1 " 1 以降の諸t111li L!1c Jiごの|際、成分

m の ))11 J[( 平均方式を持入する 。 ただし架イíllî 設店の J，~ r(1'~ となる ~11 1l i 実態訓代はのj:イド

尖泊する。

③促案の 11\1 題点

この悦楽で言及されている lj].純 } IL 1勾方式に刈し、以ドの WJJ必 JJI が ll1 1ì前された 0

・先発 lull と後発 lull の 1dli棉 芳:は ïlï J.坊が判断した ~，' i 月比-であり、 lìí_純平均 )j ;:にや平均 1U' (

など、製造コストを考慮しさえすればよいという似合Ili 主義は妥、11 ではない 口

・ r: 1 本の長 JU111)( 載 lull の自Ili棉水準は数次の~イílli IJ 1 下げによ って IJ~II際 !'I<) にも低い 7K ~/! 

にあり、情制収集・促供を考えた場合採算が 11文れない状仰にある。

・ )'C; jß 1 1，，' 1 と後発 1 111' 1 111 J の品質の 廷が懸念されている ' 1' で、 )Jえ分が|百l じだからという

ねり処のみで同一にグルーピングすることに対して強い低抗感がある(1:川口

( 3 )考察

以上、 97 イド"-' 99 イドに おいて必イIIli fIJ lJ 度改革を~ってぬ論された代表 I'i''.)な似楽に

ついて、論点と 11\1 J(百 点について概折したが、 JJ~ 行f! ìlJ 広三の雌 11 :を lìíj 出 にした促案と、

況行iIlリ J交の利主将を i官[艇とする従;宗とに大 ))1 J できるのしかし後-tí-については、出 I(~

J)~行制広-の維持を支持しながらも、別行 ilìlJl立の 1 1\ J )(!j }，'~(を徐々に & 'i(';~ しながら、近

未来の 1PJ; :G.i 改革に I t'j けて段|併 I'i''.lに備えるという芯識が強い n

ろL 行lI ìlJ 1立.の改革案では、 1111i 桝 )1ラ )Jえは取引の尖~~に委ねるという JJ;( L !l 1 に立ち、|正

佼保険 tlìlJ J.交の枠内にあっても、+~ノJ rm. E(，.似}1j!を雌ィ~に機能させることが効本化に

~がるとの例 JJA が主制されている。しかし楽汗IJ を保険給付-するという IÎ勀 iJi:である

以 一|ょ、薬剤 1111i 栴を|士l 山 J31 守l に完全に委ねることによる ;J;S丹IJ 111'i 栴の It~，'i JI殺は lï'l 避すべ

きであり、そのためにはある杭JJ[JJL flJ lJ を設ける必必がある。

参J!日イilli ~科!1JIJ}交将入に|対しては、 1"1本と欧米諸国の I~ 彼 IIJIJ JJtや医療を取り巻くれ:
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会 j炭坑などのイTI 泣を 1!!'~ -視し、既存のシステムを始どそのまま 11 本へ将人するとい

う似 }1
1

\( で検討したため、議論が tlt ，r，t し*，'011) '1 ' 1析してしまったが、今後導入のよJ:11: 

を検討する|燃には、 11 本における政策の:;t行可能性を鑑み、 111 而i は[使川した楽

斉IJ 1~{' の請求は、 ïlï場実勢1flli 絡に lL~ づいて設定された公定111li 棉(ノトの場介~1J1 li) ，Ç 可fi )

を目安とする J こととした上で保険償還の J二 |以(参J!日利lí桝)を ;Bt íとするという 1'1 行

保で検討することが引:史的ではないかと考える。

6. まとめ

今後の ~{illi 政策は、必民としているすべての同氏に I~吹サービスを促供寸ると

いう公共性を民主'{し、薬剤給付は保険給付・とする前従に立つべきである n また、

楽の利li値を正当に評和lî するという意味では、もIli棉 j形成は llx 引きの尖勢をより反映

させるという庶民リに立ち、市場原理が健全に機能することが望ましい。しかし、

抗状において、 一定 JI~ びに官lI i栴を ï!r場 )J~ßJl に委ねることは川 Jtlli が多く、かつ 11~ lJ~ 

}:[ (I~J である口

rl 木の現行 ~1~li 基準iIllJ l交では、，';，'， 1==1ごとに 1i1 li 棉(楽制li) を I~I が公定し、令制保

険給付しているが、来自Ili の設定は~1~li 訓査の出，J[* に 1~ づいてなされており、市場

;定歩!〉イ日 li 栴をより jL:-1j'(n に反映させるとい う市場 1i1 li 絡主義を尖践している JI.'~ は大きな

メリットであるが、 ![TJ，坊を主めるll!I京を|ノミ!包している口そこで、 \I_í i(,i は別行 flìiJ 皮

下における IIIJ 題点を順次検討し、市場に tEみを与えるような 1i1 li 絡制整ルールを泌

JI二し、 |玄佼機関と JjJ .fí- のコスト意識の!喚起や保険有機能のリ由化を|玄|れるような体

tIJIJ 作りをはじめ、 ~Vr iliGの楽 1íllî 設定プロセスの透|川化、後発 lull の l日

十 1: と公定供給の{佐保、 wc イ子決や従米の汗ì ~~t ìL と比 '1決した ~~J 川点、J ~JJ 米分析 /1・; の料 t!r・

'I~I: 司( 1îlli 、札i者や|亙 gで機関が 、もlJi 絡而i を1\めて適切に薬剤 を選択するために必裂な

'1訂版提供が Æ1i 叫に行われるイー1: 刑lみの終的、などに jぷ )J することが必叫である 。

JJLIl U~ 

バ 1 )臨床上の同等性 ~f もI li を付記した承認決リスト ω 11 本では、 1 -1 本公定 i!F I励会編集の
|医哀 j此I京: 川 |医五 ヨ諸梨楽t止応!UI川lバi

1山i主i 己υ) 仏以ミ |険倹 f者庁 、 在幻仰IJ 、 2来i長5 斉剤|リJI':山山削川，1U川川:1川州|リ則li 会 、 |医芙 !':精� I協均 1，同i訂司~J 忠刺利Il 介 争等下 に よ り fl医~ ~ヨ諸梨染~以侠J長!主~ ，'，川1hV川i ， -fり供j共l k:給〈令川~1.機;幾提十h村州F昨V昨'~ J を ;品設;文t i也泣 し 、 |匙
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~J，版A皮c -(~.保i呆ミ|険倹で{使史川される|医玄 i柴j』以応J定!UI日i

川でで、 1れ;í、i'i í;汁旬1主;行し、!ll!!~企業と宣伝州ごとの(Jlli 桝交渉、 ;ll!!~企業への|民y;!i 11，，1 1 強 Yl : 、納入、

代金支払い、 I'~己送センターへ|民流機関への I 'Æ ~ 11,,11 I'~L!. i差{氏刺を行なう ωI'Æ ~j;{ 機|具!は
I~ 楽 lull 供給機梢へ銘刷fiJ:に医主主 JIll を発注し、来月IJ 竹; )ln コストおよび技術料分のみ

を保険請求する ω 保険者は決方IJ 1!t に 1~;J わる山者負担について保険料などのぷ払い
の|僚に忠者との 11\1で訓 11E する 。ま た 1t: ::.!i!S 11，，11 の Mëiwi品川全般に 1 ~~ J 寸る川 hhl を Vf; 似す
る、 r I~ 楽 111111 流通 1，:gJ: .H~ 機十|昨 j を設立する。

(1， 川厚生省では則正1: l.t[イ子の後発 l引の lull 質をイi'M泌するため、Jk J~l 収岐の光裕 JIll を fT め 7
イド川で 550 成分について r~ll\ 試験を災地し、 IIJ: 汗和li する万 1 - lllij をよlli めており、 平
成 11 {ド 3 n-!}~ イE で G 11,,11 1 - 1 について治・ IJ I'~'l: に係る 1\11 11:'1 が j並j ui である ことを 昨認治:

みか、 flT ~'I~ '(Jlli 11 1 である 。 しかし金本ら (2000) は、昨 11 11 試験のみでは /1 ;. 物'ア:IYJ 
I fïJ 等 '1 " 1 : まで;平 和li できないとしている 。
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表 1 .薬価基準制度、薬剤定価・給付基準制度、ドイツ参照価格制度の比較

薬価基準制度 償還基準額制度 薬剤定価・給付基準額制度

楽価制度の基本 公定価格制度 自由価格制度 自由価格制度

.... . .. .. ・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・ ・ ・ー ・ ・・・・‘・・・・・・・・・・ 4・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・
. .・............................................ . . . .. ... . .. ....... . . . ... .................,............................................................. ..........・..... . . ・ ・・......... .... ............. .. ...................... . . . ..

対象医薬品 全ての医療用医薬品 全ての医療用医薬品 画期的新薬希少疾病医薬品を除く

医薬品
-・・ . . . .... . ................ . ....... .. ..... . ....... . ....... -・・・. . ...... . . . . . . . ......... . ..... . .... .. ..............・.・・・・・・・・ ・ ・・... -・・・.. . ..... . ........ . ............ . ・・・・・・・・・・・・・・・・s ・......... . ................ ............................................................................ 
適用範囲 入院・外来 入院・外来 入院・外来

.. .. ............... .. .... . ... .. . . . . ............ . .・・・・・・・・・・ ...................................................................... ........ . .. . ... .. ... . ..... . . .. . . . . ........・・ ・ ・・ ・ ・・・・・・・・........ . . . ..... . . . ... -・・・ ・ ・・..... . . . ...... . ..... . ... . ..... . ........ .. .. . . . ..... . . . . . ...... ... . . . .

医薬品の実購入価格 医療機関と卸との交渉により決定 医療機関と卸との交渉により決定 医療機関と卸との交渉により決定

- ・・・・・・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・・ ・ ・・・・ ・ ・・・ . ....... . . . .. . ........ .. .......
. . ...... ..・. ............ .. ... . . . .... . ........ . . . .. . . . ...... . . ... . .. ... .. . .. . . . . .... ・. .... . ..... .. . .. .... . ... .. ... . .. . ...... .... ................. . .. .. . .. .......ー・・・・・ー・・・・・・・・・・ ・ . .... . . .......... . .. . . .. . . . . ... . ... . .. . ... ... .....

保険からの償還額 薬価基準価格 償還基準額または実購入価格 給付基準額または実購入価格

- ・・・ ・・..・.. .. ... . .... ........ .. . ... . . ....... . . . ........... .. . ........................................................................ . . .. . . . ....... . ... . .. . ...・. .. ........ . .. . . 帽・・・・・ ・ ............ .. ... . ......... . ..... ............................................................................ 
患者自己負担 定率負担十薬剤定額一部負担 償還基準額より高い場合には超過分 給付基準額より高い場合には超過分

が患者負担。低い場合は患者負担なし。 が患者負担。 低い場合は患者負担

なお、いずれにしても償還額に対して なし。なお、いずれにしても償還額に

定率負担。 対して定率負担。

-・・・ ・ ・ ・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・ ・ ・・ ・.・ ・ ・・・ ・・・・・・・. . . .. . . ... . ... .. . -・・・・・・・ ・ ・ ・・ .・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・・・ ・・・・・・ ・ e ・・ ・・ ・ ・・・・ ・・・・・・ ・ ・・ e ・・・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・・・ ・ ・ ・ ・・ ・ -・・・・・ ・・ ・・・・. . ......... . .............. ... .... . ............. .. .... . . ‘ ・・.. . .. . .. -・・ ・ ・・・・・...... ... . .. . . ...... . ..... ... .. ... . ..... . . . .. .. .. .. .. ..... . . . . . . . . .

基準額の決定過程算定方法 厚生省が中医協ルールに基づき 専門家委員会が透明な手続きにより 専門家委員会が透明な手続きにより

原則銘柄毎に薬価を決定。 グループ化し、グループ毎に一定の グループ化し、 グループ毎に一定の

算定内容は中医協に報告し公表。 償還基準額を設定する。 償還基準額を設定する。

加重平均 +R~~ 市場実勢価を基本 加重平均を基礎とする。

-ー ・.・ ・ ・ー・ ・ ・・ ・. .. . . ... ... . . . . . .・・ ・・ ・ ・・ ・・・・ ・・ ・・・ ・・ ・ ・・ ・・・ ・・ ・ ・ ・ -・ ・・ ・ ・・ ・・ ・ ・・・ ・・・・・・ ・ ・・ ・ ・ ・ー.. .. .. .. ...・ ・・・・・・ ・・・・・・.. . .... .. . .... ，・ ・.. . .............................................................................. -・・・・・ ・ ・・・・・・ ・ ・ ・・・・・ ・・ ・・ . . . . ... .. . . . . . ........ ・ ・・・ ・・・・・ ・ ・ ・ ・ ー.. . ..... . ..... . .

ク"ループ化の方法 原則銘柄別 同一成分を基本。 治療効果類似・ 同一成分又は薬理作用毎を基本。

医療上代替可能な成分を同一グループ 特許期間中の新薬のうち一定範囲は

とする 。 画期的新薬等はグループ化に 成分毎。

配慮する。 特許切れは同一の薬理作用毎が基本

(出所:薬価改革・日本型参照価格制度)

ドイツ参照価格制度

自由価格制度

.. .. ............ .. .... . ... . ....... . . ..... . ... . ... .. .... . . .. ... . ... . ..・・ ・ ・・・・・・

特許切れ医薬品

............................................................................. 
外来のみ (薬局 )

. . ..... .. . . ....... . . . . . . . .. . . ..... . . .. .... . ......・...... . .. . ..... .. . . ... .. ...

メーカーが自由に設定する仕切価に

公定の流通マージンを加えた価格
.... . ... .. . ........・・・ ・ ・・・ ・・ ・・・・ ・ ・・・・ ・ ・・・・ ・ ・ ・ ・・ ・・ ・ ・ ・・・・・. .. . .... . . ... .. .. .. ...

参照価格または実購入価格

..... . . ... . . .... .... . . . . ...... . ....... . ・・・・ ・・・ ・・・ ・・・・・ ・ ・ ・・・ ・ ・・・・ ・ ・・ ・・・ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ .

参照価格より高い場合は超過分

が患者負担。 低い場合は患者負担

なし。 その他、包装単位別の

定額負担が設定されている。

. . ... . ... .... ... ... . . .... . .... . ... . ......... ... . .... . . ......... .・・ ・ ・・ ・・・ ・・・ ・

疾病金庫と医師の代表からなる連邦

委員会がグループ化し、疾病金庫

連合会がグループ毎に参照価格を

設定。 基準包装の薬局小売り価格を

基に回帰分析。

-・・・・・ ・ ・・・・ ー ..・・・ . ......・-・.... .. ........ . .. . .. . . .. .... .. ..... . .... . . . .. .. .. .

疾病金庫と連邦委員会がグループ化し l

疾病金庫達合会がグループ毎に参照

価格を設定する。

レベル 1 同一成分

レベル2 薬理作用治療効果の類似

する成分

レベル3 治療効果の類似する配合剤
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表 2. 日本型参照価格制度に関する関係団体等の主な意見

日本製薬団体連合会(目薬違)

米国ス製協薬会工医業薬協品会委員会 日本医師会
陛剤ピジネ

以下の理由で導入反対 以下の理由により導入反対
①自由かつ公正な市場競争による適正な価格形成がなされない。 ①治療に対するアクセスが制限される。
②医薬品の価値が市場価格に反映されない。 ②国民の心理的不安が増大する。
③医薬品のグルーピングにより、先発医薬品の価格が引き下がることや、 ③混合診療を容認することになる。
特許権を十分評価することにならないため、新薬の研究開発を阻害する白 ④医師と患者の信頼関係が悪化する恐れがある。
④医薬品の安定供給や情報提供を困難にする白 ⑤不正な流通取引きが発生する可能性がある。

日本医薬品卸連合会(卸連)
⑥医薬品流通価格が高留まりする。

以下の理由で導入反対
日本薬剤師会

①償還限度額の設定方法によっては、卸経営が困難になる恐れがある。 以下を前提に、制度導入について検討する」とに賛成
②流通コストの位置付けが不明確である。 ①実購入価格の正確な把握
③自由かつ公正な銘柄間競争を阻害する恐れがある。 ②優良なジェネリック医薬品の確保
④実購入価を把握するには莫大な社会的コストがかかる。 ③償還限度額を超える場合の健康保険上の位置付け
⑤1 物多価となり患者負担が不公平になる。 ④公平かつ透明なグルーピングおよび価格設定
⑥償還限度額を超える薬剤については、さらに患者負担が増加する。 ⑤零細薬局、中小医療機関に対する配慮
⑦制度運営上のインフラ整備が必要である。 ⑥患者の代替品選択を可能にする制度的整備

日本経堂者団体連盟(日経連〉 民間病院

[①②桝ゲIJ度は早急1=導入すべきである。それ出せて総枠予算制の検討も必要。
ループ化はできるだけ薬理作用ごとに行なうべきだが、製剤特性等の

①②薬薬価差は縮小しており、新制度導入の必要性が認められない。
価基準制度の見直しの是非は診療報酬体系全体の中で検討すべき。

違いに配慮すべき。 ③実購入価払いは事務的に困難である。
③実勢価格に大きい格差があるものについては、サブグループも考慮すべき白 全日本病院協会(全日病)

日本労働組合総連合会(連合)
導入には反対。現行楽価基準制度の抜本的見直しを行ない維持すべき。

I①②新実帝IJ度導入人賛成。
購入価払いにすべきc

出所:薬価基準制度の見直しに関する作業チーム報告書(平成10年 10月 23 日)



第 3 章国際比較にみる薬剤費適正化政策に関する考察

1 はじめに

わが|五|では、~剤 'L~' �'�1j 械を前 {jL とした|記佼 'fl!， .l出i 11:化政策が出I~~ 枕してきた 口 JJ~1 J 

の必もlIî l，~ f!(~ Wlj J.立-では、|ツミ .1~t 似|倹でカバー される|区役; 1111 1 1 (t1 lî 院は、 1': 1 が公的に l没 入じし

ている。 しかし ïl-j・ 1JJi での 11文 1) 1 きもIli 絡は JJL fIIlj されておらず、 1IIIj 1111î 栴 11\1 のぷ(決イI lI i);:::

と呼ばれている)の {( .(I: が|去 ~IIIIII 市民や I~ ~Ji!UIIII d � )必をだめている Ilfím'I"I : が lll11:;~' さ

れてきた口たとえばI':'~' ~'m (1 9 9 3 )、|十:j ;'ns (1 99 7 )は、 ~ll l1 i )，:: の ι(1 : が|民必 111111 市公:l止

を .ì~*IJ に していると;命じている。 JI~J~ ~L /tì は、主主(t1 li );~ W( 1ì ' í と梨市Il'L~' r'匀J 械を 11 HT し、

大!J I I_によJ;tイI lI i をう|下げ続けたが、池上ら (1994) 、池 1 : ら(1 998) 、 1)Lj J:I 1. (1 989 )は、

|盃派機関にはより日 11 11i 絡の ~~í'~ を初版 (I~J に iA!: 人する似 1 tlJ があるために、決イI lI i イr~ 1 

にもかかわらず楽斉IJ 1~' が J'lrl )111 していることを間仰するなど、 JJ~1 j' Wlj JJrドにおける

架合lI i 設どや i.!1li 'llll� 改定のあり )j を川)組制している 口 また 11l)~外 でも Gl'OSS ら(1 994)

や Jaco bzone(2000) が、|秋川、11千|主|の 玉Jj: 秒Ij か ら I~I ~IIIIII の{t1 li ~科別1I11Jによる来月111~' jß・ J1 : 

化効米の |恨めL を示している n

一方、決州仰の決k~ 1刈が、 柴山li l，~ Y(l~における ftII i 栴 え貨店もさることながら、む

しろ '1'I't 同 IJI.j 示の進展や、今後具体化してくる DRG/PPS (診断昨日iJ包 J目立払 f lJlj J交)

を ! I [III とした診僚側酬の包抗仏tIl1j (Inclusive Paynlent System , IPS) の拡人;によ

って jjl ki: される散の II\lJW にシブ卜してきたとの凡);も悩まってきた口 li~ 1hモ W ~liJH 0) 

包応化による薬剤費への J;~ ~.惇についての JX 1'f 仰 r 先には川拭'J (1996) などがあり、

特例許可老人病院に導入された包机払いílJlj (入院|反対t 作j:'l[料 IIllj)J[ )の Tfc\ 認 1，j; 1沈で

は、 Jl\ ~，{1，後 I~~ 決 lull の処方 111 t' 1 11 ~;Jc、化川 jjt ともに以少したリ，j .j Ilj'G が多かったことを夫

前1 : している。このことは、必所Il'N の川則は I~~ 脱出Ij )Jt全体と 1 ~:，l Jiliづけて検討する必

必があることを不 11.変している口

り~1'1: rl 本の|盃 1~t 1"~ 適正化政策は診械報酬の/L!J，折化 M~ 大を 1- 1 ~行し、:J1li所Illllli栴を公

jとする )j ji!'は変えていない 。 それらの政策が今後の|反対で供給の 1;)，刈: 1 L みとして明ま

しいのかを険討する上で、祁タト|長|の|矢吹政策及び Jと:行111~ ;出 11 : 化政策の))・ 1tl J '1 " 1 : を似

指することは12: 義深い口欧米諸国の|豆吹 fljlj)Jtおよび楽事政策を II~I 日 11 で単独に i以上

げた既存研究は多くあるが、その 4:、竹放を W~ I~Jr (1りに WJcl“ づけて比較検討したものは
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少ない。そこで本州では、特に i集計IJ 1 11' 適正化政策に ，行 1 : 1 し 、 11 本が政策立案 1 :. 行

11 している先進 4 カ IJI (イギリス、プランス、 ドイツ、アメリカ)の|医 :Jポ fljlj ) . .Q、

I~ 派政策・ ÿi 斉IJ ~せ述ij[ 化政策を繊|析I'I~ に比較検討した n

2. イギリスの医療制度と薬剤費適正化政策

( 1 )医療保障制度の概要

イギリスの|玄佼似 11f;t flllJ )皮は、 194G イドに1II1J f，とされた II~I L( 保仙サ ービス法

(N a tional Health Sel'vice Act) ドの|去山{以 111\;í r!�J J交 (NHS : National lIealth 

Se l' vice) に必づき、 j .WI の責任において似健|記波サービスが供給され、 その 1~

川の大部分は|司の一般 U--i.似から拠 11 11 されている、"保似|長況でサービス は予算の他

聞 1)、l です 1- n山fil'l'']に供給され、全 I'II 氏に対して ))~UlIJ 1!tf;料で促供されている、 111. 判的|反

対でやリハビリテーション|五佼などを合む包 1.1~ I'I'j な 1~ 1~t 保 IH;í である、という特徴を

もっo 従って医療財狐は|主1)& への依存度が日く、 1995 年のイ ングランドの数 '- jぺで

，fll.税 82.1% 、!品有ÞJ の 一 計1) れf1J- 2.4 0)) 、保険料 12.1 %を I'î めている o~庁IJ サービス

/~l}; を|派く NHS 予算は作地域の人口 ~:I行 ;iti 、 1~ 1i)1 ネなどを似j 楽して決定され、イ以弘ß

~tì から 12I1Ji H ，W人主体( J也 jj行政機関)へ配分される。

NHS では現物給付方式を採川し、 一 計I~ の 1"-'1 己負 +11 (外来~斉IJ 1~' ，歯科診が足代、

検 III>!にかかる費川など)を|派き 1!眠不1 . で|玄 1M サービスを提供している。|五|民は、各

地 12Zに後 j哉された IJ\~I 業|天の 11 1 から 一般家庭|長を選び、予防偵小r~ 、診然、検1tなど

の j111 ゆく|記肢を受ける。!:，Ii 1"11云への交診や 11)'; I~)~ への入院は、 - f;l比五 j必|去の品目介が

必~2:であり、ゲートキーパーの役 'htl を米たしている の 11)i l~j'G では 一般ぷ j必 12~ からの

鮒介を受けた j心者に診燃や入院 lfì 1~t を促供したり、外米 7fì 1~ても - i刊行なっている 。

ー ー般家 j必|互によって処方議交イ、I を叉けた j心打は、 )J~ 本1'1'0 には NHS と契約をれ1; ん

でいる染川で主主升IJ の交付を受ける 。

( 2 )診療報酬制度

一般家 j在|去の診彼 \:~~酬は家庭保弘tサービス )J!I )I~J との契約に ll~ づき文払われ、 )I~
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本I'I~J には、 i . )，~本診 1~ T-.、 lj 、 11 人以 ~I~ 州 、 i ii .11'1 氷~ 1山i 払い 1m 介、 iv .1'1' JIJ rm 分とい

う 4~ 茶・で、十I'~J: )J，比され、診彼所人イ'j: 1~ 、コンピュータ終 1~' なども~~Iì 1リJ されている 。

地方 -!:oJi: 務日の許可を妥:けた予算特別家 jft 1去は 、 :hJi 1涜サ ービス 、処)J~ 所1I の !i~' 川 を

合めた予算を CI 分で~~; ßJ! し、 :Ji)'~ 院と例 JJI J 交渉をして|任以契約;在京llj び、〈長乱J~ ft L亡を

:?l 談州|沈に制介することがで きる。病院の診僚 )?~ I'~H は j山灰保仏ß 、 1 '1 )1 1) と契約を赤ll; び

予算交イ、J' を受けるが、独立保 I~~[ tlJ lJ の NHS1両院には助務 I/~ の採川や，~以内m 決Ji:には!

して計: ー|二 I ~ I 1 j I .1& 11ìの余地が 1j. えられている。

( 3 )医療費適正化政策の動向

1980 午代半ばか らサッチャ一政椛による jほしい医旅費抑ÎI ilJ lj 策が ìfr められ、入院

待機者の急nrJ 、予算不見による {I三 )Jt末病院 IJJJ j)Jll などにより I~旅サービス 水準が低

ドしたことが川辺になり、 1990 年 6 J] に íNHS サービス 及び コミュ三ティケア

法案 J が )J足立し、 91 イ 1-:， 4 n より)f施された o NHS 改革の j比大の 11 (1
/
') ，士、 1)、11'm Ili 

場を~'川した紛争原則!を将入し、 医療費を jfl ))11 させることなく低減サービスの質ー

向上を|苅ることであった口具体的には、 一般家庭;I~ の定イ I .: !IJリヰ1-入、家 j必|記 ~~j~ ・

変則の許可、 NHS ~応斉IJ k~~ イ、 J ' U) illlJ I~以必化、 J行以 (I~J 予算ilJIJ)交の将人などが Jリ包された n

:Jiii 1沈サービスについては、従米の j山区保健~ )11) が NHS 1~i II~'I己を IlJC れする )i式から

契約方式に切り称え、!百と効率性での病院 11\1 >.筑午を促した。また 、 NHS 11ii 院のう

ち - -)i:の ~1'1=を満たすものは保健大|;〔の爪認、を ねて、 - ._ Ji:の条件|、・で独 Ù~ ~.采 It'~[ tl�iJ 

がとれる公 'Ff 企業体(トラスト病院)になる こと が認められた 口

これに対しブレア政村正による 1998 作の|亙佼改 JIll: では、|人I ;'~ì~ 11 i J場の j鋭 1(1ーが ノ I .~ む、

竹J:W ~Ii' )IJ の 1!"I~ ，1，駄を 1[( 似し、「続小 j ではなく、 NHS 1刈 fn~ Inl (病院 11"1] や- 1>1交通り必|民

U\l 等)、保健サービスと社会サービス抜~f共有 II\J の パートナーシツプの仙築をれとし

{米蝕 ~)日j が IH;，~ '1ぎする fýJ~Llt l'~1 ill・プログラムにれって ーはした地域似拠サービス を似

11七することを|てIIYJ と したプライマリケアクソレープ (PCG) の創設と、 NHS トラ

ストの改 J1lt に若手した o NHS トラスト改革では、診療行為に刈-する参 J!日コスト1IIIJ

を導入し、 Wil 々の診流行為にかかるコスト|引車111 を公開する ことにした。また、診

航行為法可!~ の作成をプ77 む診療符.011 システムの j詩人により、|天城サービスの'['[I t'l 上

を|ヌ|ろうとした口
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( 4 )薬剤費適正化政策の動向

NHS 予算において予算 1:1以粋がない外米薬剤灼のや11 びギが 1\' ，lj し、との 381減から

(対 lìíj l，r. 比 1111 びネで 91 年 12.0 0/0 、 92 1 ド 1 1. 5 tYo) 、外米先立庁IJ 1 1LJ のイ111 びを物市lIi 1 -. ケ |1 ー

ネのノk 可r~ まで判l えようとした口しかし、県~)~1.業はイギリスにおける 1 f( 必な }f( 業

として佐山づけられており、メミ剤 1~J illi i[化と爪業政w については、政 )(f と i以来業

界との交渉の 11 1 でバランスをとろうとしている 。

1 )医師・病院に対する施策

1988 イドに開 業医を対象に導入された PACT (Prescribing Analysis a nd Cos t 

System. :処方築 ・~斉IJ 1~J 分析システム)、 1991 イ r に将人された IPS (Inclicative 

P l' esc l'・ ibing Schen1e : 処 )j笈発行指針および予算)により処)j の伐と経済効ネの

l îî J 上に努めている口また、医僚資初;tセンターでは |豆 !':llî へ処ブノーに WJ するハ Fll 誌を配

布したり、処方訓査による附側収集や結決の公 IJFJ を illi じた教育プログラムを IJH 発

し、処方がJWj切でないと llJ I~jí- された ILK 1':lli に刈して、家 Jft・似 (沈:サービス、'í ), 'J 0) 1.'/ IIIJ 

アドバイザーが処方改?与を縦六するといった問。j を災施している。 :"J~ Il~'é の i!と:州代

は病院予算全体の円 l に赤IL l6まれており、 19Î ~ 'III" 佐川は科医旅機関の I'IIJI 裁 il上に委

ねられているが、治成分野似に独 1 -':.1 の使川|伝来 JIll リ ストや処方1-1去を作成するなど、

迎正化川対策も同 11キに j並 められている。

2 )製薬企業に対する施策

イギリスにおいては医薬 111I'11111í 絡を公的に川 ilìll しておらず、 ~'ijí- :J;゚ 0) 白lI i 栴は J;;( UIJ 1千

企業が 1'1 1111& 1立で設定しているが、 PPRS (Phal'maceutical Pl'ice Regula tion 

Schelne: 楽舟I J 1dli 棉 )J~ tlllJ 政策)に )J~ づき介業の不11 {，在中を )J~ !lí IJ することで 1/\1 政I'I~J にもIli

絡をコントローノレしている。 PPRS は NHS lí'J けの|去来 lull を供給する全てのイ企業

に刈-して illi 川されるが、 |医云:柴!l以応iた!巳u川lU日日ljJι;7Ul\l 自利仙側!リ川li 1栴科主表表長長.によつて (伯白 i迎S5泣1げイ《利仰側il川川"川li 1棉科が設 k注店i上と-'されている ジごエにネ

リツク医;楽j県終i定i lJllh山l

されない 白
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また、白川対必J* の劣るブランド、|記 ~IIIIII は NHS における的迎刈-象リストから

除外することで決庁IJ 仰の j1ílJ 減を 1 - 1 1行した(ただし州院は刈象外)。しかし|矢 !':lli ペJ 製

薬業界から必い反発があり、 リストイ'f)Jえは刻f~ M/C している白

3 )医薬品卸及び薬局に対する施策

在1 I 完業者のマージン率は行政1'fîW で n:11 完イI lI i 栴の 12.ö(Yo に芯t kとされているの ~)I ，j

は医薬 1 11111 代、オンコスト、制斤IJ 技術料、作総代の介 ~n' 微を似巡されるが、 di 場'_t

勢を~;I\r，:み、 n:11 のマージンキや楽町のオンコスト勺が&)_とされている n

4 )患者 に対する施策

外来~斉I J 1~ の j芯 ;斤負1'1 1.はJ1灼~i tlJ lJ になっており、イ 1 :. 々 引き卜. げられている口 l 処

方議問たりの出者負 iH似は 1998 イ 1: で 5.50 ポンド‘である口ただし G5 ぷ以上の VJ

'I'~l: 及び GO 歳以上の女性、 1G 歳未満の 9~1i� (19 歳以ドの令:rl fIl lJ}沈 1学者を合む)、

紅 j主州、特定決 j必をイ 1 する者、 ìì災傷病者で i共l 込li 111;1 引の lfì ~~t の J，h}介、所付相 1l 1YJ ;を受

けている折、 一 定の所初二以ドの有など、!心イ?イモ: f，本のがJ 85 CX) はね 1' I I._ç~ 1徐有-である n

3 . フランスの医療制度と 薬剤費適正化政策

( 1 )医療保障制度の概要

フランスの|突出保険は十 1: 会イ~~ 1伐で、被川名-似|倹 II;IJ)だ(全人 11 の 8 'hil 以上が ))11 人)

~..Ii: J J 1 J ilJlJ 位、|作i .L 業者・ l '1 'rf; ~~ ~fí' (lJIJ )jt 、以業行'!lJIJ)交など Jli~~ J成、 Jof 川 I~・1 係の|メ:分による

1 :rill のiIl1J JJrにより ili '~~f，' されており、 11 本と|口Jn~ 必 n;リ力11 入の IIJ 氏十年似|倹iIllJ )Jtを仰ぐに

している n 主な財源は、黒川才i- と給与 T1f 1~J 者が分 1'11 する保険料 (1995 1ドの数寸てで

1111込総|見滅的の 73.9 0/0 を II_Î めている)と一般社会机である。また法定給付・の flむ IJH

を ilïi える部分を対象にした十ilI ~ (I"J な|均約iIl1J )Jtやイ:1111. 扶助主Il介等がある 口

医減給付ーについては償還払い方式が抜本で、!心者は診 ~~t ï~J ~~_~を I~~M機関または

よ~)可等に支払った後、保険有が )U~とする{賞選中に従って 111 Jhlを受けるが、 Ilt;í: 'h 1 1::
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金受給者 、 労災イド金受給.{í-の -HI~ 、附 '1!;: 川、れ如i などはれ 4' 1 1.が免除される 口 入院

については引物給付方式が将人され、 1 11 ごとのí-L制 1 ' 1 L. ﾜ 4'11.にな っており 、収

nlJ の給付-についても 一部呪物給付- になっている 。

( 2 )診療報酬制度

|去 山由'は診療 rJI' と入院 ~q に分けられる n 診~~~ 1'1' は |去 !':lli の I~ 航行為に点、j する以 f+f

料であり、入院料は病院におけ る診償資以外の終的の刈. flllî である口 IK l': liî 忠ll i-ìと泌

が?金 Jd"l nけで締結される ~同協がJ に ))11 入している 一般 IJI .I 業 I~~ は 、|均約料金により診

療する|玄 (:IIÎ (セクタ ー I )と I~I 山料会による |云 I': IIÎ (セクター 2) に分刻される 口

セクター l は山来 i出払いで、 j心者からは|均約料金.に JJ;づいた診療仰を受取る。後

三円ーは忠字「から受け取る料金は I~I 山 設 Æできるが、 IJj_ ~(í- へ の保険伯還は|均約料ぐÎ):に

法づいている 。

公的病院における医師への診療針(技術料)は、料金ぷ(政JH が rk i1:)と|短波

行為表(全|主11均約でよ丸定)に基づいて支払われ、入院料については、|主|が定める

全 |主|ガイド ラインに JI~ づき総什予算が百貨Æ され、イド 川 予算を 12 等分した税引が) 1 ノJ

支払われる 。 一方私的病院における医 (:1 1; への診彼 1~i' は公的病院と|日l 似 にぶ払われ

るが、入院料は病院何: に地点疾病金 JíILとの川で料金協定が京llj ばれ、入院料日制は

さi 談病院、医療保険金}lii 、県 11 1\ 納役 3 者 ~:II/J 成委員会 が設定する n

( 3 )医療費適正化政策の動向

アランスでは、 (1 111 IJI ・I ~~fljIJ 皮と nll 米 111i 仏いの ~Pi 0 により、 GDP に I'i める|民総 1'i'

の '1 ';: 11 介が_I--引ーしてきていたため、 1970 作以降似々な改 111i が 1 j- なわれたが、その多

くは被保険者の保険料率のう|き|て げと償還ネの削減がで体であった口しかし、そ

の政策はプランス経済全体にと ってマイナスに働くとの訟識が 1I， ':j まり、 1990 年以

降は医療供給イWI も仰野に入れた広範な政策へと )J I(IJII~ 換された口 1993 作 に J8 衣-さ

れた Viel Plan では、 i . !JJ者負 111 の1-\'(/主Ú ( I 11 、 li り人 II';'G 店街I i~ 1' 1 1. の 1) 1 き上げ 、 IJI .I

業 r~ への診流、楽斉1I 給付にかかる償還準の 5 (10 引き下げなど)、 ii. I反旅費節減に

1)りす る ~Jí: JtI の 1~ I ':Ifí 協がJ への山 )JII 、 iii. 病院予 釘l 11 11 び中の J川 J tIJIJ (例: 94 作肢は 1'1' び
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ネを 4.5(10 に J~J IIIIJ) 、 iv .;白浜IJ 病床及び過剰l胞設 J1~ 11-- の促進、 v . ~Ij~ 院が)ミ泊する移

よ去にかかる 1~1 川の総、仲子Si\への統 fT 、 vi. j',1j ，illi な薬剤の処 )j )j 訟の後三児、などが

実泊された n その後、 1995 年に発表された Juppe Pl 8i 11 では、 i .1民欣保険制度の

一本化、 II 医療提供休 tlìlJの改革( IJH 業医への総枠予算tIJリの将人、地域化、的制化、

1~.il 1~( i行 J711 の導入と質恰; ßI!) 、 iii. ジェネリック医薬 lull 処 )j の抑進、などが It となっ

た口

( 4 )薬剤費適正化政策の動向

プランスでは|豆諸!i 分業が (I(H 立している n 政 j川山!山江子:は|医疋療イJ以+止ミ|険倹fI仙巾制|じH川}I刊|リIJ)皮文 μ川lυfI山巾制IJI川}I川|リl と{利仙州11川州11川li川11科?科千Uよ*JU制|打H同i計刊|リj を

辿辿:治利結lVJ さ せて |医豆 j楽!l以聡応;l:応1:; "1日;il

:訪行円作閃:司|では J最設も低いレベルになつたが、国民 1 人 当たり ~ñIJ1~ では EC 諸国| で jl立 も

日い水準にあり、総|玄佼 J~J に占める諸!ミガIJ ~1[J 比率はがJ 18% (1995 イ 1:- )で、依然JW

))11 傾 1 ，" J にある 。そこで政府は、医薬，'，，'，{îJl i 棉の必:ll1J 1) 1 き下げ、 J点れl; 、諸li )，，)マージン

の引き下げ、付)J11'ﾍllli 1，((税のう|下げなど、もlIi 1科 ÞJL tlJ lJ をさらにリ由化する胞策を訓じた。

しかし l ìi 1i1 lí の低さを量でカバーしようとするインセンティブが製品名企業に必く 働

き、ヨiß 庁IJ ~ .~J は上昇し続けて きたことから、低楽 自Il i 政策は来のげj ~. ~~ bt を Jfl 人-させ、

製薬企業の研究 IJI:I発への投資意欲を低下させるとの懸念、が，'，';lj まると!日打|、?に、5!tJi斤IJ

1~J の illi ][化を図るため には、 lji に jjたも lI i (償還 {illi 栴)を脱出IJ する胞策だけでなく

12I楽 l!llll の生院から1ì'í !JUJ までの全プロセスにおける総介 "I/~ な施策二が必~との認識が

市i まった。

1 )医師に対する施策

イl~決 {illi 政策の紡米、処方{査が j(11 大したこと への j文作から、|叉 !'li!íの行う検内、処

方を Æii ~ I~ 化するための lfì減問主 1 - 、処方 H， jil- が設 iとされ、 94 イド 1 )J から:よく:胞された

処方ガイドラインについては、柄引-から逸脱した診械を行った医i':11iに対して RMO

日 1) などの桁以に市拠しJH' 政 (II，J ペナノレティーを却している口
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2 )製薬企業に対する施策

フランスでは全|豆 ~"II'I の約 8 '， f~IJ が政府ーによる ~1，l1 i 別仙iJドにおかれている口伐り

2 '，I;: IJ のうち、過半はNi I~~'G との交渉によ って .{tlli 棉ががとJl:し、伐りは保険制度外の ー '

般川医薬 lull である 口 ~~í' l長楽 ll111l と凶作 I~~ ""'I それぞれに 自lI i 棉がとえと プロセスが rk めら

れている口製造許可をね-た l亙 ~ "II" の治総 1 -_ の 似:松竹、本~. JJ~ '1'lJ:、 I~~ ~)~t 料治I'I<j 効 2が

川 1:t ・使川 J~J 川に刈・する必要な折示、適応抗の!心有数に I~，J するたI~ イtlli は、 I~~ !':I!i 会、

薬剤 (JiI) 会、疾病保険金Jût 、|豆諸ß ，~，'， !J辺)ff IJI 体の舵J.1:~ 者、|妥 当!::lull 分仰のヤ識料!験~-、

行政官等から情成される'I'，'í 械公1Jj:J委員会においてなされ、その京，'f* は ASMR(Iクミ

成サービス 1 Îi/ 上}~で による分釘I)という存制I'I~ ~'1I ~~~~に)，~づいて分史ú され、 J比終イI lI i 怖は

政的:の 4 ~tì (Hオ務、料~ 1n 、保健、社会i，ï~ .r- II :) の代表者で十II/~ )J比される料約:委 i1 会に

おいて、↑j'í ~i~ 公|別委員会からの催示仰と製薬企業からの保不倒を ASMR に -r!{~ じて

"pr ~; I ~ 1111i した仁でが~Æ される。既存 JIlll に ついては、 3 イド lIr の~~jl:k ~ ;Ví に fl~ し、もlI i怖の

見直しが行われるが、上市後長)りl を経過した芸!消IJ の制li 絡変!どをtlJiJ 1似す るために、

上 ïlï している企業斉IJ 1flli格を - 11t に引下げたり引上げたりする r - :f lt11Ili絡淵幣 J を

実焔している n さらに償還五lli 棉交渉承認Il-，j: の予測!仮売数品:を 大 11 ' 11'; に必えた場介
1= I 1:~~1{ 1，;支 iit をJlïi えた時点で ll'( ちに、または {tlli 桁児 ~Ðr 11 ，11'に 1ftﾁhl1t1li 桝の凡 l山:しがス胞に

オしている口

3 )医薬品卸及び薬局に対する施策

i攻 }f:J は、|豆諸~ "III ， ll:IJ 及び;淀川それぞれに !!IW 入 1111i 栴に刻- してマークアップネ全校 kと

している。かIJ 業者や楽 )11) は、マークアップヤに)，~づき|豆諸!j lull の H，W 人自lI i棉にマージ

ンと{、1" )111 もlI i 値税を ))11 えて版先制li桝を決定する。したがって、政) (:f はマークアップ

ヤを小さくすることによって生爪行 filli 絡を変えずに小必段|併でメ~ '(l lI i を下げること

ができる口|天l みに、薬剤の小売台IIÎ 栴は過去: 20 年 UI'Jの批 Jどで 25% 引き下げられて

いる。

4 )患者に対する施策
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保険償還ヰベは架庁IJ によ って y~ なっている 口 H 体|切には、 i .1M 僚にィ， 1 ザゴペで q~.tj: に

|ド，'j 1!l li な医薬 lull は 100% 、 一般決 JTIJ は 65% 、 L として*りょの決，むのわ僚に)1 J し 1 られ

る医薬 l!JIll は 35% 、ビタミン斉IJ (ビタミン D 、 B12 を I~~ く)等給付ー の必~性に乏し

い|豆諸!j lull は{賞還なし、となっている。

4. ドイツの医療制度と薬剤費適正化政策

( 1 )医療保障制度の概要

ドイツでは、 1883 イドにビスマルクが 125: 流保険 OJIJ )]二の Jμ礎を定めて以米、い~I L亡仲

保険 ilílJ )J[が{佐 立しているが、必f1iIJ )JII 入による同氏仲保険flJlJ )Jtではなく、 |互 依受給

者及び医療供給者は政Jt:)ー からの介入が極力なく、 1'1 己竹.1?E を行なう L\; n\J機|共! とし

て機能している。公(，句医佼保険としては、地域、企業、 JI哉城によって 8 {lfi. jf(i のカ

テゴリーを.j:-，IJ' つ法定疾病金 Jdl が 1998 イl~ 11 、子 点で約 480 あり、|五|氏のがJ 90% が力11 人

している。 伐りの1.11 氏の約 8% は氏I7IJ 1豆 償保険のみへ川|人し、約 2% は公務1.'，，1 刈

象の特別flJll1文に力11 入している。主な JÞi似l は卒業者と従業員が折半して 1~ 1- 1 1 する Y1~

Ji:引ミ険料で、 11~ Ilz J勾保険料不は 1999 イ I ~ 1 j J D~紅で IIJ T1Lfドイツ 13.5%) 、 111 決ー ドイ

ツ 13.9% である 口 疾病金Jïlt.の JH 初日ノj によ って栴たが発生するため、 1995 {ドから

j災;K狭山金 }III を |除く すべての疾病-ß:仰を刈象に被保険有・の '1"1 : lJ' J 、イ |ミ |愉、被 J夫 てrさ有

数、被保険者・の所利=をリスクイ系移(として「リスク財政 iVM 幣 J が'災地されているロ

外来 jii養では、忠者は I)I'J 業 医を 1" 111 ，に選択できるが病院へのアクセスはJJ;U !l l -

般 IJI，j 業|京 による的介が必裂である の 給付中は ));O (l J ((J に本人、るご Jj)~ 共に 10 '， ';: Ij であ

るが、 ~nlJ 、義的、 lfì ~~i ~II 1りJ 凡などに 1 (W 1' 1 己仇 iH がある 。 人 lí~'é 1~~ i~ は|民 !':'Ii ・ I~:i

科医 !':llî による 診僚と不-設によって成り立っており、入院 '1 1 の食 'Jj: 、千，"fm ， ~介IJ

成 lL 下段、 filμ>>1 兵の支給も合まれている 。 給付ユ413 は本人、家政とも 10 '，' i1j で ある

が、 90 イドの Ii;:旅 1~~ I~ +，'/)' :iU改革以降、イ r=- 14 rl を|似 j交に 18 歳以卜.の lJ.\ ;1行に対して、

1997 イド 7 j J ,r.1j: ，'，I~ で 1 11 ~たり 17 マルク (WI J-k制 l : 14 マルク)の 1'1 し~ J~ i"!t を烈し

ている 。 入院・外来ともに療養給付- に支給)りI I1 IJfljlllí良はない 。
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( 2 )診療報酬制度

従米イ九七 I~尖|主協会は州 l ji イ立で疾病{ì): Jdて と 1 イ 1 =. I ，'\jの 診僚側州総ね1 111j 負契約 ;を結び、

点数 lp_ 自Il i をスライドさせる こ とにより (1 ， lil 々の|伝僚機 1>りへのえ払い似を総創作|人!に

収めるよう制終してきた。 しかし]丸紅は I ，~d 応点数 ììi {llI� tlJリに変則し、保険医協会と

淡チIji~ )J1I迎合会との 1 ，'11 で各 I~依存 P'J 分野仰に件数、 J {'I: ~í たり点数などに Jr づ じ

)，~ :fjI~ 肢を設定し、これを/出世する診般に対してはドI~ 1酬を illt減している 口 入院 |民 1M

d については、大学 15[，[ )，瓜 11j 'J I ;~'G 、州、|の Nilらど ;1!? 辺 三 1 - IT! lj の _. {f l ~ に系lLみ込まれている 11ji 1ち・己、

州疾病金JJ1f.辿:合会と契約している病院が疾病金 Jdf から的泣を受けるが、 ゴ?千 11ji 15)'，己 と

当該地 j或 の~~州金J.ilII ，':-)の Ihh Æ により、 1. 11 当たり人|涜波長代を決定する:J: 11ïi 払し

方式を )l~ 本とし、外科を '1-' 心に J {ll: 当たり包折払い方式やq;，'j: lJI J )?~州 flì lJ )Jrも保川 c

れた 。 なお、 !イ午 ~l たり/t.:l折払い方式や q;，'j: lJI J {~~州f!lIJ のや 11 び半は、決 11j~ ~ hF 1I){人の

{II' び率の純 Ilt/件!とされ、病院協会と疾病金 )llL lYJ 介会の 1m で ili )'I~ 統 一 イ内にか(Æ され

る。

( 3 )医療費適正化政策の動向

1989 年|主流保険改革法が焔行されて以米、法1 1~ の修:iE を l~ II~ とした保々な焔策

が試みられたが、 1993 1ド"" 1996 イドの í I~ 1~t保険挑む法J は I~ 佼保険fI)Ij )Jt の抜本

1'1<j改 JIlt: を I~ I I'I/'j とした立法である口疾病金 )l I L に刈- しては、太郎分の II~I L( に刈・する炊:

約金JîI{l1ﾏ 1}( 椛の拡大、開店I'I/') な 決州{ì;: )1 1 ，:の ??P|!fT 川 LI似の l投 J主 ('93 '"'-" 95 イ 1 =. )、リ

スク柿 iti- 訓牧泊二 2 )、など、開業医に対しては、診 ~~t fM酬_I ~ IIU の芯t Jl: ('93""'95 イ 1 :' ) 

I ~~ !'lll� .ì/;lJ来IJ J 出 j或 における保険 |実数 flílJ I~U や店イ 1 :. fIJIJ の将人、 U\ ;..K，\'，'í 払いノJ式から診政行

為 Æl下 1i たり支払い方式への '1以換及び q;lj: l J I J 1:~I~ 酬の導入、病院に対しては、保険料収

入をよL俄 とした病院への 1~lil 定予算の:支店、コ~ 1~' 川布 lìlJ'i J.以 WJ から I fl: 、 11 たり包折仏

い及び特別側酬( J 1t 1 : の僚長の'1'で行われる '1 ' 心 1'1句給付・ に刈ーする仰酬)採川への

変見、入|流出者 の I ~ I 己 負1'11 似の引き上げなど、:J1!i斤IJ 給付ー に対しては、*庁IJ 処 )i に

ついての総枠予算の百貨店、架合IIi の rw ~， 'i ・ 1) 1 ドげ、 í~庁1]:が l議会 比 ;j ) J の設定、 '{Jl li

絡区分ごとに分かれた忠者 I~ I 己負 111 の導入、などが災施された 。 そのあl; 沢、 - II ，IJ:

は|去流釣が fU‘jMZ されたが長くはあ2かなかった。そ こ で、 1997 11 :. の第三 次|夫 氏で保険
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改 JllL では、保険料率引き上げの|剣先日:化 、外)jくよ診僚の総、?ít1 ~，'ì fJ. )i J"\の涜 II~ とスライ

ド点数 lìí fdli tIJリから 101 定点数 ìjí1dli fliリへの変!ど、，!~~州通・滅的IJ の将人、人 I~)'é I去彼氏にお

ける IEJ 定予算!IJリの防止、~斉IJ に|刻する予算fIjリの脱 IL などがなされ、 1999 イ|てに は、

家 j必医によるプライマリケアの必化、 ~XIJ の '{'I と経治性の{総保、総枠予知 IIìリによ

る保険料の安定化と診僚の足ê lEなどが)，{~り込まれた|正佼保 IH~ IIJIJ 度改 Illa: 法案が )J父、工
し、 2000 イ 1 :.に 胞行されてし 1 る 口

( 4 )薬剤費適正化政策の動向

ドイツでは医薬分業が昨立して いる 口;Jjg庁lJ1o~J@ 11 : 化政策の特徴は、山: ~主 fdli 絡 を

)JI ilJ lj するのではなく、 I~~M 保険fIllJ )Jtの )J~ lIIiJ枠内で製 jif 業者、 ~:IJ 光栄折、~汗|川Ilî 、

忠者、|豆 I':llî とい った関係者に対して多而的に胞策を論じていることである。

1 )医師に対する施策

'93 {I.: の1II1J 皮切( :!! I立では、 IJn 業 |互に刻-し使川恭汗11 の総似予算 ~JIーがあくj 240 似 マ ノレク

に設定され、 l出 j品 Ü~)~てによって負 111.が政せられた 注 l k このが，:%、~斤IJ 1~J は大 'I/I~

に ì1íiJ滅され、処方パターンも変化し、必要性の低い~効抑の処ノ7 が ílì ，'，' ，( i'I".! に +Jíl mリ

されたが、 11:: Jit 末になると必要な薬剤給付を抑制したり、良心 (1'') に処方を適正化

している保険|去 がそうでない医 1':'lï と共同 責任を引わされる ことに刈する不公平l\l~

が強まり、第三次医療保険改革において廃止され、 1，lj[ 川分肝 ごとに、 作保険 IR が

処方できる楽ガIJ の給付 1，~準設を統一 i'1".! に定め、 こ れを J主計I~ に 各保険医に刈する:保

有を行なうこととした。また、地域疾病イ~mI と 地域保険医協会は、 j七川で IJI -J .~I~ミ

の処方ノ七ターンモニタリングを IJI:I þ{ìし、処 jJ に つ いての日 ょたい1 ~砕を |必 r: tli 仰に集計

し、 Il\ J )(Ûのある処方|互につ いては胤 IIH を夫泊したり絞め: I'I "J ペナ ノレティーを課した。

また疾病金庫は保険医協会、3lß剤師協会、 'f:識経験者などと共|訂!で作成した，'11' ， 1こ |

知人分野川IJ の処 )J 1' 1: 数、-0先(i 、投 Jj- 数量などに|則する統計データを合む決方1) 処J

;!;，I~ 告書を参考資料として作似|倹 I~ に配布している。 199B 作からは州ごとに診療科

目1) の l 件当たり処方~ñl) の~，1'((Iﾆ 111f( が設定 され 、 il .: ~í な f'l! 111 な く )I~ t(l! 111 ft を杵しく 1 ~ 

I! 1" 1 っている場合は、処方を行なった例人の保険医が超過傾を 'Ü 4"11する ことにした。
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2 )製薬企業に対する施策

1989 イド参!抑制li 棉 II ， IJ jJtが iQ:入された口これは政 :"ji 金 ldt からの的泌 I : I~.以似 を l没;とす

る方式で、参!!日 1111i 1科を l出えただ傾は j品者負 111 となる 口 rltlJjJt#人の じな n (1なは、製

薬企業に競争を促し和li栴を低下させること、，~:j f!ll� な来方IJ に山弁負 1"_ を却すことで、

ジェネリツク医薬 lull の使川を促進することであった口 ドイツの i淀川和li 絡は、 ;l心強

Jill の 12i 有半が市i い ïlï)坊で決定されており 1988 イ r=- 川 JJA では欧州の 11 1 で市川、ノk 市に
あったが、 93 イ|三時点では EU 平均枚みにドがった。しかし、参!!日制約flJlJ JJtの効決

は市{j]lî な先発 1Rl を参照 1illi栴まで下げるにとどまり、~斉IJ 1li' 過 11:化効決も - iil!J 刊: で

あったという評制li が 一般 IY0 である。

3 )医薬品卸及び薬局に対する施策

医薬 JIll は製~企業から在11経山で小売来日へ流通し、 1~'61付5!i!f )，，)へは n1依納入され

る。年11 売業者及び薬局のマークアップネは法Æ されており、{!lli 桝が，\・，'i し、 12I*， lli ， ほ

ど低い 。 が11 売りマークアップネは 12------21% (平均 1G~1o ) 、*)， 1) マ ークアップネは

30------G8 ulo (平均 45%) でそれに付))11 官lI i 1u'[税 15% が七乗せされ、 j心者4 に 刈・して は

定{!lli棉販売が義務づけられている。製薬企業は 111日桁と製，1，/， flllî イI1f[ で紛 1(，- し、~:Il 業も

言F与よぶされる占支出マー ジンネより低いマージンネで1!l li絡を設Æ し ~)'IJ に マージンを

還元している口そこで制度改 112 により、~)司に対して以終合lIi栴の 5%) を疾病全)JI!~ 

に返去りするかL Ji::が持入された 。

4 )患者に対する施策

ょlili 斉IJ 1-'t' に 一 行I~ n 己負 JI I_を献し楽斉1J YJt, f{ iil を狭山ji {D: JIlI から出 1í- に '1去嫁することに

より、忠才「のコスト，伝識を 11免 J~ し、よりイ氏自lIî な|伝説!;; lull の選択を促進しようとして

いる o 1993 1 j 三 の HJIJ 度改革により、 一一 部負 1"11の述j 川純1l!1 が参照合lIî給対象医薬 JIll にま

で拡大された口また 1994 1ド 1 JI 以降、 "1 し」れ1'1! 1i!î は自Il i 1科 (1 体ではなく、包装 ljt

位に応じたものに変 9i された o 1999 {ド I ) 1 以降、小包装 8 マルク、 '1 1 包装 9 マ
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ノレク、大包装 10 マルクになっている口一 ì'm1~1'll の 1 : IIH 飢は本人の総 J1f 1~} と家 J/矢

の H/): )Jえ員数に応じて設 kとされており、妊 [ln} 、 18 ぷ木 ll~i (J) /k ))父イ 1 : 斤、 fl~ J!)r :(!1: 1í- は[~

}:li免除されている 。

5. アメリ力の医療制度と薬剤費適正化政策

( 1 )医療保障制度の概要

アメリカには 1 :':1 山 診療の伝統があり 、 I~I 氏仲保険1IJIJ )_llゴのように広く ・般 11~ll亡を

対象にした公 (11 医僚保|出iIJリ皮はなく、 1965 {"ドに創設された社会保附;1ì1J )Jtで、辿 ): I ~

政府が lili )ﾎ J する 65 歳以上 の高齢者、|将拝者、慢性 i骨!搬 IU;l 特有ー を来j 象にしたメデ

イケアと、州政;n:がJill川する低所ね者及びその家政を対象とするメディケイドが

あるのみである口メディケアl!オ初;T は強 tlìlJ )JII 人のパート A 部分が 65 ぷ未満勤労1'í'

に烈される社会保険税、任主)111 入のパート B m~ 分はイド川!万引=に応じた )111 人打- の似

険料(約 25%) と連邦政府一般会計(約 75%) である o - jJ メディケイドj付加

は、州、!と辿)%政府(最出 75%) の 一般会計により j七 |日J f~ 1' 1 1.し て いる 。その他 1 rl L己

の多くは、伝統 (Il な I l\ 米両払 fljlj による DC ( ブルーク口ス :入院似|倹 ) /BS ( ブル

ー シー ノレド: 診療保険)などの Indemnity 、 マネジドケアにおける HMO (IIealth 

Maintenance 01'・ ganization: 以 UIJ 位保|民派機 H/)ë ) 、それらの 11 1 UIJ )1;11. である pp

( P l' efel'・ 1・ed Pl' ovider・ 0 1'・ ganiza tion:係先的|主流給付{幾 1:II/J) な どの L( UIJ 似ー |倹に力11 人

している口

公 (1".1保険の|去政給付については、メ ディケアでは 、 パート A において病院入院

|定派(楽河IJ 貨を合む、)、 I ，'/IIIJ 祈議脳設サービス、 イ1 : 宅|反政、ホスピスケア、パー l

B において I~ r: lli サ ービス、 :hJi 1 1完タト氷: 1豆 1M (必丹111'1: を |徐 く )、 その 他|正佼 ・仇~ '0_ßサ ー

ビス、パート A でカバーし きれない 了I~ 宅医政サービスなどが対象になっている n

一方メディケイドでは、各州が対象者に対して処)j来行11 1t' を合む人|児|伝波及びチ1)1

|沈外来|去流、生化学・ X おj~検丘、 1，1/1 11J (I~) 平日並胞設サービス ( 21 ぷ 以上 )、 ι !と |反

政、|去 I':ìli サービス、家族 三 l ' IJJIÎ 、各都保健サービスなどを別物給付-している n ただ

し、メ ディケア ・メ ディケイドを 11記倣 っている州院や l包 r:1 1íか らでなければ |亙械サ

ービスの別物給付は受け られない。
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( 2 )診療報酬制度

メ デ イ ケアパート A における入院 I~流作(ド クターズツィ ー を |徐く ) は )J ;( UiJ 

DRG/PPS ( 診 断昨日Ij 包れ支払 }J 式) 法行)に)，l づ い て支払 われ る。パー ト B にお

ける医I':IIîの診療報酬は以 l !l J メ デ イ ケア診療判~~ d< (Medicare fee schedule ) に )J~

づいて支払われる 。 ~niJ~~' に つ いては、メ デ ィ ケア入院医僚にお いてはパー ト A

でカバーされ DRG/PPS におい て包抗化 さ れて いる n 的 iIA 対 象に な る I~~ ，'，，'， につ

いては特にfIIlJ 阪は設定されておらず、 FDA にお い て jf.\ 認 さ れ、 アメリカで使川 ふ

許可されている|豆諸~ ,',,', ならば何でも使川できる 。 メ デ ィ ケア 外米諸!i 苅IJ 1~1 につ い て

は財似 UIJ 姐や官Ili ~1l統制への懸念から、JJt( lVJ保険給付対象外にな って いるが、外米

での小川被手術の際化川した来所IJ など、 IK I': I Iîが Ht，~人し使川される泌苅IJ に つ い て は

ノミート B において給付-対象になっている 。 なお、外来 ;!定方IJ 1 J{，給付 を 者1・ ~i する Jj/J 介

は「メディギャップJ という民間保険に力IJ 入する必要がある 口

メディケイドの診療報酬算定方法や支払)-;式などは 医療機関の胞設免~I1~)Jlj に設

定'されている 。 外米 ~ñlJ Tß.' の給付は各州のオプショ ンではあるが、給付- し て いる

州がめどで、メディケイド楽剤費は全~斉IJ 1~1 のがo 15 l}{，を l 卜，め て いる 。 しかしJH 政

難のため給付対象医薬 11171 は、限定的なプオ ーミュラ リ ー (，'，，'， 1-1 衣)で ~J~ }tしてい

る州が多い 口

( 3 )医療費適正化政策の動向

|叉旅行の日目指は 121 1~t ~廷供シス テ ムに )J~( I丘l があり、|長旅供給やj〈仏のイ I ~ X:ILみ を 改

訴すべきとの認識がJi: ~t'i: し、特にメディケア|正佼貨の j(fj 11滋が辿~ JI~ 政 )(:f の J I1" Jij(に人・

きな l;~ ~~~.s を 1]. えたため、メ デ イケア分 ~!r におい て主 人'，( I 'I'J に 1JíJ ;jjlj 策が 1 ;Jt じられた 口

JL- 体I'(J には、 1983 イドの社会保防法の改正によ って、パー ト A の支払方式 に

DRG/PPS ( 診断川 )Jlj =~Jr Díj支払制決定方式)が将人され、パー ト B のドクタ ーズ

ブイーについては OBRA 1989( Omnibus Budget Reconciliation Act : 予鈴訓終法)

により、Jßi ïビ料金 JJ 正にから 診吹行為 ご との診 1~~ \以内JH が 将人 さ れ、 診療!止以れや ガ

イドラインなどに基づき 医 rw の搬酬が公的に JJ~ fIliJされる こ とにな っ た。また 、
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1980 年代のブッシュ政権以米、「マネジド‘ケア J というコスト竹;j:1n システムを将

入することによって、|長 nl1iやがJ 院の診佼|人J ~ft:を 11今|床しながら|民総供給を効中化し、

医療の質の犯似と医Hx コストの節減が試みられている。クリントン政権ドでは「ヴ

ネジドコンペティション(代;即された脱守，.) J 情似において 11~ll \;仲保険の:反射を 11

m したが、 II~I 家統 flllJ に j文刈-する共和党の瓜 iJ'c によって釘iJIIJ }j~ ~になった。

( 4 )薬剤費適正化政策の動向

アメリカでは柴イillî を公 (I~ にかじlìlJ したことはなく、決心IlÎ _I'. !r十本は 4 カ Ilil'l' ll~ も 111i

い口そこで公的保険、氏 hl\.J 保険共に~ガIJ の@iI=.佐川を批准する )i U'f を訓じ ている。

メディケアでは入院薬剤賀'が包{朽化され、外米5liß斉IJ~t は )Jj( !liJとして給付刈象外で

あったため、特筆すべき胞策はないが、メディケイドにおいては DUR (Drug 

Utilization Review: 薬剤使川 IH:~ l't) の夫施を法仲で義務づけ、州によっては処 )i

日数をttJlj I仮したり、単位処方 2妥当たりの定制、定率の，也、才í- (1 己負 +H を献している口

氏 11U 保険では、多くのマネージドケア組織(以 f MCO とする)において外米薬

剤賀'が給付されているが、独ド|のブオ ーミュラリー (， 1111 1 11 ぷ: )で給付対象 ~nIJ =8:

限定している口また大半の MCO 傘|ごの*~すでは ，見!i. 庁1.1 i':I~はブランド lull の処 )i をよ

り安 {illi な後発 1111' 1 (ジェネリック楽)に代枠制升IJ することが認、められている。また

治療アルゴリズムや薬剤使川ガイドラインの作成などを通してj@ JI:佐川を批准し

ようとしてし 1 る口

6. まとめ

4 カ[11 に共通するのは、 i 外=*のl!ß升1I 給付ーに |則して|豆諸足分業が 1取立している、

Il 入院医療については入院|互依給付においてイド川予知、 11 y.<jil記佼 1't' あるいは 11合流

行為ごとの医旅費の中に~斉IJ ïlt を包折化している、 111. 医療針適正化努ノj の 1I ' で決

芥IJ ~.~J に刈ーする 政策が大きな柱になっており、出~イJlIJ 、特に I~~ 1': 11; の処方行動をコン

ト口一ノレする似 Itij にある、 iv. J，品イ7・に n 己負 1"1 1.を献すことで コスト立誠を l喚起す

ると共に、低 {illi ~科薬(ジェネリクス~)使川を批准しようとしている、といった

点である。従米から各|司で Jメミ胞されてきた31iS�J 1~' 迎正化政策は、~行IJ {ilJÎ 栴への|則
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与、iJjß斤IJ 'r，住民(処方行 [YJ や適正使川)への I~，J 'J- に大 )JIJ される n 終庁IJ 1i1 li 絡への|則 'j

についてはアメリカを除いて、イIIJ らかの下段 (1豆諸li 1 IJI' 1 ごとに JJL IIIIJ 、保険からの償

還資t1を設定、利従ネをJ:JL IIIIJ など)で|豆諸Elull のもIIj 棉設応をf!JiJ 1似している。 戸 j] ?J;!三月IJ

市嬰への|共l 与については、診 1Ji ガイドラインの mlJ Jlご、処ノ'/1人JW のモ ニ タリング、

予算枠の設定など処方行 1YJ のコントローノレと共に、迎 11 : 仙川行tilli による介 JJIUヒの

イJlI J 1 (1 Î からも検討されており、胞*の刈-象は製 ~I:i~ 業だけでなく、|民 !':lli ・医療機 I)!J ・

j心者・薬局など多国 (I{_Jである 。参考として総 |叉彼 ït' の対 GDP 比 2が ・医療 t~， に Ilï

める~芥IJ ï，-~'比率、欧州、13 カ|五!の 1i1 li 料、保険償還システム、処ん-q i" l日J への施策:を R

1 ~4 にぷす。

イギリスの|云彼氏が閃|然 (1<) に低いノ'K y!l~ にあるのは、政)(:f が!lJ: 彼氏以ゼサービス本

提供しているため、医療 ï~i' を予算統1IllJ できることが主な史跡|である口しかし NHS

に対する国氏の信頼良コは向い反町、提供サービスへの不 11~:1 も多い。したがって公

平な|亙佼サービスを提供する NHS のシステムを維持しながら|司氏のニーズに采

11次に刻-)ぶできる公共部門の所性化と医療費 i必王化を阿立が li県川である口

それに対し、大部分の l司氏|亙成費を氏 lil"]保険がカバーしているアメリカでは医

療針・薬剤自Ili 棉は世界ーの水準にあり、国民の医療へのアクセスをいかに保 IH;1 す

るかが釈jl!日になっている口 2000 年 4 JJ 、メディケア受給 :行の 11 1 で似|伐のカバーが

なく薬剤を 1'11~JliW入する市齢者ーは 、保険 Æii 川をふ'J= つ l向附1í-に比し 15(10 I'，~，'j し 1 イI lI j 的注

文払い、うち 10% は過去 12 ヶ n に必要な終弁IJ の訓斉IJ を断念した経験をもっとす

る州先搬竹注(j )を受け、メデイケアに外米楽庁IJ 給付・ を取込むことを従訴さしている。

ただし楽汗IJ 給付管:BH は ~I 家統 II)IJ でなく L~"'\1保険(災問ーは PBM tI: 7)) に委託すると

しており、これが可決した際には、マネジトケア手法による公 i~' Jill'討のづめよいにつ

し、て1J: 11 さ才しる。

プランスの|豆 1Ji 1~' は欧州で比較的治川、ノ]'(i$ にある 。その1!f I~I は診僚と受吹の "1

JJî と山来日仏いという|完成 {佳作七十l'If.@に起訴|している 。今後の総{辛子 J~L r! ílJ の将人ペ3

~斉IJ 皜' j由正化政策における政)(1てと製薬企業との協訓~勢のリ由化施策が、|豆僚の 1'1ー

や医療費・~升IJ ~Jt にどのような影響を与えるかは医流促供体 II)IJ が知似している 11

本にとって桔 '- 1 すべき点である 。

1989 年にドイツで導入された参!!日 1111i 棉tIíリ)Jtによる必方IJ 11{, 1 二 好判1 flílJ 効米は、

Dickson ら (1998) で述べられているように、参 JK-1自 IIj 絡を，t盛える liÆ楽 l!171 の使川が減
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少することによ っ て ー II .~: 1切 に は楽刑政'じ !t ( - を 1JÎJ え る効米があ ったが、長 JUI i'内には

参: !!日 1!1 li 栴を下|訂|る医薬 JIlll の 1J1 li 桝が 上升して参 !!日自 IIi絡に収*し た れl; 米、 長 )則9切Ii'的'I~内句 に は

3奴効ジめ1) ~外烈処↓以札~ l'的'1杓l内句ではなかつたというのカが1ト一 - 般"的'1竹|均句な :計、1川|

参参;: !附!(照(日{仙仙i ~桝科{制!打川i可リ l瓜J」具:il工にはいろいろなタイプがあり、 ドイツで少~*がじがらなかった か ら

といって、|行l 等 ~J) J↓!- の医~，III'I をグノレー ピ ングし て Fトー の保険的.lhl{Jlli 1~ を ぷ kとする

という参!!日 1dli 棉ilJll1立の ・ つの本質 1'1'')な与 え )J が~斤1] 1，-~J の，@・ il : (ヒに似j米がない と 結

論づけるのは早急であるとしている口

欧米諸国の政策は、「健全な同|際，ü場の j形成 j 、「競: 守トの歪みの忌 illïJ 、 r I q 此 u

Mnl] へのアクセス保 I~l衣 J の j; 1川へ 1''1]っている 。 11 本においては、|宍張分業がまだ

雌立されていない、。(il 々の|足 袋 lull も IIi 桝は凶が設;_tしてし 1 る、人 lí~'é 1天 僚 に おける J応

剤費の包沼化もごく 一部に導入されているにとどまっている、など欧州訪問|やア

メリカとは 主|下情を SQ にしている点が多いが、今後は楽斤1] の{来|倹給付ー を IÎÎj 促に、治

療の質- を州:イネしつつ、医 ~"II' ， nT場において (1 111 ~筑，[[，- Hi~: ﾟ I~ を仙全に機能させ、 Ii: 彼

機関と j心者のコスト 15: 識の l喚起や保険者機能の必化を図れるような新たなシス テ

ムの旅立が求められる。しかし、医薬 Jill 産業は参入 |昨位、移動|笥位がいずれも日

く、之江; I ~ 111 JÞJ になる似 Itîj が強いため、 ïll JJ，}原:B II が働き民主く!l î場の失敗が起 こ る IIf

fiE'ド1 : が ïflÎ い。 ))11 えて情械の ~I: 対称性の川 j幽から、!心者- (1 身が泌物 1fì 1~i ( 刊にイ以:1倹

~)の意思決定に参 ))11 することも|不|嫌であるのがりL状である 口 したがって、イI ， ' il )JI J 

の楽剤治IIi 絡を直接規制している別行来1J1 lî J，~ l1H fljll )Jtの抜本的な比 111 しに|然してい、

まず|豆流促供者ーが I~I.!゚ ， 111'1 の官"i棉設定を合めたあらゆる附 w にアクセスでき、 jよ，~1�ｭ

が可能な純|丘|で j徒庁1] 選択するための必嬰十分な 'm 側提供が行えるような体1Iì1] を併

合lii することを(Jíî促として、 Iy] -(催な似拠に)，じづいた保険償還似のありノj を検討する

こと、また、薬剤自"i怖の決定に |然 しては、製法:企業にある紅)Jt 1'1 111 裁 l止の余地を

与えるなど、より競争以月H を機能させながら効決 "r-J に楽庁1] �iJ ;也j 11 : 化が|玄|れるよう

な 11文策が日ましい 。

MJ� 

iJ: 1) Refel'ences medicales opposables: 刊に検流オーダーや必方IJ 処 )i に|則して
不足~切j と jι われる診僚に対する ;1- i l 1t I J J3~ 店 υ

11 -_ ど)疾病企)4[の:@営勿 7J ではカバーしきれない )JII 人 ，斤|占|イ 1・ のリスクにà_~ づ く!I~-政
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ノj ~;九?をを是 îf し、競守l 条件を均等化した卜.で、 1 ' ~̂ 1)~~ (~~ 1伐に保険料率による鋭
tt: :J) 守1 - )J~ (川!を導入することにより WJ 半 1't':Jな!liIJ JJt への II~~ 検を 11 指したものである 。
償還医薬 li-l i リストの原案作成を 1-1 1.当する臼

n: ~) 2.8 イ立 マノレクまでの l也 j品分は医 nlli に対する次 {I :: )庄の診彼 {9~ ~H Jう t~ を減免1 、 2.8
""'5.63 俗マルクまでの必 iIl1l 分は製楽企業がぶ払う(flljj 1科引きドげ)、 5.6 {/} 
マノレクを IlÆえる/也 i品 分は疾病 {t hlf が文払う、とJi:められた。

住ら ) l診断に法づいた分知に対応して友払似をJtね~i で設定する )i 点で、人 II~Ot: 1lJ: につ
いては 、|亙 I':lli の 診政側酬 (ドクターズアィー)を|徐き 、 決剤、半:料、食 。 If 、
ごF~I干とい った病院サービス岱川 はすべて合まれている u

出) Rep Ol't to the P凶side瓜 Pl' esc l'iption Drug Cove l.'age , Spendi時，
Utilization , and Pr・ices ， the Depar・tment of Health & Human Se l'vices , 
Apr・il 2000 

11: 7) Phal'maceutical Benefit Manag"el'・(来月IJ 給付 竹山会社)の 111得 。 HMO とい
った氏川保険会社のめどは PBMs と契約して来月IJ 給付行;j)H を委託している。
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表 1. GDPに占める医療費比率 (1~~98年のデータ)

国 名 比 率(%)

フランス 9.6 
一一一 一一

ドイツ 10.7 
一 一一 一 一一

日本 7.4 

イギリス 6.9 
一一一一 ←一一 一一 一一

アメリカ 14.0 

出所: OECD Health Data 99 

表2.GDPに占める薬剤費比率 (1~~97年のデータ)

国 名 比 率(%)

フランス 17.2 
一一一一一-一一一一一一ー

ドイツ 12.3 
一一一

』ー

日本 2 1.2(1996年)
一一 '一

イギリス 16.9 

アメリカ 10.0 

出所: OECD Health Data 99 
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表3. 欧州3カ国の薬剤価格政策一覧
,.-

品目毎の価格
後発薬(ジェネ

国 名
規制

参照価格制 利益規制 リック薬)の価
格規制

フランス ••• 4・

ドイツ •• .4・・

イギリス ••• .4.. 
出所: Huttin T., Drug Price Divergence in Europe: Regulatory Aspects , 

Health Affairs , Vo 1. 18 , No.3 , pp.246 , 1999 
・が多いほど規制が厳しいことを表している。

表4. 欧州3カ国の薬剤給付の保険償還政策一覧

ポジァィブ・ネ

国 名
ガティブリスト固定された価 薬剤価格によ薬剤の包装単
同(品目集)の採格での償還 る償還率の設位による償一還

定 率の設定

フフンス *ポジァィブ、 • 
ドイツ 両方 ~. 

イギリス **ネガティブ • 
出所: Huttin T., Drug Price Divergence in Europe: Regulatory Aspects , 

Health Affairs , Vo 1. 18 , No.3 , pp.248 , 1999 
*保険償還対象品目が記載されたリスト
林保険償還対象ではない品目が記載されたリスト

表5. 欧州3カ国の処方行動に対する政策一覧

国 名
医師の処方を 医師の自主的

管理規制
規制違反に対

直援規制 規制
するペナル

ドー ティを採用

フフンス •• •• t� 

ドイツ •••• •• ‘脚

イギリス ••• •• 一一一一一一一一一一一』ーー

出所:ト~uttin T., Drug Price Divergence in Europe: Regulatory Aspects , 

Health Affairs , Vo 1. 18 , No.3 , pp.248 , 1999 
・が多いほど規制が厳しいことを表している。 GG

後発薬(ジェネ 薬剤師による
リック薬)使用 ジェネリック薬
の推進 へ代替調剤

••• ••• 
••• 

処方適正化の
インセンティブ、
置付与 | 

• 



第 4 章 薬の価格と医薬品需要

1 .はじめに

従米、 | ー|本の総 lij~ ~封切に， 'ï める~庁1 ] 1~' は欧米祁 Iq に比し，I，'，'j い比 2ドをノlミしてきた

こともあり、|互依 ~J} 辺ii 正化の議論において、 M 庁，] ~~'は?;?に rl長山交代，'，'，tjJ僚の L)J;( [ﾁI J 

として位 i世づけられてきた。そして ~nlJ 貸別 力11 のおもな ßH 111 として第一 に ifî州さ

れてきたのが来1i1 lî );~司q flJlj)J[である口~1dli )I~ il4 でJi:められた公定 1111i 棉と、|反僚機 WJ

が夫|僚に医薬-JAIl を lllll~ 人するもlIi怖との IlrJに ;II~ が発生するため、 この~J;S1dli j主に μ!大|す

る不Ij ，誌を日i'1<jに、|盃政機関が~方1] を過剰に(克川する可能性が i1l 1j;;~ されてきたの

また、現在の薬価算定ルーノレでは、多くの~1Jr来の ~1illi が、既存類似 ~1dlî怖にケ

ースによる納正Jm算(�ll� J~] 性 /111 ml 、有川性力11 算、， 1 j Jtj ， ~/I: )111 算)した上で決定され

るため、安iIi以新築で比較的問i し 1i集合 lI i が 設 kとされる。そのため、栄治Ilí -ì_1;:: が必然的に

大きくなり、 ~J1 民の点からだけではなく、員~ .{"Ii it と いう点からも使川必行1] を選択

する可能 'I-~I: がある。このように、別行lIJ1J)Jtは、 ~1ïlliだが大きく市イIlli栴の よ~をより

多くイ吏川しようとするインセンティブがはたらくメカニズムを内包しているとの

認、市主の下で、厚生行(別作の j草 /1-:. 労働行)は栄市lIî X~ の内J'( Yr1を 11 1' 1/:) にした柴 'fdli 引下

げ政策を繰り返してきた 口

しかし、総医療費に，!ï める決行1] ~~~比率は 1999 1 r には 23.5% となり、欧米のノk

当f~ に近づきつつある。力11 えて、諸~1dli 3. \~ネ も医薬 llull 令体として 10(10 以内に Mi'，小して

きたと予似されている。そのためりL作では、|去来 Illil ï !î以や*Jfl] 化川のJ@ II-:.化にが

みを 17・えないかという懸念から、従・米の来利li 1) 1 卜.げ政策を継続させる こ との妥 ~Ií

'I'~ 1 : が !日]~つれてし 1 る 。

1-1木の|支流保険 flìlJ 皮下では、|互依機|則( 4キに|盃 !':lli) が j心者-の代四!人として必必

な Ir:決 lllh を\Ulli 入し、その l't') 1] を保険者が支払っているため、 M:終的な医薬 1 1111 1 'd，~: ~主

将-は止i ，1片であっても、災1ff (11:) には W~ 1a機関の医薬 lull 市必行動が*斤IJ t~' を決定する 口

したがって、今後の よ!iß 1111i 政策を検討するにあたっては、|定 ~IIIIII 柿裂が自lIi 給公~ 11\ 1 に

どう反応してきたのかを詳細に検 W，Eする必嬰がある n

そこで、まず取引1I!Ii 栴、決公lIi 、 ~1dlî .X~といった 1111i 栴必|ん|が尖 I\~~ にどのようにノ交

化してきたのか、 |り医~::ミ ;楽!i以吹応J止長!b巳:i:lJl川1八h一11
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かを検討する口次に|玄佼機 WJ の~剤!lbÏ人行動を分析するために ím lji なモデノレを柿

築し、|豆メ!;:JIlll 柿~:がよ~1111i I~，'~ にどう反応してきたのか、また|実僚機 I~，J 特性( d党立 t

体、 *J~f英、立地など)の本"述によってその反応にだはあるのか、などについて検

証した。

本市の |人J ;併は、本 ，{VF ヲピの仙:間づけとぷ花、 データと分析 )jYt 、赤ii* 、 月-祭、ま

とめで村liJ& されている 。

2. 本研究の位置づけ・意義

来汗IJ 1~1.' について|矢吹経治研究機桝( 199G) は、~げIJ J~~ ネ J"tl )JII の郎氏|を多月IJ .f) f' 川

や処方日数の JW 大に依イ干する f Xf[べ薬刑務〈のJ-I"'I )JII J と ;徒庁IJ の，HÎfllli棉決シフトを )x

|決する「薬剤J :Æ質 i私 自 Ili の上 t(- J に分 f(jt( している口 IN 部( 1993) 、問削 (1997) 、池

上ら( 1994) 、池上ら(1998) 、凶店( 1989) は、楽イílli たの子長引は ~{illi ;'，~ に|則心を

山つ|玄僚機関(医 nllï) の y来月IJ 使川 i去を J-I"'I 大させ、~{lIli だが大きい~Ðr~ をより選以

する傾向が必まると述べている 。

|哀楽 1" 7.， íFIJ の取引データを rlJ し、た 1i1 li ~科目i ノJ 't~l : の尖 ~I[分析ー として、 '-1 木製!~ 工業協

会長 jり|ビ ジョン研究会( 1991) は、 I~ 決 1'11" fflJ 会社 :1 +1 : から {jd供された 1983 作~

1987 イ 1 ': 7 JJ の取引データを使って楽イilli 定 81 象と|長朕機|共l の 12~ ~"II' ，!l IW人行動につ

いて分析し、 |医支 ;ヨ芸梨楽!L以依終~応ß l'仏'1

l取|以元引イ1利仙仙il川川11川IÎ ~棉科 (ωH州lt'lt 入イ1引仙側íl川州11川li ~棉科糾) によつて変!励i即助}J する、 つまり ー ノj を I/il fじする場介、 よl;1S{llli 1,1; Tjf ~ 

が市川、ほど、また 11文引もIli 栴が低いほどHIW 人民をJt;1'1 大させるインセンティプが日く

なるとしている口 I~:~M 経済研究杉並 Hli (1998) は、 1984 イド 7 TJ と 198G イド 7 )J の|従

来 11，，'， ~~ I J 会社の 11X 引 データを J I川、て~升IJ 前史を訓IJ íとし、決月IJ す17!AJ: は~{!l li ; '，旬 、'だ!lIW 人

合 Ili ~科、~の|以ふうL 先)J* などに依存するとしている 口 hl-j立では、 1 \山i十判判:'.jゾ'.J i'印ι?刊'W刊市I~ ら (2000ω) が J九Aぷ~よlじ: 

|い医ク~~ ~誌梨栄楽~以止応J止たt巳:=: lJl日'1

:2柴~応i足ß{I古利仙州11川li 5来l巨そ q引仰q巾iれ'L)力J '1忙性1企七を J抑f作t す計計卜.し、 |矢吹機 U~，J の|夫 ~I 'II" 前公:は J政近 になるほどよ~{!lli 2~ 'JWl ) J (1句で

あるとしている。 また、|医哀 2来J止点t巳;:: lJl川'1八i八1

囚の J行州抑f刊牝f~ 定定，については、 udî川 ( 1999) が、 |亙 *1'，，'1 市民は "j Jt~ J似ンピイI lI i ~科、 ~{illi に末、I し

て仰ノJ 1'1''.) であり、 1980 年以降の ~1111i低下政策は I~ 諸!4lull 話 25 をJ-VI)JII させたとしてい

る 口
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一方医療需裂の j山 j或だ研究に つ いては、 11~ 彼自' 全体の地域 1111] 1科 j亡の必 |よ|分析と

して、漆( 1998 d )、 i正木( 1995) 、鎌川 (1994 )、鎌 111 (1 995) 、木村 ( 1994) 、

一本ー ( 1998 a )、 二木 ( 1 998b) 、 1 1 1 1)4 ら ( 1993) 、 11 1 村 ら ( 1993) 、伏比( 1995) 、

伏見 ( 199 G) 、森ら( 1 988) 、 亦本 (1999) など が ある 円 こ れ らの分析では、地域

栴たの原因として医 !':lli 数 、 11'; Jぷ数、 11); 1沈 へ の アクセスと い った 社会 (I{J • )( (ヒ (1分泌

|夫| などを考慮 している 。 しかし、 W~: 決 lul l 百lff I必に特化した は![ι研究は側めて少な く 、

レセプトデータを J 1 J し 、 て ~/L H:/ï 剤使川 の J也 ll!え 訟 を分析 した淡 (1998 b )の分析が作

在するくら いである 。 この分析では、 {I，~I JJI J の間道 J(:f Y 1 し に つ いて それぞれの {ýj 1 1) '; に

つ い て は地域差が 兄 られるが 、 }/c ~I'?i 苅IJ の使 J I J については似州を l也 え て 一 円した j也

域差は存イJ: しな い と結論 して い る白また p(-j m~ ら( 2000 ) は凶公立州 |沈に比し、同

rt'\ J 診 療所および私立病院の柴和li 1'，~: iJ ìj'l ノJ 性が大きく 、 ~ 1'l lI i J_f:: と ;応 対IJ の 過 剰l 市裂の 川

)割 には 、 4~li; に私立 IK 1~t 機関 の 川 )起 が '111 与していると論じている 。

|丞|みに ・海外では、 Tay101' (1992) や Gl'・ o s s ら ( 1994) が ~ 1Jl IÎ 水準 と医薬 1 1，，1 1 rì' l 貨

の|具Jlili につ い て i以 上げ、旧 E C 力11 山 1 1 カ Iftl の UIJ では 、 ~ {Jl li ノk 準が低い llil ほど |長

ijiElull I111 2!? 毘;が多 い ことや 、 ヨーロッパ 4 カ ITI とアメリカとの 比較 では、 1985 -----

1990 イ F:. の医楽 |lli!l 仙i栴上 FIla ネが低 い(マイナスの ) 1 五| は 、 医薬 lull 使川 此の J\" '/ )JII ~ねが

利かったこ とな どを災証して い る 。

既存研究 レ ビ ューの結果、 l庄回主到11ド内jλ刈え可l にお け る医芸梨楽!I 1 11-1川lIU日川i1J.i1hlJhl1l 需需' 製に |快凶共剣j する災白託E分析析.や |医民メ柴ß rll 

に 4特L守?化し た j地山 j城或 5先(点~ 1仰似伽U川川r守 先 は |限浪 工え応(と_，されて い ることがわかつた 口 さらに子1I の 11文 ，) 1 デー タ

を ) 1 J し、 た fllli 棉 IJì j'l JJ 性仙の Hfi 計については、 i2芸梨栄楽l以依応J止長~ 11利仙側11川li /メ近;江泣JE1;中ネ#{が J非lドf ;川ì ;川;日;~に 1 '"心，μ，';凶し、 11上山、，J": J 

た ものが多く、 JEt 近のデータを J I J し、 たも のであっても、分析刈 象w5 所IJ は 迎川 双 山

を統一せず、取引総花l! ある いは生雄総 1fJ'I の大き い ものとい っ た)，~ f1fiで ìíf íl:し、 イI ll il 々

の |豆 諸~ I~II 仰 に もlI i 棉リì{l力性 を .11f~ ~nするにとどま っ ているため、 |民集 1 111 1 1 '1 'l'~I: 必の fJl li l '併に

刈す る合体|切な反応の似 I t' 11 や変 化 を ]1三li'(H に J也似することが縦 しし。

以 上 の ことから本研究の芯義 と しては、 j 参 JKt 1111i 棉 IIJIJ )Jtを合めて今後の波利li 政

策 を検討する上で必ぬとな るデータを何: るた め に、 以-近 (1994 作 ----- 1998 1 1ミ)の

|歪楽 ilitl 尖 11記ヲ| データを JTJ し、 て 、分析対象 !豆諸!i lll/l を 似性狭 山 の Yfì :)~~ よ!;!s 斤IJ に |以 íi し、

主主 舟IJ を決 JiUJIJ (州 気の;fm jh~i JJI J )、 楽効 )JIJ ( 楽のガj き ji のメカ ニ ズム JJIJ )にグノレーピ

ングして分析した 、 II 取引 の災勢を反映する WI~ 入単位での分析に )JII えて、 1'& 僚機

関 にお け る ~nlJ 佐川 の尖~~ をより )x 映 させるため、作 i日
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に符日し、平均 L 1] FI] i立ごとの取づ 1 111 li 稿 、 ;決 11 l1 i を t~ /1\ し、波 止~ (リIJi 気の，fill ~ti) ))1) 、

決公}J ( 楽のタJ き }J) 日 1 ) に~111l� -;t 'J ijl ノJ'ド 1 : を舵 if l ' した、 j jj . 1延 山機 |引の設}'( 主 体、リI)l~

~)!娘、 立 地 の 手11 述 な ど も考慮 して分析した 、 と い ったぷが | 二 げられる 口

3. データと分析方法

( 1 )データ

~・大 手製薬制作業 の、 1994 (平成 6) 作"'-' 1998 ( 、|勺ぷ 10) 作作 11 ) J 分伐 1 ) の

取引の 1 .1"' か ら 、 同 ， fll . )主 川河J ( )宇佐代決公Jけ;JIJ 分 1fti コー ド: 2144 、 21 4 9) 、 l川市 Ifll . 1 ， '1 ~ 

川芥1] (1司コード: 2183 、 2189) 、私if以病川斉IJ (1日l コー ド: 3961 、 3962 、 3969) に

つ いて終 '-1 来( '-1 か ら 服Jl'J す る 内川 薬剤) のデー タを ) IJ し、 た。 準備段附で は、 ま

ず各 |JI川l

楽分う支飢tr釘(f、取引発 生 11いはの築制li j左準、取引包装単位、取引数量、取引件数、 llx i) 1 似

などを雌認した口また、取引先の医療機関に 1:)つする情報としては、行政地医 、病

床脱税、設立主体などに対応するデー タ を 作成し た口 1.1文引 デー タに介ま れ る )(f Y，~ 

は 13 J(子りたであ っ た 。 三件府県庁所在 ïÜ を Il' 心 ïlT 、 '1' 心 ïlï 以外の îlí を 川辺 ïlT 、 そ の

他を ~11S 背I~ とした 。 また病床規模は、 19 床以下を診療所、 20"-'99 1末 を 小病院、 100

'" 199 J* を ' :1' 病院、 200 床以上を大病院とし、設立主体に よ り私 立 と行公立 に分

知した 口

次に、取引 SI" I ~ I を玖 j心川、薬効 ))1)にグルー ピ ング し た。そ し て 、 lull 卜| ごと の取

引 lìí 1i1 li を設定するために、 11111 円 ご とに件取引に刻ー する!ìi1，lli を 取引数 l止 で ウ エ イ卜

したイilli 絡を ~i ，'J\した口こ の 11文 Ij い ì Í. 1i1 1i と ìì Í.佐;!iS .filli を川い て 、各，'11' ， 11 の平均 1 11 川 !It

に対する 1 11 ~ '{illi 、 1 1] 11文，) 11illî 栴を tii UJ し た。エラーデータを イfする 取引 を 除外

し、 こ れ ら すべ て の 'I'j'パ剥がれi- られ分析に)1 J し 1 た取引件数は 157 ， 176 1'1: (94 イ r:. : 

30, 1 76 1' 1て 、 95 {I三 : 32,990 fl : 、 96 イド : 33 ， 378 件、 97 イド : 29 ， 341 件、 98 イド :31 , 291 

1ll: ) で あ っ た n また分析可能であ っ た ，'， i ， 1 - 1 数 は 、 257( J\:iÎ Ifll. )主 川剤: 156、日 )])i Ifll. 

佐川 nl ) : 64 、 ~lH尿病川汗1) : 37) ，~，'， 1.- 1 であ った(1: 2 )口これらの I'~" 11 数は 98 イド 4)] 改

正版~ 1illi ぷ準表 にぬ載されている I\~/i 1fll. )王 川斉1] ( )平生行( J:}ι(fは )~-:;~生 労働作)楽タj

)JI) 分知コード: 2144 、 2149) の 各 G6.7 (Yo 、 37 . 6 lYo、山i )]t"1 ,flL ~I'I ~ 川 方1) (1百l コード、:
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2183 、 2189) の各 48.8% 、 46.8%> 、 ~~h 尿病川河IJ (1日l コード: 3961 、 3962 、 3969)

の各 49.0 l，Yo、 G6.7(1{)、 88.9% をカバーしている口な お、 11文似いデータ の概泌を記

述統計昂;として表 1 ， 2 に示す口 表!は単自Ili 、表 2 は、|え j勾 1 11) 1 J tïl に換算した filli 栴

で↓;同載している口

( 2 )分析方法

1 )医薬品市場価格(取引価格)、公定価格(薬価)、両者間の価格差率(薬価差

率)の変化

分析に川いた取引データ数・，~7， 11 数が多いので、狭山川、~効 JJIJ に楽舟IJ をグノレ

ーピングし、全体の変化を tJrえることが可能になった。そこで、炊 l品川1) に検討す

る 11与は、1:r-別に、各 ，1;i ， [1 の 11~ 引 l ì'!-1i1 li をその lìi1i1 li で 11文引きされた数 tïr で力11 :ill 平均し

た 1i1 li 桝を 1 ，川|三|別取引 単，illi J として、同 - vx!也に仙川される5i1li庁1) 0) サンプノレ~，-，'， [1 

1I''dで平均したイilli 絡を 「疾忠日1) 取引l-P- 11 I1 i J と し、 各 S，I ， I- I の単位 i諸梨楽~能!主i イ官制仰仙il川川l日町Ii を IIi同訂司l 一 t波j矢ミ !山心にイ使吏

f川日される iヨ諸梨楽l以応1応!5: 斉剤|リl のサンプノルレ lJllU川lji

yヨ梨楽~応i返!巴i 完効}J J川川JI川リl に検討する 11叫|日昨J午t は、 |日l ぬに算山した，';i'l I~ JJI) 11文引単官Iií および単位必自Ili を、 I'IJｭ

薬効グノレープに属するよ終弁1) のサンプノレ，~，I ， 1;1 1 /rJでそれぞれ平均したもlIi絡を「来効 )Jf)

取引 Ììi1111i J 及び「薬効別単位楽仙í J とした口また、医療機関における薬剤能必 ì11

位として各 "II~ I~ I の 忠良:ì'IIÆ (1<) な平均 1 1-1川盆に芯 11 し、 r Jj~ !品 JJI) 平均 1 11 11文づ 11i1 li 棉 J

及び r~効川平均 1 1] 楽イilli J を算 il '，した。方法は、楽河IJ 1 1 ì'l 佐 '1' に合まれる成分

iii- に刈ーする平均 1 1- 1 川 f註の比率を r ,');1, 1 -1 日 1) 11文ういい 1111i J および r 1 ì'l杭 ~{llliJ に jf~ じ

て r I','i, 1-1 JJI) 、 |乙 均 1 1-1 11文 iJ I .{illi 栴 J および r "11
1, r 1 JJI) 平均 1 n *1i1li J とした。ただし、

元データの '-1 1 の取引数 iLt は、ょ!則ilJi)よ準の J lji イ心:で、記されていたので、 それぞぞ、オオれ，もしの

iJ1lUU山|八11

l昆立立-で J換奥釘釦;した i取|伐文引数最註;とした口

クピ J-_ = 取引 lìi1i1li (Po) X 11文引単位数 (xo )

= 11文引 1i1 li 桁 (p) X 取引数 11 (x) 

ただし、 X=Xo -7-平均 1 1] 川監当り単イ立法文 (n1) 、ゆえに、 p = mXpυ
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� 1111' 1 日目IJ 平均 1 1-1 取引 1111i 栴 J を同-波，出 に仙川 される薬対1] のサンプノレ 1 1111 1 1=1 11"1] で 平

均したもlIi桝を「波山川IJ 平均 1 11 119.引イillî 棉 j とし、 r 1111'1 r 1 ~JIJ '1り匂 1 11 jj゚ 1i1li J を |訂J 

疾忠に使川される楽斉1] のサンプノレ I~I'I Il IHi で平均した もlI i ，怖 を「 炊 j必 ~JI J 平均 1 11 ~ fllli J 

とした 。 同派に r IWJ 11 )JI J 、ド均 1 1 1 取引 1i1 l i ~科 J 1えび í 1111'1 1 -1日 IJ 、 |三 均 1 II;J;゚ 1111i J を 11 ;j

~ 会1J グノレープに J品する*方I J のサン プル 1 1111 1 11 11'1] でそ れぞれ平均 した f!lI i 棉 を「決公}J 日 IJ

平均 1 Il 取引 1dlí 棉 J 及 び í~効目I J 平均 1 11 ~1d l i J と し た。

来 {illi 差率につい ては、 í 1111'1 11 JJIJ 架 合lI i 定率 j は 1 10' 11 1 月 IJ の ~1"l j と取引 qí 1111 i の 差 を5.!iß{ill� 

で |除したもの 、 「疾 出、 )JIJ ~ {"l í 差ネ j は決忠 JJIJ J ìJ- 佼 ~{"Ii と政出 )JIJ 取引 lìi 1111 i の 芳. を波，止i

)JiJ l -j'i_ 位 * 1ïll i で |派したもの、「巣'\ 先}JJJ IJ ~ 111 I i 左率 J は造住 先}J JJIJ iìí-イイ1~ ~1illi と張 先}J )JIJ 取引 lìí. 1i1 lj

の定を~効別単位~げdli で |派したもの、 í 1111'1 11 ~JI J 平均 1 卜l 芸~1111i /\1 ギ J は 1 1111 1 11 日 I J 平均 l

fl ~ 1"li と品 1 - 1 ))IJ 平均 1 11 取 引 仙i 絡 の 差 を I~I' I FJ 別 、 |ι 均 1 1-1 生~ 1111Î で |派したもの、「決

忠川平均 1 11 ~利lî 差率 J は疾 J'J刈IJ S I l. 均 1 11 E刈lIî と疾 JJ刈IJ 、ド均 1 Il 取 引 制l j怖のたを

疾 j品川IJ 平均 1 1二1 ~応 イïll i で |徐したもの 、 í ~ ~)J ~J IJ 平均 1 11 ~~ 11 I1 î たギ j は決公}J JJI J 、 |え 均 1

日 当~ 1"lí と薬効川 平均 1 1 - 1 取引イilli 絡 の京在~効別 llL 上旬 1 1 - 1 来 1dli で |除したものとした 。

2 )医薬品の包装単位による単価格差

lP-llL ~ 1illi は包装単位に |苅 らず、 1 111' 1 [1 ごとに Øl k されており、 ljí1dl� 1科たは 取引1III i

絡 に依存 し て い る口したがって包装 iii杭による lìí 1dlî 栴廷 は、:.lí!i 11 11î と 11文 ，) 11i1li 1ちとの

差 の)Jt 合 い、 つま り 楽 イdli 差ネのだ として近似 (1句 に捉 える こ とができる。そ こ で 98

年 j交の取引 データで取引件数の 比較的多かった I ~ I" 11 のうち、包装 l ji位が彼数作従

し て い る 品 1;1 につ い て 100 \1'Æ包装(小包装 ) と 500 錠包装( 11 1 包装 ) 1m 、 100 錠

包装 (小包以 ) と 1000 錠包装(大包装) 1 1\] の必和lî ).':: ネ を比 1 1攻した の

3 )薬価差弾力性の推計

3)-1. 薬剤需要関数推定の基本的仮定と理論的枠組み

;m '，ii:; の 間 I~~ l ï l ï 場では消費 与!?と 供給者- は 月 IJ であり、 自Il i 絡は IL I 111 ~Jt /(1 の下で伏文とさ

れ 、1ì'í �' 1斤 は 1i1lj 絡が {尽くなるほど需要を ~IIYI やし、 lfJi くなるほど減らすとい う よう
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に、指必は位以:f>.'fj 1'11" {dli 絡に反応するのしかし、保険診僚において佐川が認められ

ている薬剤の場合、薬剤の ffi桜の yì'í 貸手f は忠者であるが、:Æ I僚の?J;!げIJl盤以は，止し斤

の代月I!人であり医彼供給1M である医成機関( I返 (:I]î )が決定している口また来斉1) 1i1li 

絡は主!刈lJi として国が定め、医療機関へは山手7・ 1~ iH を|除く Ki~ 分が~庁I)~q・としてぐ飢

保険償還される民 '1) 。

一-j; 、在11 業者 ( ~j合によっては製薬メーカー)と|去僚機関 111) の 11文 1) 11dli桁は )j~fl匀J 

されておらず、医僚機関の|豆諸~ 111I11Ht~ 人 1111i 料、つまり楽河1) に W) する I~: 業代川は 11文 1) I 

イjlli 絡に依イ7ーして決定される口医僚機関が主主芥1)佐川による保険収入の 11立大化を i改俊

先していれば、医薬 l日需要は~11.11iに肢も反応し、代川以小化を Jlt催先していれば

需要は 取引も!li栴に肢も反応するはずである。しかし、決心IIÎ と取 1) 11dli 栴の:4fと li!jt が大

きい時には、薬剤の使川量の附力11 に fl~ ってこの定制(11 ~ 1dli JJ~ J と IÞjLばれている)

がj-1~'1 ))11 し、これが医療機関の Hま花利読となってきたことから、医薬 JIll!?信契は川俊

の公定合lIi 絡や取引自lIi桝よりもむしろ、当~1111iだにより敏感に反応してきたのではな

いかと予恕される。そこで、慢性疾忠に使川される薬剤に対する医僚機関の需要

が業自IIjJJ~ に対してどの程度反応してきたのかを検証するために、医僚機関の行動

についていくつかの仮定を世く。

i _1~nÎIîは忠者の代別!人として、 J設 illi な~斉1) 選択を行う。

Il 一部の医師は医療機関の経常を意識し、機会があれば収入を l ìÍ J 1 -_ させようと

する。

iij _I~ !':llî が狭山の治僚を千J うときには、来六1 ) の投与-が必裂 になる。作集方1) には il立

@ 投与設があり、そのすむ 1211 内であれば治療効果は上がるが、 j交 17・世が過剰にな

ると剛作川が発引し逆に有存化する。したがって、楽剤による治療の限界的効

米は減少する。以上の内科を次のよ うに数式化するの

U d :医療機関( I~ !':llí) が薬物治療を行 うことによって 1'， 1ュろ効川ノk 可Ii

j心 _;(í- に提供する治療づりJ W:とそれによって狩る収入に依存すると ;考える O

Rp:j忠手?の治療効果

薬剤使川 ;註 (X) に依存すると考える。

この 11年、医 !':llî の先!J) 1) (U d )は、治疲労J* (1ミ ρ) と共に金銭 1'1/:) 収入( ~ 1dli ;~'~ ) 

にも ;μ 響を受けると考える口ただし、金銭 l旬以人には、|豆彼行為に対する診 j氏側
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酬や~升IJ 料も合まれるが、これらは|実療サービスを促供した代イdli として妥 :11 に文

払われるものとし、今|可の分析では、ヨß升IJ 押I，~:~にイ、J" 処した不IJ 伐として~{dl� j~~ に行

n する。ここで単位築制li を OP 、 11文引単価を P、薬剤使川泣を X とすると?Ji!f制定

は、 (OP-P) X となる。したがって、この医療機関の選択行動は

Max U d = U � (E p' (OP-P) X) ( 1 ) 

S.t. Eμ 二 Ep(X) (2) 

ただし、 X M を段大の治療 !;.YJ* を与える~剤投入量とすると、 I'~ [lと X

の h'\"J ~こは

Ü <X<X Mのとき、 0 巳 p/ éJ X > ü ， éJ ~ I~1】 / 飩 X:! く O

XM<X のとき、éJ Ep/ éJ X<O ， éJ ~Ep/aX~>ü 

と定式化できる 口( 2 )式を fl，IJ 約条件として( L )式を解くと、併は

X * = X (OP-P) 

となる。

ある疾 J1\ に椛 j息している忠者を治療し、 jり j 1'!j= する効果を上げるためには、必必

十分な監の|去I':îlî の医流サービス供給量が必裂であり、ある此に~するまでは、供

給量を V~I ))11 させる ことによって効朱は別加する口しかし、 過剰にサービスを供給

しでも忠者への治療効県は I何上せず、|医療資源の非効率的佐川に紫がるので、|以

W 1Ji.' 川は徐々に減少する口また、~物治僚の先)J* を _1:げるためには、必月Ij の投与

量を治以で有効 J}Jj(;まで_I-，げる必~があるため、投与世を llt/ 力 11 させることによって、

ある並ーまでは効洪の W/;JII が J~I 作できる口しかし投与量が過剰になると(，\1]作川が発

引し逆に有 ;if 化するので、jj!f庁IJ の|以 W !;.;J)県は投与此のJ.fl 川|にイ'j': って徐々に減少す

る。 したがって、限界効*が 0 となる 11年以の楽剤投与位が臨床上 Jik ill- な~剤使川

liまになる。 しかし、医i':ilî (医療機関)の効川には治療効果以外に楽 {lili it も!必句作し

ているため、臨床上段i砲な薬剤使~JTJ i査と実際のそれとは必ずしも 一致するとは言

えない n

3) ー 2，需要関数の推定
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今 1"1 の分析では、 医僚機|共l が在11 から !U，ï 人し た ~舟1] 1吐を|長僚機 I~，]での :応対1]'，前裂は

とし、|玄 (:lli 或いは医僚機関のlUl~人行動についてのモデル r1:引を参 考 に し て 、取 'J 1 

薬剤主主 X を被説明変数とする対数線形の需~I共j数を採川した 。

X=A ・ (0 P ード)“ (A :定数)

X が来六1] 需嬰輩、 (0 ド- p) が~日jl日糸、 α が ~filli)主'Jì~ノj 性をぶしている の

d X/X 
一一一 =α ， b=OP-P (b は~!%lIi )t)
d b/ b 

ここでは、決 Jdj. JJI) 、~効川、|反対で機|長!特'↑~I: (設立主体、 11Ji 1示品i航、 Ù~ J 山) JJI) に

それぞれ~11-l[i 差別t JJ 性を舵計した口疾 j品川1) に よlß1精l i JJL:~ ~q'LブJ 'r'l:を併す 1 - する 11年は、 1'11" 11 

ごとのキトヒ1: を考慮するために、定数項に IWI [1 ダミー注 G) を何人し、 1994 イドから 1998

{I三 までの単価及び平均 1 日川量1i1 li 絡を) 1 J し、て各年初:に決仙 R~ì'LノJ 性をそれぞれ批

引ーした口 ~~)JJJI) 附言 1- の 11キは、各 Jill 日を~交JJ JJI) に分類し、 i店:[む-'数円.rt以l反:J に lJlfU引"

入し、 1994 年から 1998 イドまでの単イi1lï 及び平均 1 1I 川此もIIÎ栴を川いて作午仰に泌

官IIi 示 IJqt ブj 刊:をそれぞれ推計した口

設立主体JJI J 抑言 1- の 11寺は、医療機|刻の名称、設立主体、病床 ÄJL娘、および立 j也の

分知がすべて可能であった 1997 年と 1998 年の 2 年分のデータを化川し、まず|長

成機関を '1γ公立と私立に分似し、定数以に，'11' ， 11 ダミー在州入し、手均 1 11 川品汁I lI i

絡を JTJ し 1 て各年釘:に築制li 差 IJq'L力性をそれぞれ何:百|ー した。病床 JJL悦川悦計の日午は、

1997 11:: と 1998 年の 2 {I三分のデータを使川し、|云僚機 n討を、診成所(19 1末以|ご )、

小山|ちに (20~99 1ぶ)、1"1 ' 1Ij ,; 11~'f (100'"'-' 199 床)、大州|山 (200 Jぷ以上)に分似し、

定数 JIiに，'11' ， 11 グ、ミーを ilfi入し、平均 1 11 川 it イI lI i 栴を川いて件イド仰に よ!iU1dli );:: ~q'Lノj '1"1: 

をそれぞれ惟計した。設立主休・病床 ~JL f"ij~ )JIJ 批百|の 11 ，lj: は、 1997 年と 1998 tl三 の 2

~q三分のデータを使)-1 J し、医僚機関を設立主体および病床J;JL棋で分到し、定数以に

I"~" 1 1 ダミーを J市入し、平均 1 1て|川長官fli 栴を川いて?千年 1ï} に ~1dfi 1'，/~ íJlj/t ノJ '1 " 1: をそれぞ

れi1(~ 百|ー した。 立 j白川悦三|ーの 11与は、 |医豆;彼京機|凶刈 を '1い1 1心心|リ市|打ï ( ~各?件千判刊j川が山山(:“μ:江子f リ以J出u川斤Jrわで~)所所珂肝: :(泊在{正: J地也)ト. )，川6J川tサiJ ;辺Jι11リ市|打ï (そ

れ以夕外トの T司市|打7η) • 111S f部f刊市|竹j にク分〉類し、 定数』瓜f頁:に lJ1引11

f作!下三までで、の平均 1 I~I 川盈官利仙側u川jj ~棉科を jハ川lリlハし、て各 f年下 m に楽イílli ;.r:弾力性をそれぞれ椛計したの
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4 . 結果

( 1 )薬品の市場価格(取引価格)、公定価格(薬価)および両者間の価格差率

(薬価差率)の変化

ほ12 に疾 j品川j および、薬効目I J の取引 lji 1111Î 、単位決自lIi 、終 1dlí l~~ 中の変化を、また|ヌ|

3 には、平均 1 rl 取引合!日中科、 平均 1 11 3J゚ 1111i 、決心Ui í-':~ ~t，s の変化を叫系列に示す。

まず疾 JjJ JJIJ に見ると、取引上れもlIi1えび i削立芸~1illî では、市 JI日 IflL ~I'I ~ 川月IJ の 1dlî 1科レベノレが

肢も向く、肢も低い ~~H尿病川 nlJ の 2 的強のレベノレにな っ ている のこ れ を 、|三 均 1 1'1 

取引イdli棉及び平均 1 日 薬価で見ると、やはり t=:î JJM Ifl1. 症の制li栴レベルが Ul も 1 (，'j く、

最-も低 いのは高 111L圧 川斉IJ になっている 。 主主イdli 1'1 体 は 9G 作 4 川に 6.8{Yo 、 97 イド 4

n に 4.4 0/0 、 98 {I三 4 月に 9.7 0/0 と 31可引下げられているが、 11x 引 Jjí イI lI i 、 l れわ'L~1I!!î

共に 98 年を|除いて、各疾思でほぼHt~ ぱいあるいは強い j判 )111 似|古l が凡られた口 そ

こで、来自lí 引下げの影響を見るために、各川斉IJ の取引 lìt イ立数を 94 ''t:j -:. レベノレ lこ I ， J~ I

;:iごして求めた疾 jよりJIJ 単位決制li と当該年の取引 lji枚数で、求めた!日!伎の lj í.位 ~1dli を比

べると、 前者の方がすべての川河IJ に対して低くなった口

次に ~5<JJ 月 IJ のもlI i 1名付k移をゴ~ ~[~足先JJ 1l: 7) について比 ると、 I\' ，tj I fILハ ; 川庁I J ではほとん

ど 97 年まで水平であり、 H ブロッカー 3 知だけが似若な W/)JII 似 IÎtJ ;を示した 口 しか

し、 98 年にはすべてが 10 0/0 ほど低下しており、 97 イド と 98 11 :' の ~ 1illi lÇ 可I! リ|ドげ

政策の影響が別れていると 芦 えよう。同 )JH Ifll_J;I~ 川方IJ では、総じて -L 弘~~似j のイIIIÎ 棉

レベノレは î{lj し、が、 11 1 でも特に HMG-CoA ihl JL; ~W ポ 111 1. 芹六IJ の 1dli 棉 レベノレが炎 il '1 して

山 く、 97 イドのもlI i 栴引|ごげの;;伝轡を ilk も必 く受け- ている n ねIf JJIと約川所IJ については、

自lI i 栴批移はほぼ水平だが、 1111î 絡レベノレが Ili aJi し 1α クソレコシダー ゼ IIJl'h 庁IJ が Jd- も必く

;;む仰を受けている n 平均 1 11 取引もIlî 附及 び平均 1 日 決イI lI i で凡ても、 IlîJ 阪の似 1(' 1 を

示していた口

~jdどけJIJ~11 I1 i 先中については、 ljí 1illi で 比ても、平均 1 n 1111í絡で凡ても、 94 作、 95

1y_ の 11 、Il ，t.'~では、狭山 JJI J に ~5f~ に廷が凡られ、 i古川、J111'iに IJ/，'j IfJL川川庁IJ 、 ~~H 以州川JTlJ

�11 )J日 JílL 広川方IJ となっていたが、 97 イ|ミと 98 年には狭山 11} の ~ll l1 ij区中のレベノレに桜

山ごとの芯はほとんどなくなっている 。 つまり相対的には I"~:j 1 íll.川必の ~filli 山中が
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ティックに葉市lIi J\~ 率を圧納したと芦える口

決 ~jJ ~JI J ~ 111� 71:ギを見ると 、|山1; IflL 正川月IJ では、やはり過去において，(，';し、必中を保

持していたことがわかる口しかし 、 すべての上製薬剤j でほぼ I，î]じ傾向でだキが圧

縮されており、段近になるほど薬効川のば らつきが小さくなり、 98 1ドでは 8"-'12%

に収束している。商店 lfrL~ít 川方1] では薬効 11\1のばらつきがばi !fí: に比られる口 ~1111i ì~ 

ネが極刈li に 上井している薬効 ~I下が倣凡されるが、これは l以 1) 1 数!日:が極端に小さか

ったために y~常値になったのが原|却である 。しかし主製薬効では全体的にだ半は

新i 小され、 98 {I三 には 7(10 '"" 12 010 に収束している。また ねlf尿病川汽1] でも、全体のか

ネは減少似|古l にあり、 98 年には 8'"" 12 0/0 に収*している 。

( 2 )医薬品の包装単位による単価格差

表 3 にあl;米を示す。包装 nn 絡差が大き いほど楽利lî差ギ絡先が大きい口今 1"1 分析

した品目については、平均築制li売率栴廷は、小包装 -'1' 包装川で 2.4 0/0 、ノト包装

一大包装 11円で 3.7 0/0 であり、 3% 内外の包装 11\] ~11~1Ii 先ネ栴去が存 11 : していた 。

( 3 )薬価差に対する反応の変化

257 品 1=1 の築制定 'Jììí 力 ，t'l : 昨計値はここでは 'h1j 愛するが、参与までに IIÎ・J ，'，，' 1 11 の

推計イ|立を ïN 行I~ (2000) の結以と比較してみる と、 ~~H以州川庁1] であるオイグノレコン

1. 251ng 錠で 0.901 7 、 2.5mg 錠 で1. 075 に対し、p:g 行I~ のあli 米はオイグノレコン( )J足

分批は米;氾，1批)で1. 08'"" 1. 53、ベイスン 0.2mg 錠で 2.20 、 O. 3mg 9fÆ で1. 79 に刈・

し、市ì'm のれ'i* はベイスン(成分民は末記"武) 1. 97'""2.12 と、ほほ l ， iJ レ ベノレの附

吉1-111'f であ った口

1 )疾患別薬価差弾力性の変化

ヨミ 4 および |き14 に ljí.11 l1 i で行(~ ft 1ーした狭山川1J * 1111i i':~ iJq'l j J れ仙の変化、衣: 5 および I~I

5 に平均 I 1]) IJ t註で縦三 l' した吹山 ~JIJ j則I lI i ;~f:. iJ��� j J 'I'~ : 11立の変化をぷす。~1111i Îr~ IJljl j J ,t'l: 

イ|立は 3 狭山総 じてすべて 1 以上になっており仰力 f内であるというがf* になった。
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ただし、いずれも段近になるにつれてその他は低くな っ ている 。

2 )薬効別薬価差弾力性の変化

表 6 に iii 和li で椛百 1- した~効 )JIJ*1i1 li 五 'Jìj/l ノJ ↑'1: 仙の変化、|火16 に lj í_ イ，lI i で J仕立 1- した上

W~効月IJ ~ 'li1 li î，~ 'Jìjí 力，~Jj: 1u'[ の佼化、衣:7 に平均 1 11 川出イ'，lI i +?tで雌，:1 " した jß 先)J)JIJ~lilli

差仰力性値の変化、 図 7 に平均 1 日 j灯川T刊J:t量註 4利仙側II川IÎ 栴でで、抑抑: 言訂計|十. した i上" ，必i芸必:zj 虫必柴!巳i 効 )J川JI川|リJ 5諸梨泌L以総!巳~ l'仙側11川li 7主主リ仰i市n ノルJ 刊

イ値直の変化をそれぞれ示す。たとえば表 7 を見ると、集会OJ II\J で動 I t'j に多少 j~~ は )f~ ら

れるが、 94 寸|三 lE と 98 イ|三 jJLJ の主主~~長引j の仙を比較すると、 iRi IfIL J J : 川庁IJ では、 ACE

111 L 容斉'J が 2.18'"" l. 44、ジヒドロピリジン系カノレシウム十， !i t/c ガ11 が 2 .4 4'" l. 43 、 α プ

ロッカーが 3. 0 2'"" l. 44、日ブロッカー 1 類が 2.55"' l. 14、日ブロッカー 2 類が

2.36------l. 00、。ブロッカー 3 類がl. 7 7""' l. 36、高 Jl日血症川斉IJ ではクロブイブラー

卜系薬剤が 2.28~ l. 8 6 、 HMG-CoA 還元帥素 I l ll 害斉I J がl. 6 1 "' l. 45、ビスアェノー

ノレ系薬剤が 2.3 9 '"" 2 .0 5 、税庁尿病川斉IJ ではスノレホニノレウレア系 21JrI 来所IJ が 2.14~

l. 1 1 、 α グノレコシダーゼ阻害剤が 2.34'"" 2 .0 5 へとそれぞれ低下している。それ以

外の楽効併においても、取引数量が少なく J'4 常値になっている純物ステローノレ、

スノレホンアミド系、ポリエンホスブアチジノレコリン、メリナミド、交換 'I Q，え 1"R J IIJIJ 

ñlJ などを除いてぬどの ~~jJ ~ 1下で舟近になるほど押収1: イ|立は低下している。

( 4 )薬価差弾力性の医療機関特性による比較

1 )設立主体別薬価差弾力性の変化

表 8 - 1 に設立主休日1J ~ 1111� ji: 'Jìjl ノ〕性他を示す。 設立主体j月川別)1川|りl 芸梨架!5ミ 4利仙側11川li 九だそ仰ブ力) 'I'}判性ゾq性1: はすべ

て 1 以上のイ和JI'i をとつており、私立 . '1行1

には好始↑ど 2廷三はないが、 97 午、 98 作ともに行公立の|豆般機関の )j" が以立に比べて

リì ì'l '~}1:イu 'f が --( '1: 二|ニ ïf1Î くなっている口また 97 イドと 98 年の 1111: を比 1阪すると、私立、行公

立ともに 98 11三の ~ìjl性値のブj が低くなっている口
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2 )病床規模別薬価差弾力性の変化

表 8 - 2 に病床規模)JIJ~ 和IÎ 差 ~ìjl j J 't'l: 値を示す口すべて 1 以 1 :: となっている。ち

なみに 97 年のイ11'[ は l古川、 )1阪にノト病院、大病院、診旅 J1Í"、'1'州|流、 98 イドのイIl'( は，';:;し、

)1凶に、小リIji 1徒、 'l' 病院、 診~，MJ肝、大病院となっている。従って 111 ， j イドとも小州|況が

最も'Jiì't力的であるという結~ーであった o 97 年と 98 年のイ11'( を比 11改すると、すべて

の病床規模併において 98 11=' の ~ìjí 性イ111 の )j が低くなっている。

3 )設立主体・病床規模別薬価差弾力性の変化

表 8 - 3 に設立主体・病床規航月IJ~日Ji lí 差 'Jqi力性 11立を示す口すべて 1 以上となっ

ている。 97 年と 98 1f. の値を比較すると、すべての併において 98 イr. の仰性イ|立の

力が低くなっている口 97 年では、官公立 ・小病院の 'Jìjí ↑" 1 : 11YC が J設も i引く、私立'1-'病

院のそれが肢も低かったのに対して、 98 作では下l' 公立小病院の IJql'1"1: 111'( が肢も，\':Î く

7守公立・大病院のそれが肢も低くなっている。

4 )立地別薬価差弾力性の変化

表 9 に立地日IJ~ 利li 先手ì'l力性航を示す。 9 4- {I三 '"'-' 98 年すべてにおいて l 以上の値

をとっているが 、以-近になるほど仰性イIL[ は{尽くなっていく似 I ÎlJ にあり、総じて立

j白川l のたは殆ど見られなかったり

5 考察

]994 作 11 rJから 1998 {I三 11 JJ にかけて、 31日!の淡泊lI i 必市引|ごげ改 Jどが行われ

た。今日|取り 上げた 3 慢性疾出川升IJ の，1;"1 I -=-I では、 1997 {I~ の改応叫に数，1171 11 で ~1JiIi

の現状維持或いは引上げも 11女凡されたが、ほとんどが引下げられており、狭山川

栄元1) JJI J でみた ~111l i 差率も ~1111í づ|下げの影響を受け、急激に新i小してきた ことが |川

らかになった。 ~..Ij: に 97 イr=. と 98 年の ~1111í 改~は 3 似性疾 j品川庁IJ の ~1Ji li 元本 )T~~日に

大きく ;;0 響を 17- えていた口そのがf% 、3liß1111� X~ネはいずれも 10\10 ほど となっており
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大 11I日な ~fLlli 引下げは尖質l:. 1~，以桝に注していると汚える。また、炊 j心 ~jlj 、主主効 JJIJ で

みた取引 i手 1i1 lí や単位架合IIÎ の批移については、 ~{d[i が引ドげられてきたにもかかわ

らず微刑していることから、より i向楽 1111i の|豆諸~11u' 1 需要が lN )JII する傾向にあること

が示唆された。また、 2000 年 4 J] のよ~11 I1i~t 準改定では、 l医~;楽j』以終i返~ 1 11川山l

ス卜、取引!日l あるいは包装 11\]棉差を考慮したもlIi棉制強 11刷が 2%> に l没J[:されたが、

今日|の包装 1m ?1゚ {dli 差ネ栴差のがi* を凡る|似り、 2(Yù と I- j うイII'[ はかなり厳しいレベ

ノレであることが抑:祭さ才しる。

本分析では、主主 1flli 差に着口して医薬品需!廷の 1111i絡に刻する反応を検討した口今

日分析対象とした楽斉1] ~作では、?夫忠 JjlJ で捉えても、~づりJJ JjlJ で促えても数合I'[ (I"J には

よ~刈 Ili 差 IJìjí 力1'1分であ った。 しかし、来-効の比較的マイノレドな来月1] の rll に 'JIì\性 111'[ がぶ:

干高 いものが散見されたものの、総じて件性11立 は同じようなレベノレであり、決Jl・

係数やリ!ì1 ，~，生値は設近になるほど低くなる似 |刊にあ った。さらに、茶店~::JJ >JIJ で詳細ド

検討すると、|司一疾忠の治療に使川される楽斉IJ であっても、 ~~jJ によってもIli 絡に

刻ーする反応が~なっており、りq't力的でない薬効も存紅したことから、これらの涙

忠に佐川される薬剤は、必需斉1] 1'内な性質を内包していることが示唆された。

医療機関特性の相違による薬和li差弾力性の差を検討するために、設立主体、病

床規模、立 j也 Jjl] に ~1111Î 差リq't力性を批訂ーしたがdt!: 、官公立の医療機関の方が私立に

比べて仰性値が粁千 i引くなっており、十代公立に比し、私立の )jが経常上の I I\ ]J~ を

より考慮することから、薬利IÎ 差押力的ではないか。 J という当初j の予似に反したが;

栄となった。また、病床規模 JJI J の芸~fllli 差別i ノJ 性イ|在の比較 では、 ifR し、 )1凶に、小川il山、

診旅所、中病院、大病院となっており、病床肌肢が小さいほど必似たをより怖く

意識している傾向にあることが示唆された。そして設立主体・病床別検双 )J を巧・

h!i:したれij 来、 lit- 近の似IIÎq として行公立・小肌+~11'i 1沈が最もよl;Ii1dli Î三 IJij'LノJ 1'1".Jであり '1' '，'

公立・大肌般病院が hk も ~11I1i)~ に刈して反応していないことが IY J らかになった口

一方、私立 ・官公立川でのリ[{l性値には殆ど廷はなく、設立 -1::体よりむしろがn氷川

般による影響がより強く IJi ì't 力性に影響していることが示唆された。これは jj:/~' ;'fl~ の

既存研究における私立病院の引i jJ 性が高いというが;以とは見なっているが、本クJ

析では、病床え~~棋が大きい病院ほど、また rr公立 11'i I~~ より私立病院の jj が~イI lI i Î主

依存仰の経常体質ーから mG去IJ しようとする以近の似 1(11 をより反映していることを ;J'"

|俊した。 しかし、|去来 Jilll 需裂の~{，lIi廷に対する反応には設立主体、引月比胤般によ
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って;(-\:干の相 1 ;主は見られたものの、全体的には件 01j't '~'I:イ|立はほぼ|訂l レベルで、 i改近

になるほど低くなってきており、二の似 IIIJ には }(:f Y，~ JJIJ あるいは'1' 心 dî 、 Nû illll j 

111S ffi~ といった医療機関の立地による顕著な先は内ど見られなかった。この以仏|と

し て は、 3 疾 j忠4也u川川J刊l 斉沖刑|リl の |医￡式梨来柴!U5(:a J品1

伯何似~i 1ド山f白川[可l が高まつていることや、在IJ 企業側の j仮ンピ勿 )J によ ってもたらされたが;米など

がち-えられる。

60 まとめ

本 主主 では、 |低盃 i2諸梨楽l以従i長!さ~ "川l

上でで、、取引きの尖勢を反映する取引 lìifdli 、単位決イIJli 、力11 えて医療機関の|伝来 lh11 7信

裂をより反映する平均 1 Il 取引 fllfi ~名、 平均 1 Il 楽 flili 、 2えび茶~ 1i1 li J長率の変化を飢然

し、さらに~1i1 li 差 ~ìj't 7J 性の雌計を試みた。今日医薬 JIll の特性をJ!s J，ill: し て |豆諸~ ， 111'1 活

裂の ~1illi差に対する反応を分析した事は、参 fKi 11i lí 棉flJlj )Jrの基本 I 'i'-J 与え方を今後の

E1!f 1111i 1政策に導入した 11キの効果について議論・検討する上でも1fI必な制点であると

考える口今日|の分析ÍíiH~ーから、医薬 11171 需要の楽佃i廷に刻-する反応は総じて低|て し

てきていることが|リ]らカミになったことから、薬剤使川の広 }ι rxo;:t に|際し、;I;ß1111i JtJ~: 

は従来ほど重視されなくなっていることが示唆された。必1111i 元本が 10% 内外に

で稲川、された」二 、医薬分業の進展、診旅報酬包 J市化の拡大なども予測される 11 1

従来指摘されてきたような、 ~1illi 差を迫求した薬剤の過剰投与が|矢吹引場におい

て今後哨長するとは考え難い。むしろ、今後の医 rhi tlllJ )Jt、とりわけ診療搬酬改定

の流れが山来高払いから店街i化拡大に|古!えば、医療引場の~汽IJ使川はコスト節減

を催先する似|古l が高まっていくと予処l される口さらに似 'l o'l: 1.夫 j心に使川される業所IJ

は必前升111Yj な性質を内包しており、特に安定供給が求められる。このような状況

を考えれば、薬剤特性を無視した医薬 lull 仙i 給う|下げの継続は妥当とは 許え ない。

方、参J!日イI lI i 絡flJIJ).交の導入に|期しては、医療機関が 1111i棉に反応して医薬 lull を処

方しているという状況ならば有効かもしれない口しかし、在IJ企業などの似完業者

の制Ji料支配力が弱いためにもlIi格に ~ì~7J I'i''.)であるという紡栄が生じているのであれ

ば、参 JKi11 J1 i 給付)111交が~斉IJ t~' 適正化に勿J~ーを発担líするとは与えられない。

医療機関が医薬 Jil l を HII~ 入する|僚に、イîlJ i 栴を丘識することは経営上ヨ然であり、

81 



市山-*としてある程度来 1i1 li J~ 0ljí ノ] (I/~ であるとい うこ とは (1 然な 赤lli 米である 。 また、

来刑 1i1 li 1科が医僚機関の~庁IJ 選択に 'ffi みを lj. える こ となく、 また |白川、|民 必 11Hll が そ れ

に見合う安全性と効果を提供しておれば、 |fd イI lI i 栴泌 を使川す ること は妥 当 な |伝 説で

選択である 。 したが っ て今後の楽制li政策は、楽仙i左側~ Yì' l とい う よりも、公 1 1: な 医

薬 " 11" ~ \ I ~ イlil i ともIl i 棉設店シス テ ムの梢築を肢催先烈j起にす るべきであ り、む しろ 、 そ

のプロセスでれIf* として先生する ~fli li だ を妥出に紙作 して いく こ とが必必である 口

Jl~l 注

(1: l) r 1 年 17\ 1 の '1' で、 11 ) j は取引が安定している) j で ある j との製来メ ー カ ー此
び製薬 在11 企業の :Jj のアドバイスより 。

;1， ど)来 イIlli 法 判長表に準じ 、|百卜- ?J;長 ILL でも j川名 ・ 容品; が ~N なるものは JJ lj 川 11 として倣

って い る。

注:-1) Pj=Pil *(x i} 1 乞 X j) +P i2 会 (Xは I L Xjj)+…+ Pi 日常 (X j nl L: Xjj )= お (pj/Xjj )1 ど Xij

j = 1,2 ,…,n 
pj: 第 i ~ ，'u'，の納 入 lìi f~li

Pij: 第 i 楽 lull の第 j 番 IJ の 納入 1t'L イilli
Xjj 第 i 楽 lull の第 j 訴円の納入単位数
第 i 品 目 の取引 fillî 1科 = (売上総 rffi) -;-(第 i ,'11', 1 =1 の平均 1 日川 監換算した取引 総量)

注 ， 1 ) J丸 紅胞行されている来斉1]1~JJIJ 途 忠者負 1n flliJ )交は 、 2002 年以降 を 1- 1 処に令. 而

廃止 さ れ る凡通 しである。
;1, G) rH m~ ・ tl !H� r 医流機関における薬剤需 安保l 数の抗定 J ( 1主 政経済研究機梢 (1998

{r: ) 第 6 章)における W I歪 I ':ili 或 い は |伝説t 機 関 の H昨人行動 についてのそデ‘ ノレ』では、

楽 fdJi 差を川い て い る u
11: l i ) 検 定刻;県 につ い ては 257 {It' i l に上るためここでは芹11 変するが、，'11' ， 1-1 JJlj 夕、、ミー は

統計 一仁平 f ，広であった。
注 7) 本州 では 、 各狭山川市1] の '1' で DJ{i 11元 'JI ~i が大き い ものを主製品~~め とし、 ( 1 ) 

高 lflL)王 川剤: ACE 151L 害 剤 、ジヒドロピリジン系 Ca th抗剤 、 (X プロ ッ カ ー 、
白 ブ ロ ッカー 2 fti . 3 類 、( 2 ) 向 )]}1 JflL ~，Î~ 川升11 :クロブイブラート系 、 HMG - CoA

15Ll 書 J11] 、 ピスブエノール系、 ( 3 ) ~~，rr 尿病 川 斉1] :スルホ ニ ルウレア系 2 如、 (.\:
グ ル コシダーゼ 11礼 拝丹1] I 飢 ) の行 1 . 10 ~効とした り
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巳)1

表 1. 取り扱いデータの記述統計量(その 1 ) 

品名 N。 ~~ 1ÇJ::: 言 ' ~~ 王ゥ:

亡~， --: I) )‘ t~l 2.缶、日 2152m缶gY1Y2S1ZiZ ~c::a: ι目

2 1: 3プリ 11 江2らT\C ~l:: cr ACf 
3 "t S プ'. I1 1:;:5Omg mZ白yTmP111iZZ 

�:II:E Ac. 
4 ;7 ト ': )1 I:;:L 5 i'5;J:三 A岱
5 ， 白 . C シ ;1.~5

訪2h問hm1m1笠l1z 1z 苦a. ff A白
s 7 ナドリ(j~5 書 E~ A民

7 ， 1 1ロ '. :1;;5 Ilfl::三 A~ 
自 主アド Jんじ10

11告12同h伽伽"9司羽司99111S1Z 長;:r 箆
曹JI: ii Ace 

9 !.=, :-itl0 F.1[E ﾄct 
10 コー， ji缶、日 1:.J!:E ACf 
11 コー_ !;IOmg 1!'11:三 Ace 
12 二ー- n2Omo i':.I!:!ﾏ A岳

13 =ーニ=-11 官lrng 12mmoロ114佳2 
吾 E三 A骨

1 ・ エープ=- '11~2mg 菩巴三 ﾄce 
15 

エーうでうヱ汁Hコγト』713缶伽1缶lw羽T淀唄田it蜘IzE E nE d173m50訟mm2叩1gg1111Ei11Z Z Z 

菅JJi= Ace 
16 7.:' 菩rr.!.!: A世

17 吉正正 A目

18 τ r.l!:E Ace 
19 手 :七:"112. 5mg Z奇缶叩y1mt1z1Z 宮Jr:. E A目

20 手 ' 'C / 1:5mg 害m:.!i A思
21 子 ・' 1:~錠1伽可 1命叩11. 7!'.!l:!i A骨

22 でトプc_. 箆1 2.加弘司w自p 12_5間1 袋 書rr.'" A"., 

23 でプト ')Ji 1.12. 125mglli 膏J:i.!: A~e 
24 でプト ゾ I1 ii25mg 2缶"91 li 言rr. E A世

25 で?ト tJJj ・f'i: 5::19 �l!:E A目
26 で7‘ ソ ); -A 18 汚11'191-:プτ 凡 吾 !!:ff A目
27 .... ~ヒヘ-;1<0 お 02缶、91~ � 11:'= Ac~ 
羽 .... ~ ヒヘ -:;-U0 5 日勤叩H.1 7!'11:'! A詰

29 -;ヒヘーエ1>1 1πl!l1 t:: 苦巴E A~を
:J) 7 厄 リー， ::-1;0 缶市 目白"glli r.1It芝 Aco 
31 プ~ ';~ 0 加IØli 日告noltt 耳 tU~ Ar:e 
32 プト'.I'l ~í宣 1 "'11 1 mpl 11 iHt:: ~ 
33 プ1. . ~> lmgjﾆ 1bm明g11412z 串11t'i AU! 

3-4 -= f '. ~ J, 1:t2mg 害I1t E Aco 
35 コ パ ユ ) 1 窓‘"'0 42w缶哩間11121E 喜l1: E A~ 
36 ザ二へ -;:U2.5 膏!1: E Aco 
y ら=- -:;:1'�5 ら司ltt 害巴E Ace 
38 レ 二".. -;;.t;tl0 1 白Tl01fl 害虫E A骨

39 ゼエト IJ j l a:-5 5.咽1 1: i'!'.l1ttt A目
40 -_エ 115- ~ 5"'0111 署ltcE Acを

41 七 Z ドJ 九倍10 1伽叩1I! 事!1:E Ace 
42 :::"7 ;;lil0mg 10.唱1渓 置己主 A目

43 亡エレ!)) . U20 20mplU 宅里丘ξ Ace 
44 :::..:-;;tt弐lmg 泊四Ilr 司~a. E三 A:e 
6 ーア"， ，，. ;- 眠，~ :<-:19 IE'l:: E王 シc: r::亡 二 ι"". =C�!t!1¥ 
46 ー.ユ 了 'tIJ~ 21沿2島1司市g11 1iE Z 
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表 2. 取 り扱いデータの記述統計量 (平均 1 日用量接算) (その3 )
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表3. 包装単位別の取引単価・単位薬価・薬価差率(その 1 ) 

規格・容量 薬効No. 薬効 包装単位---
10TX10 28.98 31.10 

12 .5m9 1 錠 1 A� 1 セタプリル錠 12 .5m9 500T 2795 31.10 10.1% 

10TX100 27.68 31.10 11.0% 

6.8% 

取引単価 単位薬価 薬価.率品名No. 品名

25m9 1 錠

10TX10 

500T 

10TX50 

10TX100 

51.32 54.70 

50.23 54.70 

50.20 54.70 

49.46 54.70 
Aぽ 2 セタブリル錠25m9

6.2% 

82% 

8.2% 

9.6% 

14TX10 88.78 96.20 

14TX100 49.51 54.70 9.5% 

10TX300 47.62 54.70 129% 

7.7% 

100T 6090 

501119 ' 錠 1 A� 3 セタブリル錠50m9
14TX50 84.84 9620 11.8% 

10.3% 5464 
2 . 5m9 ' 錠 1 A� 36 レニベース錠2. 5

500T 53.28 60.90 12.5% 

5m9 ' 錠
100T 

500T 

114.90 

114.90 

14TX50 100.55 114.90 12.5% 

1000T 101.65 114.90 11.5% 

8.7% 

108.01 

102.27 
A回 37 レニペース錠5

100T 206.45 226.10 
10m9 1 錠 1 Ace 38 レニベース錠 10

500T 202.13 226.10 10.6% 

6.6% 

7.9% 

2m9 1 f淀 2 ジヒド口ピリジン系eat吉抗

10TX10 

10TX50 

10TX100 

26.07 27.90 

25.70 27.90 

25.07 27.90 10 1 % 

24.76 27.90 11.3% 
70 ニパジール錠2m9

1000T 

14TX100 24.64 27.90 11.7% 

6.0% 

11.0% 

10TX300 24.49 27.90 12.2% 

1000T 47.87 53.80 11.0% 

14TX100 47.85 53.80 11.1% 

10TX300 46.83 53.80 12.9% 

4m91錠 ジヒドロピリジン系ea箔抗

10TX10 

10TX50 

10TX100 

50.48 

49.39 

48.17 

53.80 

53.80 

53.80 
2 71 ニパジール錠4m9

100T 29.31 31.10 
0 . 5m9 1 錠 4 α ブロッカー 97 カルデナリン錠0.5m9

500T 28.24 31.10 9.2% 

7.2% 

9.6% lm91 錠 4 α ブロッカー 98 カルデナリン錠lmg
100T 

500T 

49.02 52.80 

47.74 52.80 

6.2% 

8.2% 

10.5% 

5.8% 

1000T 47.20 52.80 10.6% 

100T 90.97 97.60 6.8% 
21119 1 錠 4 α ブロッカ- 99 カルデナリン錠21119

500T 88.30 97.60 9.5% 

100T 168.83 183.60 8.0% 
4m91錠 4 α ブロッカー 100 カルデナリン錠4mg

500T 166.11 183.60 9.5% 

5m91錠 6 ß ブロッカ-2

10TX10 

14TX20 

10TX50 

105.93 113.70 

103.48 113.70 9.0% 

101.55 113.70 10.7% 

6.8% 

123 ケルロング錠5m9

1 Ol11g 1 錠 6 β ブロッカ-2 124 ケルロング錠10m9

10TX10 

14TX20 

10TX30 

500T 

194.83 213.20 

500T 100.84 113.70 11.3% 

8.6% 

189.86 213.20 10.9% 

194.37 213.20 8.8% 

195.58 213.20 8.3% 

10TX50 190.18 213.20 10.8% 

20rn91 錠 6 β ブロッカー2

10TX10 

10TX50 

10TX100 

1000T 

21TX100 

22.02 23.30 

21.70 23.30 

21.33 2330 

21.31 23.30 

2 卜 01 23.30 

125 セロケン錠20rn9

5.5% 

6.9% 

84% 

8.6% 

9.8% 

20m9 1 錠 6 ß ブロッカ-2 126 ロプレソール錠20mg
10TX10 

1000T 

21.80 23.30 

21.32 23.30 

10TX300 20.54 23.30 11.9% 

6.4% 

8.5% 

10TX100 21.22 23.30 8.9% 

40019 1 錠 6 ß ブ‘ロッカ-2 127 セ口ケン錠40mg

10TX10 

10TX50 

10TX100 

n
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1000T 

5.5% 

4.8% 

9.1% 

9.6% 

40mgl錠 8 ブロッカ-2 128 口プレ、ノール錠40mg

10TX10 

10TX50 

37.60 

37.60 

21TX100 34.04 38.20 10.9% 

6.4% 

7.8% 

10TX100 34.47 37.60 8.3% 

1000T 34.23 37.60 9.0% 

3518 

34.68 
6 

200mgl 錠 12 クロフィブラート系 173 ベザトーJレSR錠

10TX10 

10TX50 

10TX100 

1000T 

59.80 65.00 8.0% 

58.36 65.00 10.2% 

57.71 65.00 11.2% 

57.14 65.00 12.1% 

14TX100 57.09 65.00 12.2% 
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表3. 包装単位別の取引単価・単位薬価・薬価差率(その2)

5mgl 錠 18 HMG-CoA 201 リボ'パス錠5

5rngl 錠 18 HMG-CoA 204 メパロチン錠

10rngl 錠 18 HMG-CoA 205 メパロチン能 10

10mglカプセル 18 HMG-CoA 206 口ーコールカプセル1001g

20rnglカプセル 18 HMG-CoA 207 口ーコールカプセル20mg

30rngl カプセル 18 HMG-CoA 208 口ーコールカプセjレ30mg

250mgl錠 19 ピスフェノール系 215 シンレスタール錠

40mgl 錠 24 スルホニルウレア系2 240 グリミクロン錠

500T 92.07 96.80 4.9% 

700T 91.18 96.80 5.8% 

1000T 89.97 96.80 7.1% 

100T 178.53 187.00 4.5% 

300T 176.64 18700 5.5% 

500T 177 14 187.00 5.3% 

100P 58.87 65.90 10.7% 

10PX10 58.00 65.90 12.0% 

10PX10 117.71 127.20 7.5% 

100P 11742 127.20 7.7% 

10PX50 113.52 127.20 10.8% 

500P 

700P 

14PX50 

11311 127.20 11.1% 

111.98 127.20 12.0% 

107.67 127.20 15.4% 

1000P 111 71 127.20 12.2% 

10PX100 110.72 127.20 13.0% 

100P 167.28 187.00 10.5% 

10PX10 164.00 187.00 12.3% 

10TX10 30.36 32.20 5.7% 

10TX50 

500T 

14TX50 

1000T 

29.76 32.20 

29.43 32.20 

29.73 32.20 

2958 32.20 

7.6% 

8.6% 

7.7% 

8.1% 

1 OTX 100 29.41 32.20 8.7% 

2100T 28.76 32.20 10.7% 

10TX10 

10TX50 

34.62 36.90 

33.93 36.90 

6.2% 

8.0% 

500T 33.75 36.90 8.5% 

3000T 33.16 36.90 10.1 % 

1 OTXl 0 10.69 11.40 6.2% 

1 . 25mgl 錠 24 スルホニルウレア系2 241 オイグルコン錠1.2501g 10TX50 10.44 11.40 8.4% 

500T 9.98 11.40 12.5% 

10TX10 18.06 19.30 6.4% 

100T 17.00 19.30 11.9% 

2.501gl 錠 24 スルホニルウレア系2 245 オイグルコン錠2. 5rng 10TX50 17.67 19.30 8.4% 

50rngl 錠 27 α グルコシダーゼ阻害1 254 グルコパイ錠50mg

500T 17.52 19.30 9.2% 

10TX300 17.44 19.30 9.7% 

10TX10 

10TX50 

34.86 38.30 9.0% 

33.80 38.30 11.8% 

21TX50 33.80 38.30 11.8% 

1 OTXl 0 60.63 67.00 9.5% 

100mgl 錠 27 α グルコシダーゼ悶害 1 255 グルコパイ錠 100rng 10TX50 59.05 67.00 11.9% 

0 . 2mgl 錠 27 α グルコシダーゼ阻害1 256 ペイスン錠0 . 2

0 .3mgl 錠 27 α グルコシダーゼ阻害1 257 ベイスン錠0 . 3
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21TX50 58.64 67.00 12.5% 

1 OTXl 0 63.52 68.20 6.9% 

10TX50 61.00 68.20 10.6% 

10TX100 60.74 68.20 10.9% 

21TX100 59.90 68.20 12.2% 

10TX10 89.41 95.60 6.5% 

10TX50 

10TX100 

21TX100 

85.45 95.60 10.6% 

84.83 95 60 11.3% 

83.71 95.60 12.4% 



定数項

0.5072 
推計値 tfﾎtCHo: r j=O) 

表4. 疾患別薬価差弾力性

94年度

Adjuster R2 
薬価差

0.5072 
推計値 tf2�CHo: r j=O) 

高血圧
高脂血症
糖尿病

2.390 
2.039 
2.189 

111.01 

61.62 

72.51 

95年度

Actiuster R
2 

薬価差

0.5047 
推計値 tf2�CHo: r j=O) 

5.571 
6.152 
0.349 

Q
u
o
d

ハO

Y

3

6

 

2

8

4

 

n
ど

o
d

定数項

0.5047 
推計値 tfﾎtCHo: r j=O) 

高血圧
高指血症
糖尿病

2.356 
2.081 
2.169 

119.18 

64.06 
8514 

5.927 
5.662 
0.458 

66.51 

83.42 

6.90 

96年度
薬価差 定数項

Acljυster R2 
11 

0.4902 0.4902 

推計値 tt�(Ho: r j=O) 推計値 tM(Ho: r j=O) 

高血圧 2.299 113.42 5.675 56.19 

高脂血症 1.984 60.38 6.181 81.35 
糖尿病 2.188 80.88 0.859 12.16 

97年度
薬価差 定数項

AcIJ:ωter R2 
11 0.4192 0.4192 

推計値 tMCHo: r j=O) 推計値 tMCHo: r j=O) 

高血圧 1.462 8504 5.869 44.07 

高脂血症 1.737 50.75 6.259 72.16 
糖尿病 1.927 74.38 1.638 2593 

98年度

Adjuster R2 
薬価差

0.3307 
推計値 t悠(Ho: r j=O) 

定数項

0.3307 
推計値 tMCHo: r j=O) 

高血圧
高脂血症
糖尿病

1.374 
1.494 
1.554 

ヮ
d
q
t
n
u

1

5

6

 

2
G

ヌ

Y

4

5

 

93 

7.083 
6.730 
3.359 

123.61 

61/4 

64.80 
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表 5. 疾患別薬価差弾力性 (1 日用量換算)

1994年度 1995年度

4c!iuster R2 
0.5952 0.6001 

推計値 t/iJ(Ho: γiニ0) 推計値 t/iJ(Ho: Y j二0)

高血圧 2.3898 110.91 2.3532 118.85 

高脂血症 2.0355 61.40 2.0825 63.95 

糖尿病 2.2019 72.51 2.1847 84.89 

1996年度 1997年度 1998年度

0.5681 0.5157 0.4396 

推計値 t/iJ(Ho: Y j二0) 推計値 t/iJ(Ho: Y j=O) 推計値 t/iJ(Ho: Y j=O) 

2.2959 113.21 1.4619 84.97 1.3948 73.01 

1.9752 60.16 1.7356 50.65 1.4935 40.63 

2.2268 81.17 1.9456 74.45 1.6426 59.35 



表6. 薬効別価格弾力性

94年度
:F敏項

。 4/ 12

権封値 ，.(凡 Y沖}

-0.890 五34

3.042 42.14 

6.312 18.55 

2.913 1194 

2 .749 五 13

0.645 3.99 

1. 566 旦81

:2.140 11.49 

'4.032 110.9 

1).007 0.51 

iI価1<

0~1f2 
相E計値 t.(H.,: 1.=O) 

2.172 56.81 

1.765 52.38 

3.058 3丘 14

1.347 22.18 

0.749 4.88 

2.255 3.互31

1.505 2181 

2.260 23.46 

2.143 4旦90.

2.302 41.62 

Atluscør~ 

1 ACE 

2 ジヒドロピリジン系Ca!吉抗

4 α フ.ロッカー

6 β フ.ロッカ-2

7 ß ブロッカー3

12 クロフィブラー卜系

16 ト'1 MG.CoA

19 ピスフ工ノール系

24 スルホニルウレア系2

27 α グルコシダーゼ阻害 1

富
岡
血
圧

-
官
同
脂
血
症

精
尿
病

事E価差 | 穿敏Ij

04437 0.4431 
権針i轟 c"(H., 1 ，~百)1 値計値 cfll(凡 1 ， ~0)

2.283 6130.1 -1.128 -151 

1.790 5，且 821 :1.992 4五 0. 1

2.715 3虫 511 4.340 10.35 

1.099 20..121 :1.122 20.85 

0. 720 五 9/1 :1.055 106 

1.95. 31.991 11. 401 丘 90.

1.720 35.0.0.1 0. 953 丘 61

2.287 21.621 11.998 12.25 

2.231 51621 :1.881 80.0.1 

2.129 54.141 0.56' 5.58 

ArllusterFl 

1 ACE 

2 ジヒドロピリジン系Ca!吉抗

4 α フ.ロッカー

6 β フlロッカー2

7 ß ブロッカ-3

高 1 12 クロフィブラート系
脂|
血 1 16 HMG.CoA 

症 1 19 ピ、スフェノール系

31 24 スルホニルウレア系2
病 1 27 α グルコシダーゼ阻害 1

95年度

高
血
圧

:F1'i1轟

0.:1760 
権 tt悩 ctif( H.， : r ,=O) 

一-().6'9 -4.81 

a.362 50.67 

~1. 945 882 

2.973 20.90. 

2!.819 119 

1.952 3.38 

1 . 306 丘 83

3.032 22.99 

4.251 1.且 48

0.621 6.23 

l 譲価差
0..:1160 

tt針悩 t!il(H. ,. r .~O) 

1 ACE 11 2.234 59.21 

2 ジヒドロピリジン系Cal吉抗 11 1.845 54.26 

4 α ブ‘ロッカー 11 2.445 33.86 
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~ 1 24 スルホニルウレア系2 11 2.134 44.13 
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高
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表 7. 薬効別薬価差弾力性 (1 日用量換算)

Aφúster R2 

ACE 

ジヒド口ピリジン系Côt吉抗

インタ、パミド錠

α ブ、ロッカー

S フ、ロッカー 1

3 ブ‘ロッカ-2

3 ブ、ロッカー3

交感神経中枢抑制

非サイアザイド系

度
一
4
m
=

年
-
W
L
M
=

推
=
2

2.4420 

1.9779 

3.0187 

2.5463 

2.3573 

1.7728 

2.2377 

3.0571 

1995年度

0.5935 

推計値 tlifCHo: r ;=0) 

2.2857 70.74 

1996年度

0.5622 

推計値 tl2lCHo: r j=O) 

2.2344 6丘92

1997年度

。 5245

推計値 tlifCHo: r j=O) 

1.9705 58.40 

1998年度

0.4381 

推計値 tlifCHo : γ ~O) 

1.4375 44.46 

6丘 691 2.4056 

5.581 2.2064 

39.831 2.7017 

17.121 2.3342 

3互221 2.1201 

9.271 1.4870 

p

u

p
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n

U

4

1

 

守
J
q
d

p

o

n

U

 

唱
』

q
d

3

0

 

丹O

マ
/

R
u
n
J
ι
 

d'' 

70.721 2.3119 

丘 721 1.9194 

41.441 2.4358 

15701 1.6497 

34.181 2.2903 

10.221 1.7851 

6又 161 1.0494 

5661 1.3936 

3又 611 2.0444 

，
，

n
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ヨ

川
J
a

且T
4

守

一J
V
M
4
E
q
ι

l

J

R

u
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a
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内
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司
J
a
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内
4
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n

u
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44.521 1.4274 

5301 1.5627 

34.571 1.4434 

マ
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η
8
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g

医
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9
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o
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n
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4
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弓
E
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43.51 

4.34 

24.78 

738 

19.84 

10.54 

4.91 

715 

アンジオテンシン E 受容体括抗 11 1 1 1 1 1.2086 丘32

配合型降圧利尿剤 11 2.1159 20.471 2.0701 20.171 2.1631 19.551 2.1874 ぽ201 1.6550 虫49

ク口フィブラート系 11 2.2789 38.851 2.1176 34.671 2.2435 32.361 2.2259 33.101 1.8590 22.98 CD 
σコ

エラスターゼES

ニコチン酪系

陰イオン交換樹脂

植物ステロール

デキストラン硫酷~~ã.

HMG-CoA 

ビ、スフェノール系

ポリエンホスファチジルコリン

2.9890 

1.3665 

0.9291 

1.6933 

2.9593 

1.6058 

2.3931 

2.3561 

21.611 2.8003 

4.881 1.2645 

57401 0.9183 

4.011 1.5283 

13.431 2.4105 

31.261 1.8861 

2丘381 2.4055 

80.291 2.1194 

19.271 2.4939 

3.901 1.1758 

52.371 1.0048 

2.981 0.0000 

9.211 2.1273 
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58.281 2.4294 

11.311 0.2492 

3.711 0.8561 

41.231 1.1179 

18.191 2.1255 

6.561 1.5785 

30.381 1.4537 

21.931 2.0540 

54.221 2.8043 

1.83 

4.00 

41.96 

6.25 

3.30 

30.09 

17.54 

46.46 

ヂ.~).土ミ巳 …………・………………… Il. … .λ
3.30 スルホニルウレア系 1

スルホンアミド系 1

スルホニルウレア系2

ピグアナイド系

チアゾリジン誘導体

α グルコシダーゼ、阻害 1

1.6770 

2.2854 

2.1427 

0.0518 

2.3399 

12.041 1.5773 

1.841 4.1167 

54.561 2.2312 

0.06 

2.8430 

45651 2.1602 

11.291 1.3111. 

2.211 3.1504 

6玖521 2.1337 

0.6812 

2.90 

51.351 2.3588 

9.121 0.8643 

15.111 3.5899 

49.131 1.6291 

0.3665 

4.5993 

63.691 2.3464 

1.68 

丘 671 0.9874 

19.631 5.6692 

42.691 1.1084 

1.17 1.2810 

11.31 

26.04 

4.55 

22.80 

55.47 

4.051 1.8739 

63.591 2.0559 



表8-1. 設立主体別薬価差弾力性 (1 日用量換算)

Adjuster R2 

度
一
?

年
一
η

7
1
-
K
ψ
 

仰
山
一
n
u

推計値 ttﾆ(Ho: Y j=O) 

1998年度

α4720 

推計値 ttﾆ(Ho: Y j=O) 

私立 1.4988 

官公立 1.5388 

68.1610 

116.8030 

1.2273 

1.3880 

58.0727 

96.0838 

c.o 
』司

表8-2. 病床規模別薬価差弾力性 (1 日用量換算)

11 

Acfjuster R2 

nu 
γ
t
 

uH 

度
一
?
痘

年
一
筋
I

弓
一
広

引
一

G

値計推

1998年度

α4715 

推計値 ttﾆ(Ho: Y j=O) 

診療所 1.4548 

小病院 1.5979 

中病院 1.3829 

大病院 1.4709 

103.4420 

56.2563 

54.4925 

700816 

1.2711 

1.4154 

1.2891 

1.1535 

81.3971 

411220 

48.0767 

56.9346 

表8-3. 設立主体・病床規模別薬価差弾力性 (1 日用量換算)

A cfjuster R2 

1997年度

0.5433 

推計値 tM(Ho: y;=O) nu 
γ
 

U
H
 

度
一
9
E

年
一
m
t

山
…v
-
d
ザ

引
一

α

値計推

私立診療所

小病院

中病院

大病院

官公立小病院

中病院

大病院

1.4739 1052110 

1.6050 553359 

1.3982 50.1133 

1.6798 54.6901 

1.8260 18.8955 

1.4522 29.6041 

1.4412 61.2349 

1.2916 

1.4352 

1.3243 

1.3589 

1.5120 

1.3394 

1.1257 

82.9138 

46.7117 

44.9490 

44.4236 

14.7487 

211876 

501560 
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表9. 立地別薬価差弾力性 (1 日用量換算)

1994年度 1995年度

4djυster R2 
0.5955 0.6003 

推計値 tMCHo: Y j=O) 推計値 tMCHo: Yjニ0)

中心市 2.2482 132.20 2.2617 144.30 

周辺市 2.2869 13745 2.2507 148.77 

郡部 2.2196 10550 2.2394 11534 

1996年度 1997年度 1998年度

0.5723 0.5146 0.4411 

推計値 tM(Ho: γj=O) 推計値 t!ﾍﾊ(Ho: Y j=O) 推計値 tt匀CHo: Y j=O)1 

2.2410 13748 1.5937 104.97 1.5207 9α651 

2.2233 144.01 1.6667 114.43 1.4756 94.61 

2.2499 110.73 1.6536 80.85 1.4366 68.17 
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図2. 取引単価・単位薬価・薬価差率の推移
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困 3. 取引価格・薬価・薬価差率の推移 (1 日用量換算)
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図4 . 疾患別薬価差弾力性
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第 5 章医療現場における薬剤使用適正化の課題

1 .はじめに

|矢iJt!i分業の illi )J~ 、 ~{llI i i計約小、診 J氏側仰H 色よ十円化の折r~ lili などを 11' J:c に、ノ~1をの 11J.J

|従来月1] 部門のうた務と病院決州] 1':llî の m~能は、必汽1] 制燃の技術 '1' 心の訓刑法:務から病

院経営を念、引に世いた忠者忘 líl] のブアーマシュ ーテイ カノレケア (Pharmaceutical

Care: 楽学的ケア)への転換が求められている 。 特に病院必剤 1':ljî にと って 、州 +~l 業

務の拡充、終済 ((J 1~1 点も考慮した薬物使川 ~\IZ イlili 、 リスクマネジメントなど、いわ

ゆる楽剤使川の適正化への取組みが重咲献組になっている n

1- 1 本病院~斉IJ liilî 会(以下 1 J 病薬とする)は、病院薬剤i':llî 業務全般に |則するガイ

ドラインを発表し、医薬 JJill 適正使川の飢/~から、忠者を対象とした業務の j民 IJFI や

経済 tl: を考慮することや、 jよi 手↑への情側提供などを合んだ楽学 (I"Jケア

(Pharmaceutical Ca l'e) の実践を基本則念として Iy] 1]" している(j隊 ) 1 : (1999) )口

一方病院経常管~者も、~斉IJIW に対して病院内における泌の責任者としての役

';1;'1]を拡大し、薬剤 i午I~ 川内のみならず病仰へ赴いての業務以 IJH ;を J~ 11 ，lj: している(以

111 (1999) 、上)1: (1999) 、思 111 (2000)) 口

本章は、病院における薬剤使川適正化への取組みの現状及び 1 1\ 1 J起点を~~せする

ことを FI (I"Jとして、 2000 {I三 5 )1に '1' ・|山同地方の病院を対象に実施した病院決方1]

すI ~ 門の.IJ，，" :I犬と~斉IJI':îjî 業務に|刻する訓育制f* を分析し、|哀減 J見場において~斤1] 使川

を凶正化していくためには仰が必斐なのかを医療政策と|具]Jiliづけながら検討する 。

2. 病院薬剤業務の概要と本調査の目的

通常、病院薬剤怖い'1 の業務体系・|人!れや責任純lJf:1 は、必然|切に医療機凶作↑'1:. に

応じて見なっている({) I ・ 賀( 1999) 、木村( 1999) 、金イ・( 1999) 、針多~~ (1999) 、

総 ITI (1999)) 口しかしながら、その法底にあるべきガイドラインとして、 11 病~

の~斉1] 業務委員会では、病院薬剤i':，1îに求められる業務について、①必本業務 (I~

決 lull 作用!、訓斉1] (tt~H '¥ ~制限~1.; ßH を合む)、製剤、 DI (1宍~ ， 'd ， 1ì1 凶作 ßI!) など)、

②必剤仔 JJ Il Wr 導業務(辺|沈昨日以~指導、外来 JjJ 才「 への)(~昨による決斤IJi古凶促供、
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，(E 宅 j心者 百}j 川芸!げIJ 管見I~ 指導など)、 ③薬物 y{î ~.炭火版業務(1照的製剤、 TDM (泌物

JfH_ 11 1 波 )Jtモ ニ タリング)、院内感染対策、 l'I~1j作川 モ ニ タ リングなど)、 @そ の他(治

験|対辿業務、 DUE (Drug Utilization Evaluation : 決剤使川計~ filli )、 EBM I~-J l!Jl 業

務、高度医政参画、 医療関係者教育、|豆 ~jj_ 築学1'1句研究) を 1 : げて いる 。

|日l 以に、 ASHP (Amel'ican Society o[ Health Syste:m Pha l' macists : ア メリプ) I~ 

吹システム楽剤師会)では「施設内?Ji!f )~J の た めの紋低業務 )，~ r{q : Minimum 

Standal'ds for Pharmacies in InstitutionsJ を作成し、州|沈~ }ïï)業務の J京市化 を

図っている( (平野 (1999)) 口また、 Ringold ら (1999) 、 Ringold ら( 2000) 、 Pedersen

ら (2000) は、病院の~庁IJ 業務を p l'・ esc l' ibing (処)]" ，没計)、 tl'a nsc l' ibing(処 )J 箸の

作成)、 dispensing (訓斉1] )、 administl' ating(1j- ~)、 nlonitoring(薬剤使川 モニ タ

リング)、 patient education and wellness(忠者教育及び健康保持)に分知し、全米

の 1058 の急性別病院を対象に、各業務の尖 Jj白状況を制在している口そ のれli 米、

会体I'I'-.J な傾向として、楽物治療の効民、安全性、経済的 fllli値を迎正化する こ とを

病院主主斉1] !':Ijî の必須基本業務として位置づけ、ヨ!げ1] ï~迎正化の怠識は、「ケアの需~

ﾍ'k; H゚ J にシフトしている、つまり日IJ 作川の回迎、減少を|一I 1行すとい1 時に、 j心 r斤へ

の教育、 '健康管; Jlll 、 1宵隙提供を主制することにより、?J1!げIJ 使川( :I，~: I必)を竹 ßl~ す

ることに重点が世かれており、 90% 以ヒの病院で|臨床情械と薬剤約済 (I~ 下法を川

いた院内医薬 11111 先の IJ f:J 発、薬剤使川指針の作成、薬物治療f.f1111i 、{JiIJ 作川仰竹、?J1ß

1防 Yfìlポ j品誤モニタリングを~焔していた 口 また 80%以じの病院で出有- 1(1 i f妥・教育

( 1"1本では薬剤管到!指導業務に該当する)を尖胞し、 Jl~ ~Î斤のカウ ンセリングや投

与昆; の適正化を|玄|っていた。区|みにブアーマシーディレクターは 1 n 勤務 I I，~: I1 \J の

うち平均 56% 以上を臨床活動や情報管別!に 24' やしていた 口

IJ 本においても、;J;S斉1I 竹山 lrP母、~剤使川;、 I~ イI lI i 、 n~ 身、1 - ?J;゚ YJ~ 介にはl する うた: 務仏、

判定機能州|むと、地域_k~浸 11ii I抗、|白i ('jく 12I 1~t 1,ii I沈、 一 般人~ 1~i Iちに、 一般 11 1 小 1，ii lí~LG 、 1ht -1実

現H病床 i作といった|矢吹機関特性を川わず必~n業務になる 。 諸!3 剤竹; .DI! 1行将:は、ザ，ii I沈

楽芥1] i'lï lî が入院忠司』?を対象に提供する業務で、薬剤] rw が州側へ行き、 j心者ー のカルテ

や不十説記録の 1);;1:作を 1確認した上で、 ベ ッドサイドで直桜山者- に処)]された ~frlJ に

|刻する情側提供、日以来 J行専、同Ij作川発 J孔や薬物治 1~t に I~，J する川 j起の打 1!住を モニ タ

ーし、得た情報は必嬰に応じて|去 n，Hや看護婦など他服組へブィ ー ドパックすると

|司 11与に、~斉1] jjlx 川 j然、投薬指導記録などの各組管月!記録を作成する こ とによって、
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j心者の~4&J rfì 療符;β1\の徹底を図る業務であり、仰に~月IJ化川の効率化、リスクマ

ネジメントの重要な鍵を似る業務である。また、 DUE (必剤使川 ~f1111i )は、?Jtß月IJ

が迎切に、安全にかつ効率的に使川されるよ う薬物治療の質保 ~iE のためにデザイ

ンされた継続的な体系 IYJ プログラムで、共体的には、 i 病院での採川の ïl[ 子?を検

討している、 JL 処方以 j交が Irl1j い、 Ul .向 11 l1 î である、 iv .I[C 大な品IJ 作川 の危険性があ

る、といった地[111 で仙川状似を詳細に n\l~ 1111i する必裂がある決庁IJ を刻・ 象に、決 11)i JJI J 、

忠者日I J に|涜内の薬剤使 J li データを帯積し、薬物 rfì佼の適切性について |臨床、経済

同而から定期 !'I'-) に ~W 仙iするものである。この業務は薬物治療に WJ わる |短波スタッ

プ打I IL の連防が必須であるが、~斉IJ 許I~ 1" J がリ ーダーシップを発押す ることが Çj{1 ま

れる業務である口また、 1-11Îj:j ~は頻発する~削除Jiili の|互依事 1 1次に対し、リスクマ

ネジメントの観点から、病棟あるいは薬局内での 11:身、I 斉IJ の混合、与~、処間当!ミキ

消毒剤l の制整も病院~斉IJ nilî の業務として位置づけている( (~Il! 1吋 (1999) ) 口

それに対して、現状の薬剤 Þfl~ 1" J がこれらの業務を支障なく遊行できているので

あろうか口木訓査では、病院における楽剤使川辿正化への l虫剤lみの別状及び r/\l J岨

点を担保することを r:l rl":Jとして、来斉I J 管 i引行導業務の災施状汎と系!げ1I nní 数との|共l

述、薬剤使 FIJ ~~I~ 1!llî の実施状汎と実施を |吐'告-する川)必要怯| 、注射~tlt介の実態など

について f(j!( tJT- ・ 検討を行った 口

3 . 調査の概要と分析方法

( 1 )調査対象

2000 イ 1 ': 5 ) J 、 1 1'1・ PLI 岡地方に所在する 200 氏以上の州 |況から、 これらの地域

における設立主体 };IJ 11Ji I店数比半を身)，ill: し 85 Wil)肝の州院を +11111 \し、j;S万lJl'f l ~ 1"1 ~コ任

者本?対象に、薬剤| 部門の主な業務の実施実態及び人員配 i泣に|民l する 1~1 記式アンケ

ー卜利子主を実施した 。 5 7 11); 1沈から|可|衿: が計十られ IIïI収不は 67.1 0/0 であった 口

( 2 ) 調査項目

主 な訓査工11 口は病院概要、 ;応対IJ rflS 111，の人 i-~配也、薬剤使川適正化業務、に分釘i
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され、詐先111 な .[Úl司は表 1 にぶすとおりである口なお、本訓 342研究に先立ち、準打

は 2000 年 2 )J '"'-' 3 ) J にかけて、 11 1 1耳、近畿、|則*地域に j肝心:する 200 床以上の

国公立及び私立病院 11 似日rr を訪問し、病院総悦幹部(病院長または事務長)と

来方IJ ffls 1"1 責任者に対して|対辿以 LI のヒアリング訓査を災施した 。 そのがi~・を似突

し、本訓古研究の各設川 .[ú 1- 1 を具体1'1句に設計|・ した O~~ III (2000)) 。

( 3 )分析項目と方法

まず訓査結以を集計し、りL薬剤 nlli 数に刻する認、誠、今後業務を1Jl:プじするため

に裂する人員数とその業務配分について検討した。次に、*斤IJ nlli の 11j~ 機|似 jitt と~

斉IJ i1ïlî数との関係、薬剤J 1奇位指導業務の実施状況と薬剤 nllí 数との関係、 DUE の，)リ包

状況とその問題点を分析した。また楽斉IJ fflS pl J の上な業務に刈するÆli J I: 人員配分及

びリスクマネジメン卜の 1 つである注射薬混合の夫態について検討したn 解析に

は SPSS 10.0J (windows 版)を使用し、危険 ;_f'_{ 5 0/0 で検定を行った。

4 結果と考察

( 1 )調査対象病院の概要

司Mft対象州|沈の概要を表 2 に示す口設立主体別リIj~ I児数の|九l 訳は、|可 立病院 :8 、

自治体立病院: 13 、 その他公立病院: 13、私立病院: 23 であった。平均株似i診

療科数: 17、平均病床数: 492 床、平幼病床利川率: 88.00/0 (1999 {ド)、 1 11 、ド均

外米!心者数: 958 人 (1999 1 f) 、 1 1- 1 平均外米処方婆枚数: 538 枚(1 999 イド)、、|λJ勾

@J 務 wげIJI':ll i 数: 15 人であ った。また、全体の医薬分業の )f )j包状祝日1J 11Ji I沈 t)( は、ンU

4三分業: 1~ (22.8 0/0)、 1m 分分業: 25 (43.9(10) 、分業を~1-�lﾎ "1 : 1 0 (1 7. 5 % )、 JI:

分業: 8 (14.0%) 、不|川: ] (1. 8%) であった口

( 2 )薬剤部門への人員配置

現在の :(E斜薬剤 nïli数の妥当性については、適正である: 13.7% 、不足してい
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る: 86.3 0/0 というれlj 栄で、始どの病院において人 i~不足が認識されていた 。 次に

表: :3 に人員数にはl するが;栄を不す。 市M せt 来j 象全体として、 1}~ (1: ~活必汚1] n， li 数を法定

来六1] !'l ilÎ数で除した薬剤師充足率は 98.0 0/0 であった n イ7 射 (1999) が 六比している、

医絞りJE似による医療従事右の配位)，~可J~遵守半制任のれli 烈:では、 1996 作 IIS: l~ の y~~ ìi''l~ 

)jb ìlf~ (処 )J 80 制斉1] に対して 1 人)の遵守率は 55.3 0/0 、また 97 イドのデータで一般

11j~ 床 2284 焔設の制査結*では、 i旧位以 tlf~ 改定後の辺守本はがj GO% であ っ た口こ

のことから、 今回の制査対象病院は、 ?法よ去.定芸梨楽!巴i 斉邦刑|リ] n附1羽w削i 数に文刻J する i溢!並1\守、

りも日声高寺司i いことが示|唆俊された。 また、希盟諸!三斉IjlW 数を法定造住所I]rw 数で|派した~ボユ存

は 133 0/0 であった。さらにたi~* を設立主体 JJI] に見ると、私立州院が肢も必く来月1]

i':m不定を認識しており、 1] 立病院が肢も法定決斉1] i': lli 数と希明来月IJ n ， li 数が ili政して

いた。国立病院併と私立病院併について不足率、(希望薬剤師数- g~在京医薬剤] n,li 

数)/現在籍薬斉1] rJilî 数、の平均の廷に対する、独立したサンプノレの L 検定刊行Jll] ) 

を行ったところ、国立病院と私立病院聞の不足率に有志差があった( P =0.000) 。

病院ごとの人員配置の分布をグラフ化したものを凶 1 に示す。，6--: 1苅はは')む~庁I J n,IÎ 

数 (X) と現在斜薬剤lÎÏ!î数 (Y) の関係を示している。法定薬剤] i':ïli 数に対す る取

肉IU支を見るために、切 JIー のないモデノレで凹帰直線を求めた結-*、 Y = 1. 017X で

あり、有意な杵|関;を認めた (R~=0.952 ， P 二 0.000)ο このことから、医僚機

関はほぼ法定薬剤]i':ili数を遵守して決斉IJ i': ilî を配位していることが IY] らかになった。

一方、右図は法定主!日1] A， jî 数 (x) と希望薬剤 nilî 数 (Y) の関係を示している口|日l

様に IIïI帰山:線を求めた Â:ii j柱、 Y = 1. 293X であり、|司帰係数に|刻する検定の結巣、

有志;なキ[11刻を認めた (R~=0.896 ， P=O.OOO)υ このことから、楽河l]m5 門六任 ~(í

は、今後の薬剤師i 門の役'，1~iIを考慮すると、:Jミ・ |僚 には別法定~斉1 ] !1lli 数のがj 1. 3 仙の

人数が必立さであると認識していることが IYJ らかになった01998 イ 1 :' の I~~ 波法改定で、

染力IJ n'li の rt :dご胤陸必計五は、特定機能州|沈を|除く 一般 ~Iji II~'G では、(人 II~'G J心1í' 70 人 に

お].して 1 人十外米処均等~ 7 5 ~:文に刈して 1 人)と;人E められているが、今日l の初任

では、少なくとも入院忠者- 52 人に 1 人は必裂であるというれ'Ul~ が示唆された口

( 3 )業務別人員配置

*所1] 計15 jlll のおもな業務に対する適正な必咲人員 I)~~ j世について、小数cri 一位まで



ロ l 答いただいた結果を表 4 及び図 2 に示す。従来の調斉Ij ・製剤|業務 (35.7 0/0) に

次いで病棟活動 (34.3 0/0)が第 2 位を占め、患者志向の薬学的ケアの充実を強く

意識していることが明らかになった。設立主体別に見ると、いずれも傾向はほぼ

共通していたが、自治体立以外の公立病院では「医薬品管用」、自治体立病院では

「病棟業務」、私立病院では「病院運営への関与(主に薬事委員会、|涜内感染対策

委員会などへの参加) J に対して、より積極的に取組む意向が強い ことが示唆され

た。

( 4 )病棟配置の状況

薬剤師の病棟配置を実施している病院群 (10 病院)の薬剤師不足率の平均値は

0.33 であり、 実施していない病院群 (33 病院)の不足率の平均値は 0.50 であり、

両者の平均値には有意差があると推測された。しかしながら、不足率の平均の差

に対する独立したサンプノレの t 検定(両側)を行ったところ、不足率には統計的な

有意差があるとは言えなかった。

( 5 )薬剤管理指導業務の実施状況

薬剤使用適正化に関与する業務のうち、診療報酬として評価されている 主要業

務の 1 つである薬剤管理指導業務は、 57 病院中 55 病院で実施されており実施淑

は 99.5% であった。これら 57 病院の 100 床あたり薬剤師数 (X) と、薬剤管理

指導料月間算定回数 (y) の関係を散布図にし、 Y /X=200 を境界にして 2 つ

のグノレープに大別した。次に、それぞれの病院群について、薬剤管理指導料月間

算定回数と 100 床あたり薬剤師数との相関係数を求めたところ、 Y/X > 200 の

病院群 (A 病院群とする)では 0.840 、 Y/X <200 の病院群 (B 病院群とする)

では 0.062 であった。さらに、それぞれの病院群について、薬剤管理指導料月間

算定回数を目的変数、 100 床あたり薬剤師数を説明変数として回帰直線を求めた

ところ、 A 病院群では、 Y =274.13X + 87.97 となり、有意な相関を認めた (R 2

=0.705 , P=0.002) 。したがって、この病院群では、 100 床あたり薬剤師数が 1

人増加すると算定回数は約 274 回増加する ことが示唆・された口
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同様に、 B 病院群に対して回帰直線を求めたところ、 Y = l 1. 399X 十 177.31 と

なり、薬剤管理指導料_H問算定回数と 100 床あたり薬剤師数に有意な相関は認め

なかった (R 2 =0.004 ， P=0.714)。結果をグラフ化したものを図 3 に示す。

さらに、医薬分業率が明らかになっている病院を A 病院群から 7 施設、 B 病院

群から 8 胞設抽出し、それぞれの病院群について入院忠者と外来患者の総制斉IJ jt 

を概算し、薬剤師 1 人あたりの調剤負荷量の平均値を比較したところ、A 病院群.

B 病院群はほぼ1: 2 になっていた。この点に関しては、さらに綿密な分析が必要

であるが、佐々木(2000)が日赤病院を対象に院外処方袋発行率(分業率)と薬剤

管理指導実施件数の関係について調査し、薬剤管理指導件数を増やすためには|淀

外処方婆発行率を 50% 以上にする必要があると結論しているように、今後薬剤管

理指導業務を拡充するためには、院外処方婆の発行を推進していく必要があるこ

とが示唆された。

刻 4 に 1 00 床あたり薬剤師数 (X) と薬剤管理指導料)l問算定回数 (Y) の関

係について設立主体別散布図を示す。参考として、図中に Y = 200X の線を帰入

した。私立病院は 100 床あたり薬剤師数、月間算定回数ともにばらつきが見られ、

その他公立病院では 100 床あたり薬剤師数の最頻値は約 4 人であるが、月間算定

回数にはばらつきがあった。自治体立病院では、いずれの病院も算定回数が相対

的に低くなっている。一方、国立病院では、厚生省系と文部省系で月間算定回数

に差が見られた。以上のことから、薬剤l管理指導の実施程度には、人員数と共に、

分業率、設立主体といった病院特性なども影響を与えていることが示唆された。

( 6) DUE (薬剤使用評価)の実施状況

DUE の実施状況月IJ の病院数内訳は、すでに実施している: 7 (12.3 0/0)、準備

中: 4 ( 7 . 0 0/0)、興味はあるが実施していない: 22 (38.6%) 、実施していない:

23 (40 .4 0/0 ) 、不明: 1 (1. 7%) となっていた。実施している、または準備中と

回答した病院数の設立主体別内訳は国立病院: 3、自治体立 :2、その他公立: 1 、

私立: 5 と、国立病院と私立病院で比較的積極的な取組みがうかがえるが、実施

率は約 20 0/0 弱と低いのが現状であった。 DUE を実施していない理由は、多い )1慎

に、時間不足: 28 (62.2 0/0) 、知識不足: 20 (44.40/0)、意識不足: 12 (26.7) 、
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!HIII] 教育不足: 8 (17.8%)、経常者の方針: 4 (8.9%) となっていた。店(1 5 に/)，す

とおり、 DUE に取組んでいる病院と、そうでない病院では薬剤約;ßIl間 叫がり J 11'¥j t';i 

定回数の平均値に新干の差があると椛察されるが、DUE を実施している州|涜が少

ないことから、統計的解析は行わなかった。しかしながら 、今 111] の淵代紡米か ら 、

DUE I ~ I 休がまだ医療引場で定者して いない ことが|リ l らかになった。

( 7 )注射薬の混合実態

リスク管.arrJ真 f I として院内感染や注射取り違えによる医療事 l放に nl れli する業務

として注射来混合の尖施状況について凡ると、ば16 に示す@り、 m~ IIi t11h介と非合住

菌混合の比率はほぼ 1 : 3 で圧倒的に ~I:: 1!生産1 混合が多くなっているの注身、1・ 5Iß 11も介

に~斉IJ f:îjï が関与している比ネは 23% で、その場合はすべて?照的似合されている 。

しかし依然として看護婦による非無菌混合が 62 0/0 と主流を占めていることが Iy-j

らかになった。

5. まとめ

今回の訓査では、①医療機関は平均的に法定薬剤i':11î数に準拠して薬剤 nll; を配 ih

しているが、それに対して薬剤 tm 1 1I J の 責任者は、約 30 0/0 の人民不足と認識してし

る、②薬斉1] 管理指導業務の実施状況には、医療機関によってばらつきが比られ、

薬剤管出指導料月間算定同数と 100 床あたり薬剤師数との|前に村|聞がある病院仰

が存在した、③DUE はまだ医療呪場に定着していない、 ~D lt 身、I.~ の混合は依然と

して~庁1] nili が|共jJ7・しない ~I: 1nf; ï~~i 1M介が主流である、などのれIf% が IYl らかになった 。

さらに今|日!の分析結~・から、薬剤使川迎正化業務の拡充は人員配置の問題、料.ff

ヂi- や芸13 斉1] n~î の広識に依存している可能性が示唆された。 一 )J 、槻 ~~H 上の川)必も大

きく影響していると雑察される。石射 (1999)では、来斉1] !'lll� ~~口問)，~準の議論におけ

る|豆波法人協会の主張を - i'~:I) 五日介し ている。それによると、病院長5 庁I]mli が医療の

質向上に必要なことは IY11~1 であるが、人件費に対する診療報酬上の適切な配慮が

ないと病院経常が成り立たない。今回の制査でも、 4 病院が DUE の不実胞 ßlt 11:1 

として I K.f営者の方針 j を t げていた 。
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わが国の医療 fljlj J.支は、欧米諸国と同保に、診佼*酬f!ìlj ).交が 1I 11 米 ，r，'Î 払いを )J~l Ltlj と

してきた 11キ代から医療貨の適正化政策として診僚 W~の包折化(定似 fljlj) が 41tilli 

される 時代に移行して い る。それに イ、I~ い、医療 ~L場における楽剤使川は、 I~ 拐で政

策に対応していくために、コスト節減)~~へシフトしていくと巧えられる口したが

って、薬物治僚の公正な RÎI~ 1111 î 、 市IJ 作JlJI百| 迎、!心者への教育 ・ 附~~~ +.足りたなどを hú し

て、決斉IJ 需要を竹;ßHする役 1ilJ を iH う来方I J ;'fl~ 111 J の業務は、~庁IJ 佐川の@i1:' 化、ひい

ては薬剤費適正化のために今後ますます充実が求められる口引イ1:診1~t*酬体系で

設定さ れて い る病院芸~ñlj I1 l l í に関わるおもな.rú I j はぷ 5 のJillりである(蔚 月五 (1999)) 口

医 療機関で実施 されて い るにも関わらず報酬上評もlI î されていない業務がイバ1 : して

いる。今後は、医成法による rt~~応対IJ !':lli数の凡 IIlC しと J七に、 n~ 身、j- ?J;8 I~Xq 斉I j 、泌物1fì

療 モニタ リ ング 、 医薬 lull 情 報 の管:al~ ・ 提供 、 ~"ß斉Ij 使川 評 和lî といった分野を '1 1 心に、

病院薬剤 1}1 !í の 技術評価lj も見直す必必がある口
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表 1 .主要調査項目

分類 調査項目

・設立主体病床規模、病床利用率、
1 日平均外来患者数、勤務薬剤師数
1 日平均外来処方隻枚数、医薬分業の
実施状況など

-病院の概要

一戸H
hF

-薬剤部門の人員配置 -現状の人員配置に関する認識
.業務別適正人員配置
.病棟配置の状況

-薬剤使用適正化業務
-薬剤管理指導業務の月間算定回数
.OUE(薬剤使用評価)の実施状況
-注射薬の混合に対する薬剤師の関与状況



表2. 調査対象病院の概要

一戸一戸
印

病床 外来
外来

診療科 処方 薬剤師
病院数 病床数 利用率 患者

数 枚数 数
% /月

/月

全体 57 17.0 492.1 88.0 957.5 538.4 15.0 

国立 8 20.9 660.6 87.3 966.4 442.1 19.6 

自治体 13 17.6 498.6 88.3 1051.6 624.4 15.2 

その他公立 13 19.2 532.8 92.0 1395.0 838.7 18.2 

私立 23 14.0 406.7 85.2 608.3 349.7 11.5 

注:病院数以外は平均値を示す



表3. 施設平均薬剤師数と充足率/要求率

]戸
。

現在籍薬剤師数 i 法定薬剤師数 希望薬剤師数 充足率本|要求率*本

全体 13.5 13.9 17.6 98.0 覧 133.3 % 

国立 10.3 13.7 15.0 65.5 % 107.1 % 

自治体 15.2 15.5 17.4 98.3 % 128.3 % 

その他公立 18.2 18.8 20.5 98.7 % 114.4 % 

私立 10.1 9.8 15.1 102.2 % 150.5 % 

充足率* -現在籍薬剤師数/法定薬剤師数 要求率** -希望薬剤師数/法定薬剤師数



表4. 主体別・業務別にみた要求人員配置

一戸
]
戸
斗

薬品管理 01活動 調剤・製剤 l 病棟活動 その他

全体 9.2% 8.6% 36.0% 34.3% 8.2% 3.7% 

国立 7.9% 7.9% 38.4% 31.7弘 6.2覧 7.9% 

自治体 7.4% 8.6覧 32.4% 37.2弘 6.2% 8.1% 

その他公立 10.4覧 8.5% 37.6% 35.4% 7.3% 0.8弘

私立 9.7% 8.8% 36.7% 32.1% 10.3% 2.2% 



表5. 入院医療に対する病院薬剤師に関連する
おもな診療報酬 (1 点=10円)
(斉藤， 2000より改変)

項目 点数

薬剤管理指導 480 

麻薬管理加算 50 

麻薬注射加算 5 

外来調剤技術基本料 8 

無菌製剤 (IVH) 40 

入院調剤技術基本料 42 

入院調剤料 5 

在宅自己注射(インスリン) 820 

退院時指導 300 

院内製剤加算 10 

訪問薬剤管理 550 

目指息治療管理料 25 

特定薬剤治療管理 (TDM) 500 

特定注射薬剤治療指導管理 50 

在宅経管栄養指導 2500 

院内感染対策(できでなければ減算) 5 

情報提供A 220 
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図 1 .法定薬剤師数と薬剤師数の比較
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図2. 要望する業務別人員配分
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図3. 薬剤師数と薬剤管理指導月間算定回数
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図4. 薬剤師数と薬剤管理指導月間算定回数
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図 5. 薬剤j管理指導算定回数とDUEへの取組み
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図 6. 注射薬混合の実態
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第 6 章より望ましい薬事政策の模索

1 .はじめに

少子市 i愉化の JJDJ民に fl旬、 I~ 術資適正化が lul. ばれて久しい 。 とりわけ薬剤 1't' は長

イ 1':' に被って ì'íiJ減の ~~W (1''.) になってきた。そして別行楽fIIIi ) ,Ç flf1 iI，リ)Jtの短 JJf として l泌 l滅

されている楽イilfi 差の縮小を 111行し、厳しい楽イIlli づ|ドげが実胞されてきた。しかし

楽制l i廷キはほぼ 1 桁代にまで下がり、ガ~ 4 ìT，~ における災 ~IE分析の結よいも/ぷすよう

に、 1997 年'"'"' 1998 イ|三 にかけて急激に来 1111i 差本は減少し、|矢吹機|則の ~flllíì七 IJìj'L ノJ

'1" 1: の低下似 1(11 が WJ らかになった。つまり|去来 lull(前必は以前ほど:hliイilliX:: には依存せ

ず、来イI lIí 引下げ政策は|以界に達してきたことが示唆された。したがって今後の|ぷ

楽 lul l 需~は制約史|却のみならず、その他の ~q大|により強く依存することになるこ

とから、薬剤 1Ji:適正化はもlIi桁国と薬剤使川市の 2 つの似点から検討する必!泌があ

る。

木本では、第 1 j有から ~1 5 11主の内ヨ李総所と、筆者が実施した尖 j也および文 |猷別

手E の結果を11;に、 ;楽A県促!E: 斉剤|リj 担引貨{t，述迎l J正E化を h利仙側11川l i 1絡名必政〈策 |而日と |医歪以吹でサ一ピス;促娃供[而f而H の 2 つの飢，'，1

から検行討討、J小J. し、今後の政2策j有ミのありブ方J について f笠任 三者何斤.σの〉考えをまとめイ本丈論の手れW紡J山1片:びと寸る口

2 . 価格政策面の課題

決心Il i 政策については、 j凡行 tlílJ )Jtの改良修正胞策と別行 flj lJ )_lt の抜本I'I~J f,YJ 造改革泊

先=という 2 つの制点がある口

( 1 )現行制度の改良修正施策

t�1 I 市において楽に|則する Illd ~起点について概 J汚したが、別行 llì lJ)交の川)起点を改

μ修正するという的l JJI から検討すべき共体1'1''.) 施策ニとしては、 4.lf: に l夫必 lull の自lI i 棉設

定プロセスの|リj 作化と!心者 ・ 医療機関双 )J に対する情報拠供体市IJ の幣怖が可( ，必釈

)出である n 別 :(J: 新~の角どは類似~~:JJ方式が川いられており、刻J*が知似してい

る決方IJ が存イ1: 寸る場合には多くの場合、比 11射訓以必とほぼ|百l 係あるいは 111i めの市Ilí
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栴が li支えとされてい石 。 こ う した必印IÎ 決定方式では、従木・から桁捕されてきた\I1~ JUI 

(1守新薬- でない改良型~II ~開決の場介でも比 11女 11011.Ji し、 *1i1 li が設えとされるとい う 短所をぷ

JII~ できない 。

1"1' 医協は r ~ 1Illﾎ �i 1"1 部会 j を 1999 年 9 ) J 以降に設問し、主主和li2~ JtノJ )えのよL 体

(I\J見直しについて議論を UI:I 始した 。 l!i!i 11lti 1,lll" J 1m 会は集合11î;& :J.:の透|り l 化 を 1](1 る こ と

を 1- 1 (11'.) として「諸~filli 算定組織 J を設世し、 2000 イド 10 ) J から本持依田J させた 。 ' . 1 - '

|互 協が発表した「論 }:~ ~笹山 J の 11' の ~filli 算定に|則する内科'では、長 JOll以 11主 lll/l で先

発主主と後発 1111 を|司-楽イIUi とする |燥には「成分 ìjí位でグルーピングする J こ とが加

奈されており、 r~ 斉1] )i: 1i1 li ・給付 1t~司H 館j fl,IJ J の)，~本 であったグノレー ピングをこの)川

分に|以店して持入しようとする l凶行がうかがえる口 II~J ー 狭山に使川 される薬剤で

あっても3J;ß ~jJ が県なれば県なる特性を有し、|百l じ楽交JJ を持つ薬剤l であっても成分

によって ~I~ なる特性を持って いる 口 したが って 、 長- 月!収載 11111 で先発決と後発 lull を

|百l 一楽 filli とする|僚には í J戎分単位でのグノレーピング j が妥吋だと吟える。また、

加í' ~ の ~filli 算定で坑行の類似 ~~jJ 比較方式を継続するのであれば、使川'夫紛が長

くうVJ* に優れる既存良~と新~さとの公正な比較という似点から、来:ßl!作 J 1] 、効 fjE

交JJ 巣、 安全性に若 Fl して知似比較楽を選定すべきである口また、 ~fll'i 設定の似拠

については、行政、製薬-メーカ一、 ífll ;.長 有- ~~~ ;合通じて、|疋流機 |共l に 述ill 、? に o~N \:;，I~ が

+)Jk 1Jt され、 j心者が治療の立 jU、決応に参 ))11 できるように、 |反 対で 提供者・か ら !よし行への

適切な情報提供と説明が尖施できる体1IIIJ を七時築する必裂がある 口

( 2 )抜本的構造改革施策

~1i1 'Î J，三 W( Yì 'í と薬剤使川の日~ fllli~ シブトの是正を 11 t'i{ として 11 本 )~II 参J!日制約!lJIJ

)Jt 将人のよ止 ~I : が 一 11手議論された。参照合IIÎ 栴 flíll )Jtの)，Ç本的な考 え)]は 、イn迷 J主計I~ 似

以上の ;Jt fil] に刈-する j心者負1'1 1.の川)起 に )111 えて、ili1 'f.J; の f l:)j ~II イlif では、 fülhl )，~市 完ú

変史に|際し 1 I ~ ' [1;: 協や行政:どi )市の元会、芯 tt: が入り、別行 flíiJl立- よりも "1 場競争以.I:'Ilが機

能しにくくなる危険性を内包している。また、当然のことながら参照イiI 'i 特fI1lJ )..iド

では、参!抑制約flJiJ )Jtの illi 川~斉1] の iìiu 1m 、イJl li 棉 レベルの設定、グノレーピングの )] ìl~ 

によって薬剤引'に及ぼす影響が呉なる円 '1妓 '1"1 : :3 狭山に刈ー する f/dfが ら( 2000) の シ

ミュレーシヨンでは、|百J --JJえ分 ・ l ïiJ -JJ~ 1科目IJ のグノレーピングに比べて|汗l 一 決公JJ ・
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同一規格別のグルーピングの方が薬剤費に対する影響が大きかった 。 また、尻在

の薬価レベルで試算する限り、参照仙絡設定によって最も薬剤費総額に影響が/1\

易いのは糖尿病用剤、最も影響が小さいのが高血j主用斉Ij であることが示唆された。

参照価格制度のように償還基準額を設定することによって薬剤間の価格競争

を促進するためには、情報提供体制の整備、忠者のコスト意識の喚起、医療機関

や保険者の薬剤使用評制IÎ機能の強化といった補完的施策を並行して実施する必要

がある。

( 3 )資源の効率的配分を念頭においた今後の価格政策

今後の薬価政策は、薬剤l の保険給付を前提としながらも、競争原理が健全に機

能し、薬剤l の価値が医療市場において適正に評価され、医療機関と患者のコ スト

意識の喚起や保険者機能の強化が図れるようなシステムが望ましい。つまり今後

の薬価政策が備えるべき必要条件は、①医療現場と医薬品産業において効率的な

資源配分が実現できる、②公正性が確保できる、③実勢の需給関係で決定される

取引価格をより良く反映させることができる、④制度運営に要するコストを低く

抑えることができる、などであろう。

日本の現行薬価基準制度では、薬価の設定は薬価調査の結果に基づいてなされ

ており、市場実勢価格をより正確に反映させるという市場価格主義の実践を可能

にする枠組みになっている点でイ憂れている。したがって、当面はその利点が最大

限に機能するよう、現行制度の問題点である市場を歪める要素を着実に解消して

いくことが最も現実的かつ効果的ではないかと考える。具体的には、価棉調整ル

ーノレの廃止、第三者機関による薬剤使用評価体制の強化、既存薬や従来の治療法

と比較した費用対効果分析等の経済性評価手法の開発、 IT 技術を駆使した情報提

供体制の整備、などである。

3. 医療サービス提供面の課題

医療現場における薬剤使用が薬剤費の適正化に及ぼす影響は多大であることは

いうまでもない。したがって、医療機関における薬価差には依存しない医業経営
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の'夫:呪と:w剤使 JTJ 適正化の批准が必裂である n ここでは柴刑 t'i: ~lE 化に 1~1 して医

療保供1Jlil が取系Ilむべき烈j起と川 JW ，l~~について検討する口

( 1 )医療の質向上を目指した治験への参画と規制緩和

医療の質を~:，育成す る可(~:な必素である医療技術は、「診断 J と r if� ~i~ J に分けら

れ、それぞれにテクノロジー(tec hnology) とアート (a l' t) の叫者がある (0 11) 日l

(1998))0 technology の rW 1111í とは、臨床|長乍 I'I/~ ~f 111日と|百j 義で、|臨床 4lJ F 先における評

価では、有効性と安全性が重視される口その;意味で j応対1] の治!換 は臨床研究の代表

例であり、回 J~1 1' 1句新薬の IJI:] 発は医療技術の改 j与を 11 ~行 したものである。

方 [1\者は治験情報の公 IJM を強く望んでおり、製薬企業と忠-fí- 卜H 体 との信頼関

係の椛築という町から、薬剤情報へのアクセス促進、治!験の円消化、 1fì!験情械 の

促供などを迫求する必要がある(製薬協・広 Ni 委員 (~~OOO) ) 。したがって、治験

プロセスは新薬開発の作速段|哨であるという点で効率化が ，tI 求されると|討J 11年 に、

忠者への情報提供やインブ オー ムドコンセントを含めて、医僚のTt 1111 - 1二 の以から

も医療提供者が治!段段附から関与することの霊安性は大きい口

J5~YI~ 、医療現場への CRC (Clinical Reseal'ch COOI'・ dinator :汗?験コーディネ ー

ター)将入により、治験の質ーが向上する、あるいは治験が 1'1 Ht に進むとの認識が

高まっている口実際に CRC 制度の評イIUí を行った結果、;Jミ|燃に治!験の質が|向上し

たとの鰍告 もある(池 m ら (1999)) 。治験の吹管者、治験専門家としての ア ドノ ず

イザ一、 j芯者の支 J愛手?としての CRC 育成をはじめとする治験体I1lIJ の幣備は、|菟

僚機|主!の重要課 jむになっており、 W/1JII する 医派工作"皮への対応のため、 |豆諸!4 lull の諸国

応外使川や|佐内製剤などに|到する事脊.を CRC の業務として行う 施設も j竹 えつつ

ある こ とから、午、?に薬剤 I'jilí CRC の養成. Wlfl が必裂である 。 11 本病院~斉11 1': 1Ií 会

の訓夜による と、司m fi.対象に1D1 1午 した|宏政機関 155 )j包設 における 2000 ~I三 4 ) J II!J: 

点の CRC 配世状況は必剤 nlli が 44(% (刈-前~ 1 -:- 比 18%1'rl )と1"\'1'/ )JII しているようであ

るが、まだ充分とは言 えない口

欧米では、製薬企業の治験をヰ)C 1"] に 受託する企業 ( CRO : Contract Resear・ch

Or・ ganiza tion) が発迷したの CRO は新薬開発 を i!ll l ïl日I'I~J にサポートすることを 1- 1 I刊

として成長したビジネスで、臨床試験プロトコノレ作成から;fX認 11 1 訪業務すべてを
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受託する機能を有している。 製~企業は CRO をイ「先}J i所川することにより、 lfì !験

尖胞の効率化と J~I 17" 短縮を図ろうとしている 。 わが|瓦においても 1994 年に任怠

業界団体である Il 本 CRO 協会が設立され、会員相 TL_の述扱のもとに、 11 本にお

ける望ましい CRO のあり方を考究し、 CRO の旅立・ ，1む 27 ・発 )J~ に勿めている n

I~ 内における CRO の桁動は、 FI 本における持及を十a:進するために、製栄作業に

おける治験スケジュール管刷、 yfì !換の手続き、 ;;Ctと; ・書記ú の代;見などの業務に点11

え、 t~j: に国内の医療風土やニーズに対応した業務として、|長僚機関への CRC の

派 jff 、医療機関において治験に専従する CRC 要員の教育や、 yfì !，験体~ flìlJ の当日前文

援などに、大学・医療機関などと協ノJ して積極的に 11)( り組んでいる(}G，\III ら( 1999) 、

)6'，\111 ら (2000) )。したがって、|ニ|本の|臨床試験の迅速化や JIlll 質雌保のためにも、

CRO の機能を有効活川することによって院内治験体制を整備することは有効下

段の一つになり得る。したがって、行政の規制・介入を最小限とし、医療機関と

製薬関係業界の責任ある連防に委ねた治験体制の佐伯が必 ïti である。

( 2 )薬剤使用の適正化

~升IJ 使川の適正化は、 1 )医薬 lull 情械の管店!と促供、 2 )薬剤使川 ~il~ 1111j と竹;ßH

に大 ))1 J される。

1 )医薬品情報の管理と、患者・医療提供者双方への情報提供

医薬 11111 に|羽する情 1:Ï:~ 提供を考 える 11在、忠 f斤のみならず|長城従供者への附械提供

も必!必不可欠である。 1~1~モサービスが ïll 場メカニズムを@じてイrWJ に IJ~~分される

ことが脱しい 1茨木|竹山山として、医療提供者とlL!J 手?とのrII J に存紅する附鰍の非対

称性の 111J 1盟がある口薬剤の選択は医療行為そのものであり、lÇ本 (I/j には 12I nilî に 委

任されている。したがって出者が匹以意思決定できる純1m は恨めて|浪 Jlごされてい

ることから、 I~僚{廷供者(特に IK i':dî) が忠者の代見l!人として Jlk 泌j なよ~物 yfì僚の，な

思決〉主をするためには、副作用情報を合め、臨床上必要な情械がタイムリーに挺

供される必裂がある。 一方、病院経常効率化の観点からは、病院終常管月!者ーは j径

約・1'1句制点から医 ~IIIIII 使 J 1 J に|則する情械を必~としており、病院組織のJill'日竹 ßJ~ に
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貢献できる情報の提供も求められている口

jぷ ILI ら (2000) は、病院経常l'Q; 足H者と|沈内法!げ1] 行I~ 1~11 点任_.fí' の、五!i 剤使川効率化に

関する業務のり1状及び nn題点などに対する意識を刻比させながら、 J}~ イ!::: の ~~I] 業

務の外部ニーズへの刈 jぷと今後の献)むについて I~ 1 らかにするために、 2000 'ﾍj: 2 

Jj -----3 n にかけて、 '1"' IlLl 図、近畿、 1 )10]米地域 に Jjr (r: する 200 ).ぷ以上の同公)_'(及び

私立病院 11 岱i 所を ~)J IIJ] し、病院経常幹部(院長他)と ;1;1s斉1] 部 I"J 貞任有. (以ド薬

剤J !'iI!îとする)に対して、訓査禁に基づくヒアリング制任を尖施した o 'ffí 槻挺供に

|刻する訓査の結果、情報提供者としての楽庁1] nllî の役主IJ については、K-f: '~可怜剖i の ;01

1~j: は i脊i かった。また、経営幹部が薬斉1] r{l~ prl に要求している附械と、~行IJ 部 1"] が実

際に提供している情報を対比すると、おr~情*、副作川情洲、本11 JL作川情仰な ど

についてはニーズ とほぼ対応していた。しかし 、 医 nl!î の処方設計をより適正化す

るために必嬰な 1ft!. 1' 1 . 1 楽物濃皮モニタ リング (TDM) 情報や、病院内 における詳細

な薬剤使川状況、費 )~l 対効果といった経済的観点からの医薬品情械の挺供につい

ては、経常幹部のニーズに十分対応できていない こ とが示唆された(闘 J ) 。

一方 、忠者への情報提供や薬剤使 n] 管耳I~ とい う悦点から、~斉IJ I':ïIî による日以来肘

導、入院忠者に対する教育への関与、 地域住民に対する健康教育への |則 与などに

ついても、経営幹部の J~J 1年度は高かった 。 病桃における薬剤管J3ltm導業務はすべ

ての病院で実施されていたが、各病院における災胞率の向上が今後の政組となっ

ていた 。 また、 80 010 強の病院で薬剤師が入院忠者教育へ関与-して いたが、地域作

氏対象のプログラムへ関与している病院は 30 0/0 弱に憎ま って いた こと から、地域

保健所切jへの取組みにも課題が残されていた(表 1"-' 表 3 ) 口

インブオームドコンセントや、~斉1] 選択を合めた忠者 (1 身の治成への積極的参

JJII 、安全:'1引所:保、健康竹; }lP. と い った M~ }~~， から、 j心者が~斉IJ に ，.y.] するコスト，I3識や

~の作川などの知識を ir.j めることが必裂であり、医 1iでり;~~弘- では、薬 剤i':lli に よる 外

来窓口における忠名・への情報提供や、病棟における入院出者への服薬指導や情報

提供の充実が必要である 。

2 )薬剤使用評価と薬剤需要管理

第 3 1芋で欧米諸国の医療 ft，l] 皮、 ヨ~斉1]1~' 適 正化政策などを概析したが、~'.'î:にアメ
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リカでは、 1983 年以|燥の DRG/PPS(Diagnosis Relating G l'・ oups/ Prospective 

Payment System: 診断 J昨日IJ 包折支払い )j 式)をはじめとする 診械報酬の〈込町化

(定制化) の拡大やマネジドケア (竹班11民 政) の幹 bえにイ、I~ い、|医伝;械炭機!閃矧には|医iif 1)抗滅t氏:交t 

従{り供j共七の 3完効tり功)j<ギ#化やコス 卜に来刈l する i意蛍誠が f引住I :_ まれ、 J州fJ何i河11ド院lぢí:"G完己 j栄長 ;務筋のブ方j 主剣針|卜. は 「不利|リH従主 j主-: î義完」 カ

ら 「コスト t包管白皆;則即!主義 J へ移行していつた 0 存lJμi

i誰袋手 lド順|唄阪など を t以似:店1 準化し肢?短U のヂ拘ι1: I院涜卜|努数(と先効}J ネ1'1句な 11 初;l 不IJ 川を ktJぷするために 「ク

リテイカル・パス (C l'・ it i c a 1 P a t h: 1M 1~~ 計阿以 ー |ご CP とする 。 ) J の作成が進んだ。

CP とは、疾病や診断昨日IJ に wt患の経過や祁々の医ヤ ['1句介入の|人J ~作と lI !i= J~I を同 ー

の書式上に H守系列に並べ、関連峨種が~促し易くしたもので、チーム医療の効率

IY'.1 尖践には有効なツールである。また薬物治成分野では、 DUE(Drug Utilization 

Evaluation : ~剤使 JTI 評イilli) が病院~斉Il l':ili の必須業務になった 口 DUE は、 ~..'f= 応

の医薬品を対象に(たとえば、①病院での採川の可予?を検討している、②処 )j 頻

度a が高い、③高官lJî である、④重大な副作川の危険性がある、といった特徴を持つ

薬剤を対象にして)、薬物治僚の迎切性について|臨床、経済同市から定期的に号li. 1ilfi

するものである口その他、処方内界のチェックによる薬物治療の検証およびモニ

タリング(重複投与、禁忌、症例、薬物tlJ ]l 作)i'j 、 Hl 量、投与WIIIU 、泌物 アレルギー、

[íL 川・誤川など)、 j心者や|豆i':~Î との 1;11 談業務 ( i!長名、内科祉、 川法・川此 、 Jlb(J刊力

法. jり11剤、 fl良薬 11寺の注意、間作T!J ・キIIIL作 )41 .禁忌、、 IJ 己 モニターの方法、同IJ 作

用への対-処法、 U~r t去、 JJI;( JTI を忘れた時の対処法、再利所IJ [レ ブイノレ]情報など)、終

版記録・保管、なども、楽河IJ 使川辺~l[化のための );l木業務に佼世づけられた。

診療報酬は l十i 来高払いを原則!としてきた日本では、医療従供者が薬物治療の経

済性を考慮する 1Iキには、芸~1ini 差を中心とした経常的似IJ ffl i からの検討が'1 1 心であっ

た口しかし今後は、 I~償資の適正化政策として診療側酬の包折化(店先îi i1�lJ )が Hr~

iili されることが予想よされ、やがて 1] 本もアメリカの医療保j克に極めて類似する」

とになる口

!Y~Rfに医療 1定供の効率化は医療機関の至上献ffi になっており、 CP や DUE への

部識も高まっている。筆者-の訓査においても、経???怜許1) 、薬剤i':1 1î 共に CP や DUE

への取組みは必裂であるとの認識が高かった。 つまり、医療引場における薬剤使

川は、医療政策に対応していくために、自~ )11 応小化へのインセンティブが刊まっ

ているのである口染物治療分野の CP を梢策するためには、知識の判養と薬剤使
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川データの収集が必嬰である口 DUE の尖施は、各病院における薬物治療の尖績と

その妥当性を存鋭的に ~'It 1111i するために必必なデータの諸手立を 1可能にすることから、

医療政策として推進すべき業務である口

( 3 )薬剤使用適正化の具体的手段とその経済的効果

医療現場において薬剤使川を適正化する具体 1111 手段としては、 I )日IJ 什川の!日l

Jlli:、 2 )来型!学的 ・ |邸 j未来思!学的に効率的な薬物治療の災施、 3 )薬剤学的に効

率的な薬物療法の実胞、 4 )医師の処方設計や j心打への楽'マ:I'I'-.J 1共J ，]-、などがあり、

これらの笑胞は医療費'の無駄を節減するという経済 (1句効見ーをもたらす。

1 ) 副作用の回避

Leape ら (1991) によると、 Hal'vard Medical Pl'actice Study 1[の結巣、 30 ， 195

人を対象とした訓査において、約 3.7 <YO に医療行為が原因の |埠主(Adverse 

Events) が発生しており、そのうち 19% が ADE(薬物治療による日IJ 作 rlJ: Adverse 

Drug Events)であると報告している。また Bates ら( 1995) は 4031 人を刻象に

ADE の訪日脊を行い、 ADE 発生による非効率性を ~'It {ill i したところ、約 6.5%) に ADE

が雌認され、出、者 1 人当たりの ADE の平均的治療貨として約 20 万円余分にかか

るとしている。 Bates ら (1997) は、アメリカの薬物副作川発生に起凶する 1 1三 川

惟定 Tj，!t' J rJは 2 0 億ドノレ(約 220 イ怠円)であるとも械合している。参考に Classen

ら (1997)が示した ADE の発生と治療に裂するコストを表 4 に示す。これらの結

以からもわかるように、同IJ 作川の IT~I ~立は I~ 僚の位、効率を高めることにはあl; して

いる口具体 |切な経済 ~JJ 巣を測定したおもな ::Þ] \~例を品目介する。 Montaze l'・ i ら(1994) 

は ICU (Intensive Cal'e Unit: 集 11 1 治僚主)で~汽1] !'1M が|盃!'1M や他の|主 ~~t スタ

ップからの相談を受けながら治療がなされると、 3 ヶ) ]で約 1 万ドルの医薬 l!lh が

節約できたとしている。その報告を受けて Leape ら (1999) が佼 ''1: ・医学統計守:

(1句手法で1îJF 先し、マサチューセッツ総合病院の集中治減分野への必中I'I"J 介入によ

る経済効果を算山したところ、 1 日当たり処方による薬物刷作 JIJ は 66 0/0 減少し、

ICU での忠者医療チームに正式メンバーとして薬剤師が参加することによる処
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方段階の剛作 )-Ij 回避効呆を笑証している。また、 Bates ら( 1998) は医 11IH、楽斉IJ

I'l l lî 、看設婦による「チーム医療 j の尖践によって (i~1 J 作川発ノ|てを 防止する効米-につ

いて調査し 、 1000 忠者 1 l:i当り 5.991l l : から 0.98 刊:と間作川発ノ1 ~.率 が 84%) 減少

し たと報告している。

2 )薬理学的・臨床薬理学的に効率的な薬物治療の実施

薬剤!学 lí~ ・臨床薬理学 1'11 に効率的な薬物治療の尖胞とは、各疾病に対して薬剤l

学的、臨床~冬型学的 に確実に効果が証明 された楽物のみを 的確な方法で使川する

ことを意味す る。 Pestotnik ら (1996) は、抗生物質の選択 11~ 司(~に |刻するコンビュ

ータサ ポー ト システ ム を JTJ し 1 た抗生物質ーの迎正使川 がもたらす経済効率について

分1frし、 各抗生物質の使川量はコンピュータシステ ム を使い始めた 1988 年に比

較し 1994 年 は 37 0/0 減少し 、出、者 1 人 当た り のコス ト は 68%) 減少していると 鰍や

した口この事例は特に抗生物質の使 j刊 は 、 ~ J! I! 学 I' I'J ・ 1臨床来 月II 学的 に立証された

的確な 治療指定 1 - を設定 し、 これらの情械 を周知徹底すること が薬剤使川 の経済効

率の向 上に繋がることを示唆 して い る。

3 )薬剤学的に効率的な薬物療法の実施

薬剤学 1' 1句に効 率 I'!'~ な 薬物療法の実施 とは、先発 111111 と後発 lull の lull 質 問 等性(代 4キ

え 性) につい て 、 医学的・ 楽学 (1旬以拠に基づいて ~;I~ Mi し効率的 な薬剤使 )4 J を 促進

することを意味する o Hayashi ら (1 996) は、抗アレルギー楽のクレマスチンとオ

キ サ ミ ド を 比較し、 有効性にめど イ「なだは凡 られないにもかかわらず、 ~ 1111i には

1 日当 り 210.4 1"1 J の差があるとしている。交IJ mや安全性が |百l ~'; であれば、 'Jj_士 自llÎ な

後発 A-111 を効率 1'1'0 に使 JT] することによって薬剤費Æii ïE化 を |剥ることができる。

4 )医師の処方設計や患者への薬学的関与

医 I':ïlî の 処方設計や J忠者の Jj以 来コンブライアンス(桁示遵守)に直接関与する方

法としては 、 医 r:llï への疑義 l照会、~斉1 ] 1キj3 1 ~ 指導業務 、 クリテイカノレパスへの参州、
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j品寺町-教育などがある。 Gattis (1999) の PHARM Study は無作為に }IIIIIII した令.米

181 -.f=1 の心疾，~fli_者に刻する薬剤師の来'学的介入制査で、介入行動として泌物使

J日評価、医師への薬物治療提育、忠者教育と退|流出者八のプオ口ーアップを行っ

て、そのタJよJ;l:を然介入の場合と比 11攻している。医療チームに京区斉IJI'lili が 参加した介

入仰の方が、特定の i同 Ifll.)王薬 ( ACE I阻害 斉IJ) の使川が lfl )JII したが、 j心者 100 人 '\I~

り 13 人死亡 Ji~者が少なく、山弁if- 死亡率、心 H版活作発生数、入 líj'G I汀|数、共に 1!り;介

入群に比べ低いという結果であった口

}忍旧( 1999) は、 1998 {j3_ 8 TJ に The University of Iowa Hospitals & 

Clinics(UIHC) を訪れ、~斉IJ すI~ r"l のディレ クターへヒアリングした 臨床楽剤!'lIIÎ に

よる臨床的介入の経済的効果について制介している 。 1995 年"-' 1996 作の制作結

果を表 5 に示す。その他 Johnson ら (1995) 、 Johnson ら( 1997) 、 Bootman ら

(1997) 、 Mucllin ら (1999) も ICU や長期療養出 I~佼焔設とい ったさまざまな状

況下での薬剤業務の実施による薬物治療に関連する事故や副作用同避の経済的許

制li を 実施し、薬剤師の薬物治療への介入は薬剤使適正化に貢献すると結論してい

る口

国内でも病院~剤i':ïlî の|臨床介入による経済効果に関する尖託研究が徐々に夫焔

され始めている。伊勢ら (2000) は 1999 {I三 12 月 rドに日本医科大学|人!で発行され

た注射処方築に対して、薬剤 nïli が医薬品の適正使川に介入することによる経済効

果を(表 6 )、また江戸ら (1996) は薬剤 f:ílî の|臨床介入(薬剤 管JlI~桁導業務)によ

る楽剤費節減少J* を分析している(表 7) 。

以上の日本の事例はいずれも、薬剤師が病棟業務を尖施する ことによ り、 Jj..\ 者-

の治療アウトカムの|向上と薬剤J 1Ji' の節減を|司 II~J': に実況している ことを示唆してい

るが、 MIJ 作川の 111 ttJ化の lïJl illt 、民約の発生予防、 JJJ者 QOL や満足)J[の改 jlF とい

った効果も考慮、すれば、すべてが金銭換算できるわけではないので、れ1;* 以上の

初j 巣が|てがっていると予想される 。

( 4 )医薬分業と代替調斉IJ の制度化

医薬分業は、ilJlJ )J[上の枠組みとして欧米訪問で雌立した薬物治療の促供システ

ムであり、法 1111 には 1240 1T. に ネ'1 1 型ローマ'市同のブリ ード リヒ 2 III~ がtlJlJ 'i.とした íl佐

134 



~ytJ が最初であると言われている。医師が出手?を診終し薬物治療が必要である

と 1:1j 1析した場合に処方内界を決定し、これを処方議に記"武し 1JJィ』↑へ交付する。 JJJ

者・は処方築:を薬局へ持参し、薬剤師はその処方|人!符を椛認、し、必要に応じて医 nllî

と協議した上で実際に制斉IJ し、必要な情報促供および指導を行いながら処j;~ を

交付ーする口つまり医薬分業は、薬物治療のプロセスを、医I':IIîと決斉1] I': I Iiの!J~ IIIJ ，~'l:に

よって責任を WJ らかにし協働で受け持つことによって、~応対111'史川のみで全性と公 1卜

性を確保し、質の高い薬物治療を，む者に提供することを 111刊としたシステムであ

り、わが国には明治初期!に伝えられ、現在ではおもに医 nllí 法(第 22 条)、|術科医

i':í!î法(第 21 条)、薬剤師法(第 19 条、第 25 条の 2 )に、医l1ilî の処 Ji権、~苅1] I'llfj 

の訓斉IJ 維や忠者に対する情報提供義務に|刻する法1'1句似 i処をイ1・している n したがっ

て、木来は薬剤費削減や薬価差の解消、医療機関の経営といった問題とは関係な

く雌立すべきものである口しかし、 I~I 本において実際に医薬分業が急辿- に批准・さ

れ始めた 1980 年"-'90 {I三代には、社会的入院による医療費'の [ljlJ 減と共に、~fil]1JJ: 

が医旅費削減の以 (I~ となった。具体的には、 ~f"lï 引下げ、京~filfi 7~ の縮小政策と共

に老人入院患者に対する医療費定額制が導入され、入院料の IÎ] に投薬料が包折化

された。また、外来処方に関しては、薬剤使川量を抑制するために薬剤料の逓減

山世が導入された口そのような医療情勢の "- 1 で 医僚機関はおもに経常上の ßI~ I J: I か

ら外来処方を外部の保険制剤薬局へ依託する!ff)j きが急速に進んだ。このようにわ

が国の医薬分業は、医流出IJ 度改革政策、とりわけ薬剤費 [ljlJ 減政策のーっとして舵

進されてきた。

日木薬剤師会の 2000 年 12 月の保険制剤(全保険)動 IIIJ についての発表による

と、分業率は全国平均で 38.2% であった口秋川県の 6 1. 2% がトップで佐供、ネ11 1 奈

川、東京を ;)11 えた上村 4 都県平均では 50 0/0 を}@2えたが、以下位の桁'; )1: 凡では

10.2%) と、依然として都道府県棉差が激しい。医薬分業は、!心者-に刈する薬物 ffì

僚の Jßi 11:: 化のみならず、 医薬 Jjil l 、|豆旅周辺技術に関連する P'{Z 業・流通、さらに病

院内における楽物治成|長J Jili業務に刈-しても大きな影響を与えるため、今後も質の

同し、医薬分業体 IIJIJ を普及させていく必要がある。しかし.fJ~YJ: 、薬局経常の怒化が

クローズアップされている口多くの欧米諸国では、~)可の~和lí 先はマージンとし

て Y1~ I' I".! に保障されている。~)可運常には医薬品の備謡、 1ìう j屯・減粍、行副~ ï1t' 川が

必~であることは!り J 1'1 であり、妥当~な架合lIï ;'tをマージンとして法的に認めること
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も、~)市の数と質を担保する上で必要であろう n また、治療実 X~1 のある低柴イillÎ の

古典的楽斉11 と新築、 あるいはう先l℃己げヲ発E lJ目f店日引;iJl/h11l と後発 lJl日11

いてイ0促j足If: J辺近進i立並fi するためには、将来的には薬剤師の代杯初斉11 縦 注 1 )を法的に仰立するこ

とも必要であると考える 口

4. 結びに代えて

2001 年 1 Jl から高齢者医療費負犯の仕組みが改定され、ますますたL\者負 JI I.が 1[(

くなる巾で、~斉11 の 1ïlli絡レベノレは、忠者への |去 僚サービス促供上 、 今後ますます

大きな影響を及ぼすことが予想される。また、薬物治僚に起|却する I~吹ミスが多

発している昨今、医療機関では必要十分な人員を確保することが必必にな って い

る n そのためには、法定人員の見直し、リスク管立I~や薬剤使 JTj �� ï[化努力を正当

にすI~ 1dli できるような報酬上の枠組みが必く望まれるの

適切な医療サービス提供を実現するためには、出者の心身の状 lJL に日Ijした医吹

提供休mlJが必立さである口特に薬剤使用については、まず仙々の出者に最適な ijti 物

治療を j品訟なく安全に提供するために、医療機関における業物治況で竹山の休 M，IJ が

光尖し、社会的には信頼性のある医薬 lull 情械が管見g ・提供される こ とが求められ

る口したがってこれらのサービス提供を実現する経済的基盤が{確保されなければ

ならない口業イilijmlJ 度改革の前提の背景には、来 fdli 引下げ分が診療w酬改定の以大

の財源になっているという現実があったが、今後は こ の前提 (1 体を 11"1組であると

認識する必!廷がある。

病院施設運営に対する報酬(ホスピタルブイー)が旅立していない，-，木の診療

報酬体系においては、 illi J[化によって ì1íIJ 滅された梨げ111~J は、 薬物治療などの医療

の質ゃうりJ ネ性向上を i1t ill1させるために、決斉II!'lilî をはじめとするコ・メディカノレに

刈ーする技術料へ移転し、|豆僚機 WI における薬物使川や|互依サービスの適正化努力

を ~ÎI~ 仙することによって、医療の質と医療施設のアメ ニテ イ|向上を凶ることが必

要である。また、医療費'の効率的な利川を目的とした、金銭に見介う薬剤イ1I1î イ|立の

評価は、政策の意思決定上有効な役 ;Jfll をよ~たすと考える n

J走後に、現在ゲノム(遺伝子)研究が急 lili に成*を挙げ、泣未来の展望として、

今後の泊11 築研究に大きな影響を及ぼすことが予似されているが、遺伝子研究がん
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体 IYJ にどのようにれI]~~こ)，ぶ J 1] できるかについては、まだけI ~(1Iにな っ ていないのが

現状である。苓 íßj ら (1999) は 2010 年以降、州態におけるよ宣伝子変見に府円し、

疾忠関連遺伝子を使川した木当の:意味・での遺伝子ゲノムによるお1] 泌が行われると

予想している。遺伝子診断によって 、 r J~者 J になる前段階で政 ~lj1 が発凡されるよ

うになり、やがてそれらに対する予防薬や治療薬が開発されれば、 lTt J~ I 治 1，@が可

fj包になる。このように予防医僚の領域にまで治旅行為の介入が IIJ 能になることを

想定すれば、!怠者・の:意思を最大|仮に反映し選択を可能にする、"適正かつ必~な医

旅"を提供するためには、均質化した保険診療の枠内だけで、多段化する|主|氏の医

療ニーズに充分対応していくことは困難であり、長期的にみて効率 1
I

1句かつ医療の

質を向上させることには繋がらないのではないだろうか。したがって、保険診成

分野における医療費予算の適正化と共に、今後は日山診療を i盛正にfHlJ 度化し、医

療の選択肢を拡大することも必要であろう口

JlL~J t1:. 

住 1 ) I玄 I'l ïlî が処方した医薬 lull を 、品質(治療上の効果) とコス ト を考慮し、|菟 I'lm と 協議
した上で来剤 nl li が /i\ 者の|百l 意の下で|司 一成分の他の医必品に代桜 えして 測所IJ す
る権利。欧米では一般化して いるが、日本ではまだ法的に認められて いない u
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表 1 .薬剤師による服薬指導 (N=11) 

経営幹部の期待度数(%) 薬剤部門責任者の意識度数(%)

強く期待する 9 (81.8%) 大変重要である 10(90.9九)

期待する 2 (18.2%) 重要である 1 (9.1%) 

あまり期待しない 。 あまり重要でない 。

期待しない 。 重要でない 。

*薬剤管理指導業務はすべての病院において実施されていた。

表2. 入院患者に対する教育への関与 (N=11) 

経営幹部の期待度数(%) 薬剤部門責任者の意識度数(%)

強く期待する 4 (36.4九) 大変重要である

期待する 7 (63.6%) 重要である

あまり期待しない 。 あまり重要でない

期待しない 。 重要でない

*入院患者教育への関与
-関与している: 9 (81. 8%) 例)糖尿病、目指息患者への教育
・関与していなしし 2 (18. 2%) 

10 (90.9%) 

1 (9.1 九)

。

。

表 3. 地域住民に対する健康教育等への関与 (N=11) 

経営幹部の期待度数(%) 薬剤部門責任者の意識度数(0/0)

強く期待する 4 (36.4弘) 大変重要である 8 (72.7%) 

期待する 7 (63.6%) 重要である 3 (27.3弘)

あまり期待しない G あまり重要でない 。

期待しない 。 重要でない 。

*地域住民に対する関与
-関与している :3 (27.3%) 
・関与していなし、:8 (72. 7%) 
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表4.ADE(薬物の副作用)の種類と治療に要する費用

ADEの種類 治療費用($) 在院日数 (days)

不整脈 4 ,410 3. 93 

下痢 4ラ631 4. 40 

熱発 9 ,022 5. 49 

ト..... 悪心. p匿吐 712 1. 37 
中ト4

管機能障害 1 ,371 4. 54 

精神錯乱 2 ,232 2. 50 

発疹 1 ,868 1. 37 

痔み 677 O. 72 

低血圧 3 フ563 2. 94 

出血 6 ,702 4. 89 

出所 :Classen C, et al. (1997), JAMA, Vo1.277, No.4 



表5. 調査結果

-介入件数: 19 ，481 件

-介入が医師によって受理された件数
: 17 ，728(受理率91 %) 

【資源コスト】
平均在院日数
・介入によって回避された日数: 1 , 211 days 

-介入によって延長した日数: 8. 8days 

-コスト回避額: $510,935 

一戸hF
N

【スタッフがこの評価業務に費やした時間】

・総時間: 3 ,1 00 hrs. 

-介入 1件当り平均所要時間: 9. 9 min 

-総費用: $77,500 

【治療コスト】
・節減額: $ 694,327 
・増加額: $ 14,807 
・コスト節減額: $679,520 

出所:恩田(1999) ， Pharm.D., "01.1, No.1 



表6. 注射薬の適正使用への介入による経済的評価

]戸
品ω

調査期間 1999年 12月 1 日 -1999年 12月 31 日

調査対象 注射処方筆10，294枚

処方に対する介入件数 98件:うち受理されたもの 77件(受理率93.9%)

助言・提案の内容 配合変化: 31 /33 (93. 9%), 

薬物治療設計:21/33(63.6%)
保険適用の不備:25/32 (78. 1 %) 

薬剤費節減効果 658， 181 円/月

出所:伊勢ら (2000) ， Pharm. D., \ ' 01.2, No.4 



表7. 薬剤指導業務の経済的評価

-調査期間

・調査対象

-処方に対する介入件数

.助言・提案の内容

1995年 1 1 月 ~1996年5月

循環器・血液内科病棟の患者224人

70件(うち受理されたもの66件:受理率 94%)

投与追加
投与中止
薬剤変更
薬剤の減量
その他

24 (34%) 

20 (29%) 

11 (16%) 

8 (11 %) ]
ケ
品
h
H

-薬剤費への影響 減少 38 (58%) 

増加 23 (35%) 

不変 3 ( 5%) 

1 日薬価として49 ，702. 8円の節減

改善 37 (65%) 

不変 11 (19%) 

悪化 1 ( 2%) 

-患者QOしへの影響

出所:江戸ら (1996) ，月刊薬事.パ'01..38 ， No.12 



図 1 .情報提供の実態と経営幹部のニーズとの対比
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